
鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報

18

平成14年度

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

2004年3月



序

鹿児島大学キャンパスには，後期旧石器時代から近代までの，貴重な遺跡が包蔵されて

いることが，鹿児島大学埋蔵文化財調査室の発掘調査によって，次第に明らかにされてい

ます。その成果は，これまでに埋蔵文化財調査室年報(Vol.1-17)として逐次報告されてき

ました。

今回，平成14年度の調査結果の報告として，鹿児島大学調査室年報Vol.18を刊行いたし

ます。平成14年度には郡元キャンパスにおいて発掘調査3件，立会い調査23件，桜ヶ丘

キャンパスにおいては，立会い調査1件が行われました。本年報には，それらの調査研究

の成果の概要が掲載されています。

特に郡元キャンパスにおいては，注目すべき成果がでています。理学部改修地では，弥

生時代前期末から中期初頭にかけての，一定の規模をもった集落の存在が，環濠らしき大

溝の存在から想定されており，それに西接した地点，理工系総合研究棟建築に伴う調査で

は，弥生時代前期ごろから，水田を営んでいたことが判明しました。鹿児島ではほとんど

ない，生産域と居住域の有機的関係が分かる貴重な遺跡なのです。この地では，この関係

‘性はいったん途絶え，古墳時代後半期には再び行われます。今後の資料の整理・研究によ

って，その詳細が明らかになることを期待しています。

また,VBL棟建設地においては，河川跡が検出され，最下部には弥生時代後期の木杭列

が検出されており，これは水田に水を引くための潅概施設，合掌型堰である可能性がでて

きました。当時から河川を利用した生産体系を持っていたことになります。この形状の堰

も県内では初めての検出例であり，弥生時代後期に属するとなると，全国的にも珍しい例

となります。

また，付編1としては，平成4年度から翌年度に行われた郡元団地L-6区（中央図書館

増築地）の発掘調査も掲載しております。ここでは，郡元キャンパス内における古墳時代

後半期の，当時の定住域とはやや離れた箇所の住居跡が検出されました。当時の居住にお

ける選地・占地条件を考えるうえでの貴重な遺跡です。

付編2は，中央図書館増築地第1次調査における，土壌プラント・オパール定量分析に

より，古墳時代後半期ごろのある段階には，畑栽培による稲作が行われ，その後，湿潤な

環境となり，水田稲作が営まれていたものと分析されております。

現在，キャンパス内では，研究，教育の発展に伴って，多くの建物の建築や周辺整備な

どが行われ，それに先立って必要な埋蔵文化財の発掘調査が行われています。しかし，年々

増加する発掘調査や埋蔵物に対する調査および研究体制，保管体制が十分でないのが現状

です。特に，従来から言われているように，遺跡から出士する膨大な量の遺物の保管場所

の確保は困難を極めています。また，迅速な調査および研究を遂行するためのスタッフの

数も十分とは言えないのが現状です。独立行政法人化後も，これらの貴重な大学の財産，

ひいては国民の財産としての埋蔵文化財の調査，および研究を行うための体制の実現につ

いて，重ねて全学的なご理解，ご支援をお願いする次第です。

最後に，埋蔵文化財調査室のスタッフによる精力的かつ地道な調査・研究の積み重ねに

より，このような立派な年報にまとめられたことに対し，感謝の意を表したいと存じます。

平成16年2月

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会

委員長佐々木修



例言

1．本年報は，鹿児島大学構内において，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が2002(平成14)年

度に行なった調査活動の成果をまとめたものである。

なお，1992.1993（平成4．5）年度に行った郡元団地L戸6区(図書館増築地A･B地点）

における発掘調査報告を付編1として掲載した。付編2には，郡元団地L-6区(図書館増

築地A地点)の土壌プラント･オパール定量分析の結果報告を掲載した。

2．本書に掲載している発掘調査及び立会調査は,鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。

調査時における図面･写真の担当は以下の通りである。

2：中村直子・新里貴之・松本益幸（王力明）・有村航平・安座間充・鮎川章子・

興相真利子・新原和子・吉永幸子

付編：中村・古浬生・大西智和・峰山いずみ・鮎川章子・池口洋人・今村知子・上地浩・

小原愛・甲斐光代・坂本裕子・前幸男・趨国興・中村由美子・西中川泉・西谷彰・

星野恵美・横手浩二郎

3．本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

実測（2：中村直子，付編：有村航平・青山奈緒）

写真（中村・青山）

製図（1：新里貴之，2：中村，付編：新里・中村・青山）

作表（1：新里，2：中村，付編：有村・新里・中村）

執筆（1：新里，2：中村，受贈図書：有村，付編：新里）

概要訳文（新里）

編集（新里）

4．郡元団地L-6区（中央図書館増築地A・B地点）の出土遺物について，陶磁器は，渡辺

芳郎氏（鹿児島大学法文学部)，石器については，横手浩二郎氏（鹿児島県立埋蔵文化財

センター）の，石材については大塚裕之氏（鹿児島大学総合研究博物館）にご教授をい

ただいた。X線写真については，永演功治氏（鹿児島県立埋蔵文化財センター）の，住居

跡内の赤色顔料の分析については，大久保浩二氏（現・川内市立隈之城小学校教諭）に

ご協力をいただいた。また,付編2のプラントオパール定量分析については，藤原宏志氏

（宮崎大学）の玉稿を賜った。サマリーは，新田栄治（鹿児島大学埋蔵文化財調査室長）

が校正した。

5．発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調査室の管理のもと，各学部，部局が収蔵し

ている。また，図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡例

1昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこ

れからの埋蔵文化財調査室に便であるように，鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ヶ丘

団地（旧宇宿団地）とに設定した。その設置基準は，以下の通りである。

（1）郡元団地では，国士座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50m

の方形地区割りを行なった(Fig.3参照)。

（2）桜ケ丘団地では，国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺

50mの方形地区割りを行なった(Fig.4参照)。

2本年報において報告を行なった地点については，一部の立会調査地点を除き,Fig.2～4

にその位置を記してある。

3本年報におけるレベル高は，すべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は，以下の通りである。

SK:土坑状遺構SD:溝状遺構P:ピット

52．付編で使用した士層の色調は『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を

使用した。

6 遺物に関しては観察表を作成した。その標記，表現については以下の通りである。

調整：調整名称の前の(）は，調整方向を表す｡(一);横位方向，（｜);縦位，（、);左上がり

の斜位,(／);右上がりの斜位，（?);方向不明，とした。→は，調整の新旧関係を表す。

色調：『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用し，この色調に当ては

まらないものについては，「～に類似」と表記した。

胎土:粒子の大きさで,il(2mm～)･粗砂粒(1～2mm)･砂粒(0.2～1mm)･細砂粒(0.2mm

以下)に分けた。また，砂粒の種類については，特定できないものは，その色調で表

記した。胎士中の砂粒の多さについては，便宜的に1～9の9段階に分けた。9：20％

以上，8：15~20%,7:15%前後,6:10~15%,5:10%前後,4:5~10%未満,3:

5％前後，2：1~5％未満1：1％以下，とした。

サイズ：復元によるサイズは，（）をつけた。

7本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察表と一致している。
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1平成12年度の調査概要

l平成14年度(2002年4月-2003年3月)の調査概要

平成14(2002)年度は，発掘調査が郡元団地で3件行わ

れた。立会調査は，郡元団地で23件，桜ケ丘団地で1件，

行われた。

1.1鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学柵内遺跡が所在する鹿児烏市は,薩摩半島

の北東部に位慨する。東側には鹿児胤湾（錦江湾）が広

がり，他の三方は姶良カルデラに由来するシラス台地に

囲まれている。本諜に掲載する訓査地点は，鹿児島大学

構内の郡元団地と桜ヶ丘団地で，それぞれを，「鹿児島

大学構内遺跡郡元団地｣，「同，桜ヶ丘団地」と呼んでい

る。

郡元団地は沖横平野の南端部付近に位慨し,標高約7m

を測る。従来から周知の遺跡として知られており，校舎

などの建設に伴う事前の発掘調査も多く行われている。

昭和59年までは字名などが遺跡の名称として用いられて

おり，県立医大辿跡,付属中学校敷地内辿跡,釘田遺跡，

水町遺跡も郡元団地内の遺跡である')。郡元団地では古

墳時代の住居跡群が多く発見され,現在、3つの集住地

域が把握できている｡一つは郡元キャンパスのほぼ中央

部，もう一つは南西部で，いずれも微商地上に形成され

ている。中央に位慨する住居群のすぐ北(IPIには河川流路

が確認されている｡河川の中からは弥生時代から古墳時

代にかけての木製品や木杭が出土している。平成9年度

の工学部における調査では,弥生時代の水田跡が検出さ

れている。古墳時代の水田跡は現在のところ，構内では

まだ発見されていないが,古墳時代の包含m中には多蹴

のイネのプラント・オパールが含まれており2)，稲作が

継続的に行われていたことがわかる。

桜ヶ丘団地は郡元団地から南に約2.5kmの亀ヶ原台地

上に位髄し，標高約70mを測る。昭和60年に埋蔵文化

財調査室が設悩されてからは，鹿児烏大学.隣内遺跡宇宿

団地と呼称していたが,キャンパス名の変更に伴い,桜ヶ

丘団地と呼ぶ。近隣の台地上には，’'1石器時代から細文

時代早期にかけての遺跡が点在しており，桜ヶ丘団地で

も同様の時期の遺物が出土している。また，縄文時代早

期，弥生時代前期・終末期の住居跡も確認されている3)。

1.2調査概要(Tab.l)

2001-2郡元団地.1-7-8区(理学部改修地）

理学部改修地は，理学部1号館の中庭に位綴する。平

成1-1年3月2日より，調査を開始し,9月13日に終了し

た。しかし，大学施設部の工事範囲変更により、改めて

I
タ

。

0

鵬晶
○ノ

Fig.1鹿児島市の位置

9月1711から調査を行い,10月18日に調査を終了した。

同地点は，古墳時代後半期の住居跡を中心に，溝，土

坑など約80基の遺構群が検出され，古墳時代の集落が

一定期間占地していることを示している。

また，この古墳時代の集落跡の,層位的下位のレベル

より，環濠状の職が検出され,その溝内より弥生時代前

期末一中期初頭の土器がまとまって出土した。土器は，

難・壷・高坪・鉢などで，未だ資料的にデータの少ない

同期の編年研究に大いに寄与するものである。さらに，

古墳時代方形住居群の下位より，円形住居跡が検出され

たが,その床面炭化物の放射性炭素年代測定により，弥

生時代終末期頃のものであるとの結果がでている。

古噛時代の住居跡には,数パターンの炉のつくりかた

や屋内炉内埋設土器の器極選定γ住居の廃棄パターンな

ど，今後の詳細な研究が必要であり，そのデータを蓄積

することのできる重要な遺跡である。

1

2002-1郡元団地』．K-9.10区(理工系総合研究棟

建設地）

理工系総合研究棟は,便宜的に総合研究棟Ⅱと呼んで

いた箇所である。平成II年度4月20-10月31日，同年

12月11日-平成15年2月20日まで継続して行なわれた。

中断理由は,大学施設部による建物の縄張り設計変更に

よるものであった。

発掘調査では,弥生時代～古墳時代にかけての生産遺

跡と判断された。弥生時代前期と考えられるl雌状遺構，

同中期前半の水田跡（満状遺櫛6条・小ピット群)，古

蝋時代後半期の溝状遺櫛1条とピット群．古代の「波板
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状遺構」などが検出されている。弥生時代前期～中期の

土層からは，イネのプラント・オパールが多量に確認さ

れ，水田を行っていたものと推定される。遺物は，出土

量が少なく，弥生中期前半の土器，古墳時代後半の土

器，古代土師器，須恵器などの小破片のほかに磨製・打

製石蹴などが出土している。この東側に隣接して，同時

期の集落跡が確認されており(2001-2理学部改修地),

生活域との有機的空間配置など,同地域の生活の一端を

窺えるものであるといえる。

2002-2(H-12．13区VBLIベンチャー・ビジネス・

ラボラトリー1棟建設地）

平成15年3月3日-8月29日まで行われた。発掘

調査により，同地点は弥生時代-近代にかけての河川跡

であると判明した。

中近世と考えられる2層上面からは，検出幅の狭い河

川跡(約3m程度)や,畑跡が確認された。4屑以下には，

切り合い関係から見て，数回の濁流を伴う河川跡が確認

されたが，これらは5m以上の幅である。最下位の泥炭層

に突き刺さる形で,数条の木杭列が確認された｡そのうち

の1本を放射性炭素年代測定した結果,FcaMSOAD」と

された。木杭列の配置とその傾きからは,合掌型堰であ

る可能性があり,河川を利用した潅概施設を設けていた

と思われる。また，古墳時代前期のある段階に東原式の

饗を破砕し,埋めた遺櫛も確認された｡河川沿いでの祭

肥行為である可能性が高い｡縄文時代前期末一中期初頭

の深浦式や晩期の黒川式,石匙などは，かなり水磨を受

けており，上流から流れてきたものであろう。刻目突帯

文土器一古代の土器は，完形品に近い形で出土すること

が多く，特に弥生時代後期-終末期の土器は完形率が高

い。石鎌や三角形状の石庖丁も確認されている。また，

弥生時代前期-中期頃にかけての土層からはイネのプラ

ント・オパールやムギが検出されている。当時，この河

川を利用した，生産体系が確立されていたと考えられ

る。
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ス疾患研究センター咽築地）の発掘調査」「鹿児島大学埋蔵

文化財調査室年報」16鹿児島大学埋蔵文化財調査室

Tab､1平成12年度調査一覧

種類調査コード地区調査

発掘調査2001-2J-7.8区郡元団地理学部改修に伴う発掘調査

立会調査

2002-1J-K-9･10区郡元団地理工系総合研究棟(総合研究棟Ⅱ)建設に伴う発掘調査

2002-2H-12-13区郡元団地VBL(ベンチャー･ビジネス･ラボラトリー)棟建設に伴う発掘澗査

2002-A

2002-B

2002-C

2002-D

2002一E

2002-F

2002-G

2002-H

2002－1

2002-J

2002-K

2002-L

2002-M

2002-N

2002-R

2002-O

2002-P

2002-Q

2002-S

2002-T

2002-U

2002-V

2002-W

2002-X

1-6区郡元団地漏水確認掘削工蛎に伴う立会調査(消火栓）

1-8～10区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(消火栓）

J-K-8-9区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(勉柱）

J-K-8～10区郡元団地理学部校舎改修その他機械工事に伴う立会調査(ガス笹）

J･K-7区郡元団地理学部校舎新営その他機械設備工事に伴う立会調査(配水管）

[-8.9区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(電気配管）

j～L-10区郡元団地理工系総合研究棟新営電気設備工事に伴う立会調査(晒気配管）

J･K-lO区郡元団地理工系総合研究棟新営機械設備工事に伴う立会調査(給排水管）

J-7区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(スロープ階段）

D-4区郡元団地間倉希板設騒工事に伴う立会調査(看板設極）

J－8区郡元団地理学部校舎改修その他機械設備工事に伴う立会調査(排水糠）

K-7区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調充(樹木移植）

J-8区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(雛地）

1-7区郡元団地理学部識義棟改修工事に伴う立会調査(階段基礎）

J-7区郡元団地理学部校舎改修工事に伴う立会調査(階段撤去）

E-8区桜ケ丘団地基幹盤備工事に伴う立会調査(厨房改修）

F-8区郡元団地農学部実験ガス管埋設工事に伴う立会調査(ガス管）

J-8区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(外灯設旺）

K-8区郡元団地理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査(噴水）

1－7区郡元団地理学部簿義棟改修機会整備工事に伴う立会調査(ガス符）

K-8区郡元団地理学部校舎改修工事その他電気設備工事に伴う立会調査(施気配管）

D-lO区郡元団地農学部資源有機物リサイクル場設避工事に伴う立会調査(基礎埋設）

M～0-6.7区郡元団地教育学部幹線並木設備工事に伴う立会調査(樹木移植）

F-8区郡元団地埋設土実験に伴うガス管布設工事に伴う立会調査(ガス符）

2

期間

2002年3月2日-9月13日，
9月17日-10月18日

2002年4月20日-10月31日，

12月11日-2003年2月20日

2003年3月3日－8月29日

2002年10月24日

2002年5月22日

2002年7月22日

2002年7月18日-8月8日

2002年8月29日－9月18日

2002年9月18日-10月23日

2002年11月1日-9日

2002年12月9日-12月11日

2002年12月10日(既掘部）

2002年12月10日

2002年12月11日

2002年12月26日(既掘部）

2003年1月21日(既掘部）

2003年1月22日

2003年2月4日(既掘部）

2003年2月12日(既掘部）

2003年2月27日

2003年3月11日(既掘部）

2003年3月17日

2003年3月18日

2003年3月19日

2003年3月20日

2003年3月20.21日

2003年3月24日



1平成12年度の調査概要

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置(5=1/50000)
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1平成12年度の調査概要
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1平成12年度の鯛査概要
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2立会調査

2平成14年度(2002年4月-2003年3月)の立会調査

1章のTab.lにあるよう

に,平成1-1年度は24件の立

会調査を実施した。団地別

に見ると，郡元団地23件，

桜ヶ丘団地1件で,なかでも

理工系総合研究棟建設に伴

う立会調査が多かった。こ

れらのうち.2002-1.2002-

L・2002－M．2002‐N・

2002-P-2002-Q-2002-R

は掘削が表土屑および既掘

部の範囲でおさまっており，

埋蔵文化財への影響はな謂義

かつた。

以下，プライマリーな土

層が確認されたものについ

て，立会調査ごとに説明す

一

電気電子工学科棟

理学部2号館
建築学科椴

一

■■I 11

樋
N四
鮒義等

N

Uノ
ノ

訂

’’一旦蝿
一

り

究棟

、
、
一
■

目

5両=寄り肩
G

S2嘩
○'.C5

□
》

G

息□ 薬品庫

C6

2002-A漏水確認棚削工

事に伴う立会洲査

(Fig.3枇内図）
調査地点共通教育棟1号

館北側車庫近く(郡元団

地1-6区）

G2
共通教育棟

[二コにニゴIG

少出l~Cl△ノFig.5立会調査区の位置(5=1/2000)
調査期間2002年10月24日

撹乱咽。非常に没い旧

暗灰黄色2.,5Y5/2.砂賀シルト。

菰褐色2.5Y5/6,シルト質砂。

黒褐色2.5Y3/1.砂質シルト、少し鉄分浸透。

本学総合研究博物館の橋本達也氏より掘削工事を行って

いる旨,連絡があったので,埋蔵文化財訓査室員が工事地

点に出向いたところ，消火栓漏水のため掘削工事を行っ

ていた。工事に立会っていた施設部設備課職員に学内掘

削工事の際には埋蔵文化財調査室の立会調査が必要であ

ることを説明し，急避，立会調査を実施した。

掘削場所は1カ所で,1×0.6mの面検を地表下75cm

にわたって掘削した｡基本層位として,1-4屑までを確認

GL-0.5m

黒色2.5Y2/1.シルト。

Fig.6A±層柱状図

I^J1

4、

3

込一
4

2
ロ 10

－

c、

Fig.72002-A出土遺物(5=1/3)
PL.12002-A出土遺物

6

3

a員
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Tab.22002-A遺物観察

No.層器髄部位 色調 混和材
混和材の

多さ
調整

2立会鯛査

側考

14層翌口縁部外面:淡黄色2.5Y8/1を基調磯:石英,粗砂･砂粒:石

とするが､煤のため黒.内面：英,角せん石,白色粒，
灰白色.2.5Y8/2と灰色.5Y5/1細砂粒も含む．

（黒斑）

24層弧胴部下外面:灰黄色,7.5Y7/2とにぷ磯:赤色粒,粗砂粒･砂
半い燈色,2.5Y6/4(加熱部分).粒:赤色粒･角せん石･白

内面:にぶい橿色7.5Y6/4.色粒.細砂粒を含む．

34層現脚台付外面:赤燈色10R6/6,脚部磯:石英,粗砂粒･砂粒：

近内面:橿色7.5Y6/6,体部内石英･白色粒･黒色粒．
面:黄灰色2.5Y6/1．

44層寵脚台外面:にぶい黄橿色10R7/4,粗砂粒:赤色粒,砂粒:赤
内面:橿色5Y6/6.色粒･石英･黒色粒．

3外面:ナデ,内面:ナデ(、)外面:スス付藩

3

3

3

外面:板状の工具によるナ外面:スス付新,二次的加

デ(｜)．内面:ハケ(-)の熱を受けている
ちナデ．

外面:ユビナデ（｜）,脚部外面:二次的加熱を受けて
内面:粗雑なナデ(-)，体いる．
部内面:ハケ(-)→ナデ．

したが,4層は古墳時代の包含層で,古墳時代の土器片が

多く出土した。

出土遺物は土器片だけだったが,図示できたものは4

点だった(Fig.7,Tab.2,PL.l)。いずれも，翌の破片で

ある。lは口縁部であるが，直口形の器形を呈すると推

定できる。粗雑なつくりで，口唇部はユビオサエによっ

て歪んでいる。2は，脚台近くで胴部下半の破片である。

比較的丁寧なナデ調整によって仕上げられている。3は

脚台付近の破片で，脚端部は欠損している。脚台内面天

井部には，突起が付けられている。突起にはユビオサエ

や爪の痕が明瞭で,摘まみ上げて整形したと考えられる。

4は，脚端部で，若干外反する器形を呈する。1,3は笹

貰式である可能性が高いので，これらは古墳時代後半期

のものであると考えられる。

2002-B理学部校舎改修その他工事に伴う立会調

査(Fig.5)

調査地点理学部1号館南側と3号館北側道路（郡

元団地H-8～10区）

調査期間2002年5月22日

理学部校舎改修に伴う消火栓設置工事における立会調

査で，理学部1号館近くと，3号館北側道路の2カ所で

行われた。1号館近くでは，古墳時代の住居跡2基を確

認した。また，3号館北側では，壁面で遺柵を確認し，古

墳時代ﾆﾋ器を主体とする遺物が多く出土したが，近隣で

同時に行われていた2002-2理学部改修工事に伴う発掘

調査とあわせて報告することにする。

2002-C理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査

(Fig.5)

調査地点理学部3号館南側一帯（郡元団地J・K‐

8．9区）

調査期間2002年7月22日

Tab､32002-C出土遺物観察

電柱埋設のための掘削工事に伴う立会調査である。直

径30cm,深さ120cmの掘削を6ケ所行ったが，そのう

ちC2,C3,C6でプライマリーな層を確認した(Fig.8)。

C2の4層は周辺の過去の調査結果から，古墳時代の包含

層に比定できると考えられるが,遺物は出土しなかった。

C3からは遺

物が出土し，

そのうち1点

が図示できる

ものである
GL-0.5m－

(Fig.9,Tab.3,

PL.2)。

5は，少し

内蛮しながら

外開きに立ち
GL-1.0m－

上がる器形

で，財か鉢の

口縁部である

と考えられ

1

2

3

4

1

2 1

3

4 2

5
3

C3

4

と考えられC2

る。胎土が精る。胎土が精C6

製されておc2
1層撹乱。

り，外面には2層にぶい黄褐色10YR5脚.砂質ｼﾙﾄ。しまっている。
0.5～2cm大のパミス含む

ミガキも施さ3層黄褐色lOYR5/6.2咽との混土の砂質シルト。少しバ
ミスを含む。

れていて，丁4層黒褐色10YR3/2砂質シルト。均質。

寧なつくりの篭撹乱。
土器である。2届灰黄褐色10YR4/2.砂質シルト。しまっている｡0.5

cm大のパミス,炭混じり。

古墳時代のも3届にぶい黄掲色l0YR4/3組砂捉じり砂質ｼﾙﾄ.0.5cm大のパミス含む。

のと考えられ4層灰黄褐色lOYR4/2.砂質シルト。マンカンがまだらに浸透.しまっている。

5届褐灰色lOYR6/1．シルト質砂。やわらかい。
る。

C6

1層表土。

2層褐灰色lOYR6/1.細砂。

3層極暗褐色7.5YR2B・粗砂混じiノシルト。
4吋明褐色7.5YR5侭.粗砂。

5届上部は4層に類似.下郎は徐々に灰色に変化。

Fig.82002-C土層柱状図

No.地点器禰部位 色調 混和材
祝和材

の多さ
調整 伽考

，碗？。縁師鯛瀧測諦面:細”(光沢"ある粒子｝！を含む．

7

外面･内面:ナデのちミ

ガキ(-)．口唇部:ヨコナ
デ．



2立会調査

Fig.92002-C出土遺物

(5=1/3)

5cm

PL.22002-C出土遺物

2002-D理学部校舎改修その他機械工事に伴う立会

調査(Fig.5)

調査地点工学部から理学部一帯（郡元団地』．K‐

8～10区）

訓査期|ﾊ’2002年7月18日-8月8日

ガス管埋設工事のため共通教育棟3．4号館の北側道路

を.IB80cm,深さ80-100cmの掘削を行った。このうち，

D4．，5と.D12-D16は既掘部であった。また,D1-D12

の範囲では，プライマリーな層を確認したが(Fig.10),
2002-1理工系総合研究棟における発掘調査で確認できた

基本屑位とほぼ同じである。今回の調査では，遺構・遺

物等は出土していない。

2002-1-理学部校舎新営その他機械設術工事に伴う

立会調査(Fig.5)

調査区理学部1号館西側（郡元団地J-K-7区）

調査期間2002年8月29日－9月18日

掘削工事は排水管埋設地であったが，その地点は古墳

時代の遺椛が良好な状態で残存している可能性が高かっ

たため，工率前に発掘調査を実施した。埋設地は2カ所

だったが，北側地点は既掘部だったため立会調査のみを

行った。本訓査を実施した地点は，理学部1号館東側の

玄|典Iから南側に向かってipiii1mほどのトレンチであった

が，古墳時代の満状巡枇や住居跡1基を検出した。遺物

も，古墳時代を中心とする土器片が多く出土した。

これらの洲査結果については,2002-2理学部改修工事

に伴う発掘調査とあわせて報告する予定である。

2002-F理学部校舎新営その他機械設備工事に伴う

立会調査(Fig.5)

調査区理学部1号館西側（郡元団地1-7-8区）

調査期間2002年9月18日-10月23日

掘削工事は電気配管埋設地点であったが，この地点も

古墳時代を中心とする遺構が良好に存在している可能性

が高かったため，工事前に発掘調査を実施した。古墳時

代の住居跡・土器溜まり｡弥生時代中期の溝等が検出し，

遺物も弥生時代・古墳時代を中心に多量に出土した。こ

の調査成果についても,2002-2理学部改修工事に伴う発

掘調査とあわせて報告する予定である。

日

一

GL-0.5m

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

...3.a..

3b

4

5

la

1

1

2
lb

2

3

3 4

25
4

5 D9D1o Dn
DiGL-I.0m D/6

Dr,
D1～3

1胴表土。

2隔灰戯色,2.5Y6/2緬似.I～0,5cm大のパミス含む5"n｡
3冊灰菰褐色lOYR5/2,砂混じりシルト･I～0.5cm大の白いパミ
ス含む(10%)。管状の鉄分あ0。

4届灰箭色2.5YR6/2.シルト。管状の鉄分あり。

D6

1廟表土。

2層灰黄色2.5Y6/2類似.1～().5C1n大のパミス含むく5％)。
3珊灰黄褐色10VR.V2.砂混じりシルト.1～0.5cm大の白いパ
ミス含む(10%)。管状の鉄分あり。

4層灰淡色2.5YR6/2,シルト。管状の鉄分あり。

D7～9

1層表土。籾砂珊・砂利を含む

2暦オリーブ褐色2.5Y4/.VOJcm大の白いパミス含む(3%)。
鉄分浸透。

3a屑批灰色2.5YJ/I.シルト質砂l～“Cm大の白いパミス含む
（5％)。マンガン浸透,下部鉄分多い。

3b冊3刷噌に額似するが,鉄分多い。
4府褐灰色lOYR4/1,シルト。
5層オリーブ黒色7.5YR2/2,シルト。

D10

1脳アスファルトと砂利脳。
2輔暗灰黄色,2.5Y4/2.シルト質砂。0.5～1cm大の白いパミス含
む(5％)。

3届灰撹柵色IOYR5/2.シルト賀砂。小きな管状の鉄分含む
4脳褐灰色10YR4/1.シルト。
5届褐灰色I0YK6/1.シルト。筋状の鉄分含む'0.5Cnl大の白い
パミスを含む(2％)。

D11

11,咽アスファルトと砂利脳。
Ih'vlIOYK.S/3砂刷。l～()､Scm大の白いパミス含む(3"o)
2聯灰批褐色IOYR5",シルト質砂。“cm大の白いパミスを
含む(2％),マンガン没透。

Fig.102002-D土層柱状図

2002-G理工系総合研究棟新営電気設備工事に伴う

立会調査(Fig.5)

調査区理学部1号館西側（郡元団地1-7-8区）

調査期間2002年9月18日-10月23日

掘削地点のほとんどでプライマリーな層が確認できた。

特に，掘削深度が1m以上に及んだところは，周辺の過

去の発掘調査から推定すると,古墳時代-弥生時代の包含

層（6-9屑）に比定できる胸が確認できた(Fig.11)が，

遺物は出土しなかった。



2立会鯛査

2002-H理工系総合研究棟新営機械設備工事に伴う

立会調査(Fig.5)

調査区理工系総合研究棟西側道路（郡元団地j・K-10

区）

調査期間2002年12月9日-12月11u

3カ所の掘削地点での立会調査を行った｡いずれもプラ

イマリーな土屑を確認した(Fig.12)。今回の調査では遺

物は出土しなかったが,周辺の調査から近世-縄文時代の

GL-0.5m

Gz

Gi

遺物包含厨にあたると考えられる。

GL-1.Om

G3

G7

Ge

GL-0.5m

H3
G9

G1．2

1崎戎土。

2咽2.5Y6E頻似.l～0.5cm大の（ミス含む(5％)。

3咽灰黄褐色lOYR5E,砂混じりシルト。l～().5cm大の白い（
ミス含む(10％)。管状の鉄分あり。

GL-1.Om

HiG3

I肘表土。

2噌灰黄褐色lOYR5",シルト質砂。
3咽灰尚褐色lOYR5/2,シルト質砂。

4咽蹄灰黄色2.5Y4/2,シルト質砂。
5層苗灰色2.5Y6/1.シルト質砂。

G7

1咽友士。

2m咽にぶい黄褐色IOYR5/3.砂質シルト。0.5～1cm大の（ミ
ス含む。

2b制にぶい黄褐色IOYR4/3.砂質シルト。0.5～1cm大の（ミ
ス含む。

3筋褐色10YR4/4.細砂層。

4M灰黄褐色lOYR4厄,細砂質シルト。
5a職4届と5b層との混土。

5b鰯灰黄褐色lOYR5尼,シルト。

5c咽褐灰色I0YR4/1,シルト。鉄分の授透。
5.吋5Cと6層との混土,シルト。

6珊黙褐色10YR3/lシルト,粘質,1cm大の（ミス含む。

G8

1珊我土。

2糊にぶい黄褐色lOYR”､砂質シルト。0.5～1cm大の（ミス
含む。

3明歯掲色l0YR5/6粗砂晒，l～3cm大の（ミス含む．
4咽灰髄褐色l0YR5/2.細砂層。

”層灰黄褐色l0YR4厄,シルト。粘質。

5b層Sa咽と6層との混土。

6肘照褐色lOYR2E,シルト.粘質。

G9

1肘炎土。

2咽蹄灰黄色2.5Y4E.砂質シルト。0,5～4cm大の（ミス含む。
しまっている。

3a職灰黄褐色IOYR4〃を基調として褐色lOYR4化が混じる．砂

質シルト。0.5～4cm大のパミスを含む。
3b咽3a職より灰黄褐色の色調強い°0.5～4cm大の（ミス含む。

しまっている。

4珊黄灰色2.5Y4/1,砂質シルト。0.5～4cm大の（ミス含む。
5肘黄灰色2.5Y4/lと黒褐色2.5Y3/1の中I川色。砂賀シルト。
6a増灰色5Y6/1,シルト質細砂。

6b咽灰薗褐色lOYR5/2.シルト。

7m届灰黄褐色l0YR4/2シルト,0.5～3cm大の（ミス含む。
7b咽照褐色lOYR3/2シルト,0.5～3cm大のバミス合む･
8a肘にぶい苗褐色lOYR調,シルト．
:b咽褐灰色I0YR4/2.シルト。

9咽照褐色lOYR3/l,シルト。

GL-1．5m

GL-2．Om

H1

1肘ノ‘

2肘陥

少

3肘臥

し

4肘以

5肘11
6哨臥

H2

1明lf

2刷り

3糊に

4刷り

5制札

6制札

7制札

8制札
9肘に

10糊’

11糊1

12肘I

H3

IW
2MI§

3M〃

4刷り

5聯礼

6咽鮎

H2

炎止。

灰尚細色1()YR4/2シルト,鉄分・0.5～1cm大のバミス
少、含む.しまっている。

灰此掲色I()YR5/2シルト.鉄分．s～1cm大の（ミス含む．
しまっている。

灰尚掲色l()YR4/2シルト．鉄分授透。

胤柵色lOYR3/lシルト。
灰前褐色lOYR5/2シルト．少し粘質。

撹乱。

灰伐褐色lOYR5/3に顛似,砂質シルト。
にぶい此褐色lOYR5/3.砂質シルト。
灰伐褐色lOYR5/2,砂質シルト。鉄分援透。

褐灰色l〔)YR5/lに類似.砂質シルトc
縄灰色IOYR5/】に顛似,砂質シルト。

縄I天色lOYR4/1.5.砂質シルト。

褐灰色lOYR4/1.5,砂質シルト。鉄分浸透。

にぶい尚栂色lOYR7/2に類似.シルト。
M,｛掛色IOYR3/1,粗砂まじりシルト。

灰前側色lOYR6/2.5,砂。

:.色N1.5/,泥炭聯。

l肘批乱。

2Mにぶい此悶色IOYR5/3に類似.砂質シルト。
3M灰批褐色10YR4/2.砂質シルト。鉄分授透。
4肘灰批褐色10YR5/2.砂質シルト。鉄分授透。
5聯糊灰色10YR4/lに顛似,砂質シルト。

6悶悶灰色1()YR5/1.砂質シルト。

Fig.122002-H土層柱状図Fig.112002-G土層柱状図
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2立会鯛査

2002-J高倉看板設置工事に伴う立会調査(Fig．3
櫛内図）

調査地点正門西北側緑地帯（郡元団地D-4区）

調査期間2002年12月10日

調査地理学部2号館南側薬品庫と講義棟との間

（郡元団地1-7区）

調査期間2003年1月22日

薬品庫と講

義棟との間の

掘削工事に伴

う立会調査を

行った。表土

が厚く堆横しGL-0.5m

ていたが，河

川跡と考えら

れる土層を検

出した(Fig.

15)oA層からGL-1.Om

古墳時代後半

期の遺物が多

く出土した

が，いずれも

看板設置の

ため，2カ所の

掘削工事を

行った。2カ所

とも同じ層位

(Fig.13)で,2-

3屑から瓦が出

土した。近現1

1層表土。

2層褐色lOYR4脚,砂質。
3届暗褐色l0YR3/3.砂質シルト。 l層表土。

2用灰黄褐色l0YR4E,川砂。

3届灰黄色2.5Y"2.粗砂。

A届にぶい赤褐色5YR4側.粗砂脳。

GL-0.5m

兎が出Fig.132002-J土層柱状図

近現代のものであろうと考えられる。

2002-K理学部校舎改修その他機械設備工事に伴う

立会調査(Fig.5)

調査区理学部1号館南側（郡元団地J-8区）

調査期間2002年12月11日

理学部校舎際の

掘削を行った。2層

を確認した(Fig.

14)が,どちらにも

瓦片等の出土が確

認され，現代の層GL-0.5m

であると考えられ

る。

Fig.142002-K土層

柱状図

A
1層表土。

2層にぶい黄褐色lOYR4/3 細かく破損Fig.152002-N土層柱状図

し，ほとんどの破片の表面には鉄分が付着し，砂粒が固

着していた。以下，実測できるものについて図示し，説

明を加える(Fig.l6,Tab.4,PL.3)。

図示できたのは14点である。6-17は饗または鉢で，

18.19は壷,6-13は喪の口縁部である。いずれも小破

片のため口縁部形態は不明だが,直立またはゆるやかに

外反する口縁部の端部であろうと考えられる。口唇部に

は平坦面をもつ。9は，内湾気味に立ち上がるため鉢で

ある可能性もある。14-17は胴部上半部に貼付された突

帯部である。いずれも絡縄突帯で,粗雑なつくりである。

2002-N理学部調義棟改修工事に伴う立会調査

(Fig.5)
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2立会調査

Tab.42002-N出士十器観察

混和材
の多さ

No.層器種部位 色澗 混和材 調整 i'n考

6A層認口縁部外面:不明,内而:にぶい黄樋付着物のため不明．
色10VR71.

7A層郵口縁部外面:灰黄褐色10YR4/2.内面:細砂粒を含む．
褐灰色2.5Y-1/1.

8A層謹口縁部付着物のため不明．付着物のため不明。

9A層謹口縁部付着物のため不明．付着物のため不明・

10A層謹口縁部浅黄橿色10YR8/3を基調とす粗砂粒:石英.角せん石,詳細
る．は付着物のため不明．

11A層翌か口縁部浅黄燈色10VKK!.粗砂粒:白色粒.赤色粒,砂
鉢か粒:石英・白色粒.赤色粒.黒
壷色粒．

12A層蕊口縁部外面:付蒲物のため不明,内付着物のため不明．
面:浅黄橿色10YB8/4.

13A届認口縁部付蒋物のため不明．付新物のため不明・

11A層謹胴部外而:付鵜物のため不明,内付着物のため不明
而:洩黄機色10YK8/-I.

15A層翌胴部付蒲物のため不明．‘付着物のため不明．

外面:不明,内面:ナ鉄分などの付蒋物あり,特に外
デ？、面．

外面:ナデ,内面;ハケ鉄分などの付著物あり．
(-)→ナデ．

付着物のため不明．鉄分などの付蒲物あり．

付着物のため不明．

ナデ？鉄分などの付粁物あり．

2

一
一
一

3外面:ナデ,内面:ナデ

（'一一)．

一ナデ？ 鉄分などの付蒲物あり,特に外

面．

鉄分などの付藩物あり．

鉄分などの付蒋物あり．

。
．
⑤
．

一
プ
ー
プ

ー
一
プ
ず

一
一

一付着物のため不明． 鉄分などの付蒲物あり.傾き,上
下疑問．

内而:鉄分などの付藩物あり．16A層蕊胴部外面;にぶい黄僚色10VR7/3,
内而:1()VK7I

粗砂粒:角せん石,砂粒:角せ

ん石,石英，白色粒,赤色粒，
細砂粒も含む．

粗砂粒･砂粒:石英･角せん
石･白色粒,細砂粒も含む．

付着物のため不明．

粗砂粒･砂粒:石英･角･せん
石･白色粒．

3外面:ナデト)．内面：
付着物のため不明．

17A層翌胴部 外面:付蒲物のため不明,内

面:にぶい黄概色10VR71.

付薪物のため不明・

外面:褐灰色,内面:付着物の
ため不明．

外面:付着物のため不

明.内面:ナデ(、)．

付着物のため不明．

ナデ．

鉄分などの付務物あり,特に外

面.内面:接合痕あり．

鉄分などの付蔚物あり．

鉄分などの付狩物あり．

3

毒
亜
奉
窒

18AS

19Al

胴部

胴部

－

3

17は内面に粘土帯の接合痕が明瞭に残っている。18．

19は壷の|隔広突帯である。18は太く浅い刻み目が施さ

れている。19は突帯~ド部が欠損している。

図示できた遺物のほとんどが，古戦時代後半期の土器

であると考えられる。

脳
脳
肘

１
２
３

砂利届．

褐色I0YR4/4.シルト。0.5cm大の炭含み，
上部に多い。1～2cm大のパミス含む。
褐色l()YR4ハシルト。基本的に2lWと同じ。
0.5～1cm大のパミス含む。().5cm大の炭少し
含む。
にぶい黄褐色IOYR5/3,シルト。筋状のマン
ガンと鉄分含む。

灰菰褐色10YR6/2.シルト質砂。0.5～1cm大
のパミス含む。鉄分とマンガン浸透。

褐灰色7.,5YR4/1.粗砂混じ')シルト質砂
マンガン・鉄分浸透。0.5cm大の軽石含む。

咽
届
届

４
５
６

GL-0.5m

Fig.172002-P土層柱状図

8

地K-8区）

調査期間2002年3月17日

在来の貯水槽を撤去したのち，壁面土層観察を行った

(Fig.18)。近代一古代の遺物包含層と考えられる層が確

認できたが，プライマリーな層の掘削は行わなかったた

め，埋蔵文化財への影響はなかった。

9

PL.32002-N出土遺物

2002-P農学部実験ガス管埋設工事に伴う立会調査

(Fig.24)

調査地農学部4号館南側道路（郡元団地F-8区）

洲査期間2003年2月27日

実験ガス管埋設工事の試掘のため,1m四方の範囲を

地表下1mまで掘削した。i-e;闇まで確認したが,遺物・

迩櫛等は検出しなかった。

2002-T理学部講義棟改修機械整備工耶に伴う立会

洲査(Fig.5)

調査地理学部2号館南側（郡元団地1-7区）

調査期間2003年3月18日

掘削深度は基本的に70cmまでで，既掘部の範囲だっ

たが，在来の配管と交差する部分を地表下85cmまで掘

り下げたため，下部に河川跡の埋土と考えられる層が確

認できた(Fig.19)。遺物などは出土していない。

2002-S理学部校舎改修その他工事に伴う立会調査

(Fig.5)

調査地共通教育棟3号館北側道路噴水（郡元団
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2立会調査

繍
届
層
層
脳
層
隔
屑
屑

１
２
３
４
５
６
７
８
９

アスファルト。

砂利。

にぶい黄褐色10YR調,シルト質砂。
しまっている。

灰黄褐色l0YR5/2に顛似,シルト腕砂
しまっている

にぶい黄燈色I0YR7A↓.細かいパミス。
やや軟らかい。
褐灰色lOYR4/1,シルト。かたくしまって

いる。

灰黄褐色lOYR6/2.シルト。かたくしまっ
ている

灰黄褐色lOYR4/2に頻似,シルト。かたく
しまっている。

灰黄褐色I0YR6/2.シルト。かたくしまっ
ているロ

硝子室

GL－0．5m

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

GL－1．0m

□

癌
管理棟動物飼育棟

’

20m0

Fig.202002-V立会調査区の位置(5=1/500)
S2

Fig.182002-5土層柱状図

II博表土
2層黄褐色7.5YR5/6.粗砂照。

GL－0．5m

－

GL-0．5m
Vs

V1 V4

V3Fig.192002-T

土層柱状図 GL－1．0m

Vz

1屑オリーブ黒色7.5YR3E,シルト。
2畷灰オリーブ色7.5YR4/2,シル1,.
3廟にぶい黄褐色lOYR4β,シルト。0.5c1n大のパミスを含む。
4層にぶい黄褐色lOYR5燭,細砂。筋状の鉄分あり。

S届戯褐色10YR5/6.粗砂混じりシルト。
6踊灰黄褐色IOYR5/2,砂質シルl､。マンガン含む。
7層にぷい褐色10YR5/3,シルト。マンガン．鉄分混透。

Fig.212002-V±層柱状図

2002-U理学部校舎改修その他電気設備工ﾘに伴う

立会調査(Fig.5)

調査地理工系総合研究棟東側（郡元団地K-8区）

調査期間2003年3月19日

殖気配管工事のための発掘調査で.(680cm,地表下

95cmまでの掘削を行った｡1-3層までを確認したが.DIO

地点の層位と同じである。遺物などの出土はなかった。 2002-¥V教育学部幹線並木設備工事に伴う立会調査

(Fig.22)

調査地教育学部ゲー|､から南側道路･音楽美術棟西側

緑地帯（郡元団地M～0-6-7区）

調査期間2003年3月20-21日

教育学部ゲートより南へのびる道路沿いの並木一帯と，

音楽美術棟西側緑地帯に樹木移植のための掘削工事を

行った(Fig.22-23)oW2では,3胴上面に溝状遺構が

確認できたが，周辺の過去の発掘調査結果の土層から推

定すると，古代か古瞳時代のものであると考えられる。

遺物などの出土はなかった。

2002-V農学部資源有機物リサイクル場設世工事に

伴う立会訓査(Fig.20)

洲査地農場管理棟北側（郡元団地D-10区）

洲査期間2003年3月20日

リサイクル場の基礎部分のみ5カ所の掘削を行った。1

カ所の掘削範囲は，2．7×2m.深さ75-106cmにおよ

んだ。1-7層の基本層位を確認したが(Fig.21).地点ご

とに若干の屑位の起伏が見られた。遺物は出土しなかっ

た。
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2立会調査

崖群L」

|繍馴

I
第一
講義棟 W1

第二体育館
W2

W3

WSW4

、大
学
通
り

二

畷刃閲、-=|蕊-体青聴’
0 100m

Fig.222002-W立会調査区の位置(5=1/1400)
－

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

GL-0.5m

1
1

３
－
⑧GL-l.Om

W3

4

W2北壁 W;-東壁

Wi
W1～3

1脳炎土。

2刷枇掲色2.5Y”,シルト質砂。筋状の鉄分あi)
3刷汰褐色lOYR.VS.砂質シルト。
4聯蝋色lOYR2/1.砂質シルトc

5Vi蹄灰黄色2.5Y罰/2,砂届。
①赤禍fe5YR4/6.シルト質砂。鉄分かたまり。
②褐灰色7.5YR5/1褐灰色.細砂を韮調とするマンガン浸透。

W4．5

1勝炎土。

2脳にぶい㎡褐色10YR5/3.シルト質砂。】～2cm大のパミス含む(.V'o)。
3珊灰繭褐色I(ﾊ'R5/2,シルト髄砂。1～2cn1大のパミス含む.Vo
4聯灰批糊色I()YR4/2,シルト質砂。
5珊褐灰色l()YlWl,砂質シルト。
6聯胤柵色lOYR3/2,シルト質砂。やわらかい。
7冊苗褐色lOYR5/6.粗砂。

GL-0.5m

W6．7

1脳f
2脳に

3明り

4駒（：
5刷り

6屑〃

炎土。
にぶい戯褐色IOYR5ﾉ3シルト質砂.かたくしまる。にぶい街褐色IOYR5/3シルト質砂.かたくしまる。1cm大のパミス含むI
灰蹴掲色10YR5/2シルト質砂.かたくしまる。1cm大のパミス含む(3%)。
にぶい黄褐色lOYR5ハシルト質砂.かたくしまる。鉄分浸透。
灰批縄色IOYR5/2シルト質砂.かたくしまる1cm大のパミス含む2。
灰枇褐色lOYR5/2シルト.砂混じり粗砂榊

W7
GL-1.0m－

We
W-i

W5

Fig､,232002-W土層柱状図

道路部分を,3．2×0.7mの範囲で,深さ85cmにわたっ

て，5カ所の掘削を行った。いずれも同一層で(Fig.25).

2．3層は水田層であると考えられるが,遺物等の出土は

なく，時期は不明である。

2002-X埋設土実験に伴うガス管布設工耶に伴う

会調査(Fig.24)

調査地農場内道路（郡元団地F-8区）

調査期間2003年3月24日
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2立会調査

II

路道

農場

50mロ

Fig.242002-X立会調査区の位置(5=1/1000)

噸
頻
掘

アスファルト,砂利.拙乱土。

暗灰就色2.5Y5/2,砂質シルト。0.5～1cm
大のパミス含む。筋状の鉄分含む。
黄灰色2今sY4/1.砂質シルト。0.5～lcm大
のパミス含む。

Gし0．5m－

Fig.252002-X土層柱状図
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受贈図書平成14年度(2002年4月～2003年3月）
文献名

単行本

平成13年度企画展公開シンポジウム

｢有樋尖頭器の発生･変遷･終篤｣予稿

集･記録集

市川市出土の埴轄

静岡の原像をさぐる

10年のあゆみ

ホケノIll古墳

大和の考古学1㈹年

20年のあゆみ

しまねの古代文化第九号

山陰地方における古墳群と地域社会

西谷正先生年譜･著作目録

太宰府市史文芸資料編

図録

海を渡ったｱｲﾇの工芸-英国人医師マ

ンローのコレクションから

版画にみる東京の風景-I剛東大霊災

から戦前まで－

藤内遺跡出土品重要文化財指定記念

展「蘇る高原の縄文王国」

美濃桃山陶

京都大学所蔵古瓦図録Kill野道三コ

レクション）

紫金山古墳

西域への道シルクロードと大谷探検隊

未盗掘古墳の世界

荒神谷遺跡／加茂岩倉遺跡

志泳兇死､地内の遺跡

弥生時代･日本海地域の交流

伊隙の鏡～鏡に映しだされた古代伊隙～

｢伊部国王都･三雲遺跡｣展

王のアクセサリー

郷ノ浦町の文化財

車出遺跡･戸田遺跡･大谷遺跡

刻まれた歴史一沖縄の石碑と拓

本一

琉球王1劃一大交易時代とグスクー

復州後三1.年間の県内発掘調寵展

パンフレット

20年のあゆみ

鳥屋敷物謡

石器時代の狩猟槍から弓矢へ

くろがねのわざ新しい時代への礎

海を渡ってきた技術と文化

暮らすひとびと．行き交うひとびと

宝塚古塙の源流を求めて

どこにあるの?神戸の遺跡

ドロだらけでなにしとん？

年報

調査年報14平成13年度

北~上市埋蔵文化財年報

北上市埋蔵文化財年報(20叩年庇）

発行所

千葉県立I"総風上記の丘

市立市川琴古博物館

財団法人肺間県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人岐I;1県文化財保謹セ

ンター

学生社

奈良県立柵原考古学研究所

八尾市文化財調査研究会

島根県古代文化センター

島根県古代文化センター

九州大学大学院人間環境学研

究院

太宰府市

財団法人アイヌ文化振興･研究

推進機柵

大田区立郷土博物館

富士見町教育委員会

土岐市美濃陶磁歴史館

京都大学大学院文学研究科

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

島根県埋蔵文化財調査センター

国土交通肯中国地方整備局・

島根県教ff委員会(埋蔵文化

財調査センター）

下関市立考古博物館

松山市考古館

伊都歴史資料館

伊都歴史資料館

壱岐郷土館

郷ノ浦町教育委員会

沖縄県立博物館

沖縄県立博物館

沖縄県立埋蔵文化財センター

財団法人郡'1郁市文化財ｾﾝﾀｰ

東京都埋蔵文化財センター

(財)かながわ考古学財団･厚木

市教育委貝会･大和市教育委

員会

筋岡市立笠呂hﾘ物館

磐田市教ff委員会

三亜県埋蔵文化財センター

松阪市教育委働会

神戸市埋蔵文化財センター

神戸市埋蔵文化財センター

財団法人北海週埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ

北上市立埋蔵文化財センター

北上市立埋蔵文化財センター

15

文献名

東北大学埋蔵文化財‘閥侮年報17

年報2l

東京大学構内遺跡‘淵在研究年報3

束京都埋蔵文化財センター年報21

東京都埋蔵文化財センター年報22

君津郡市文化財センター年報No.19

君泳郡市文化財センター年報No.20

千葉県立房総風土妃の丘年報23

平成10年度市立市川考古博物館年

報(第27号）

平成11年度市立市川考古博物館年

報(第28号）

平成13年度市立市川考古博物館年

報(第29号）

年報9平成13年庇

協岡県埋蔵文化財澗在研究所年報18

年報

平成13年度年報

柵原考古学研究所年報26

柵原考古学研究所年報27

高槻市文化財年報平成12年度

平成12年度年報

平成13年度年報

平成11年度神戸市埋蔵文化財年報

倉敷埋蔵文化財センター年報8

津山弥生の里第9号

広島大学統合移転地埋蔵文化財発掘

調査年報XⅥI

山口大学構内遺跡調査研究年報XⅣ

島根県教育庁埋蔵文化財調査セン

ター年報・平成13年度

愛比売一平成12年庇年報一

愛比売一平成13年度年報一

松Ill市埋蔵文化財調在年報13

福岡市埋蔵文化財年報Vol､15

－平成12(2000)年庇版一

が日市埋蔵文化財年報9

熊本大学埋蔵文化財調査室年報8

川内市歴史資料館年報平成11年度

川内市歴史資料館年報平成12年度

川内市歴史資料館年報平成13年度

ミュージアム知覧館報第8号

硫谷村立歴史民俗資料館年報第28号

統谷村立歴史民俗資料館年報第27号

紀要

群馬県立歴史博物館紀要第23号

かながわの考古学研究紀要7

研究紀要Ⅸ

金沢大学考古学紀要第26号

富山考古学研究5号

研究紀要第9号

受贈図書

発行所

東北大学埋蔵文化財凋介研究

センター

財団法人茨城県教育財団

東京大学埋蔵文化財調査室

財団法人東京都生涯学習文化

I!ｲ団東京都埋蔵文化財センター

IIｲⅢ法人東京都生涯学習文化

財団東京都埋蔵文化財センター

財団法人君津郡市文化財センター

財I制法人君津郡市文化財センター

千葉県立房総風土記の丘

iIf立市川考古博物館

市立市川考古博物館

市立市川考古博物館

財団法人かながわ考古学財団

財団法人静岡県埋蔵文化財調

従研究所

財団法人岐阜県教育文化財団

財団法人岐阜県文化財保識セ

ンター

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

間槻市教育委員会

兵hK県教育委員会埋蔵文化財

調査事務所

兵庫県教育委員会埋蔵文化財

捌査事務所

神戸市教育委員会

倉敬埋蔵文化財センター

mu弥生の里文化財センター

広島大学環境保全委員会埋蔵

文化財調査室

山口大学埋蔵文化財資料館

島根県教育委員会

財剛法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

松Ill市教育委員会

編岡市教育委員会

稀H市教育委員会

熊本大学埋蔵文化財調査室

川内市歴史資料館

川内市歴史資料館

川内市歴史資料館

ミュージアム知覧

統谷村立歴史民俗資料館

統谷村立歴史民俗資料館

群賜県立歴史博物館

財M法人かながわ考古学財団

財団法人君津郡市文化財センター

金沢大学文学部考古学識座

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所



受璽図書

文献名

研究紀要第11号

研究紀要第12号－森脇遺跡一

研究紀要第7集

古事天理大学考古学研究室紀要第6冊

考古学請孜第24冊

兵庫県埋蔵文化財研究紀要第2号

紀要愛媛第2号

ミュージガ､知覧紀要第8号

逐次刊行物

テエタ北海道埋蔵文化財センター

だより第7号

テエタ北海道埋蔵文化財センター

だより第8号

胆沢城第51号

平泉文化研究年報第2号

沖縄研究ﾉｰﾄ11

研究ﾉー ﾄ11号

歴史人類第31号

歴史人類第30号

さきたまvol､13

調査研究報告第15号

駒葎考古第27号

駒潔考古第28号

研究論集XⅨ

人類史集報2001

青山史畢第20号

きみさらづ第19.20号

加1k里第7号

千葉県立房総風土記の丘だより第38号

千葉県立房総風土記の丘だより第39号

千葉県立房総風土記の丘だより第40号

研究所報No.97

研究所報No.98

研究所報No.99

研究所報No.100

研究所報No.101

研究所報No.102

静岡市立登呂博物館館報12

－平成13年度一

長野県埋蔵文化財発掘調査一覧

その12

名古屋市博物館だより第145号

名古屋市博物館だより第146号

名古屋市博物館だより第147号

名古屋市博物館だより第148号

名古屋市博物館だより第149号

名古屋市博物館だより第150号

みえ第33号

佐加太第16号

佐加太第17号

京都府埋蔵文化財悩報第83号

京都府埋蔵文化財悩報第84号

京都府埋蔵文化財傭報第85号

発行所

三重県埋蔵文化財センター

三堕県埋蔵文化財センター

財団法人由良大和古代文化研究協会

天理大学考古学研究室

奈良県立梱原考古学研究所

兵庫県教育委員会

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

ミュージアZ,知覧

財団法人北海道埋蔵文化財

センター

財団法人北海道埋蔵文化財

センター

水沢市埋蔵文化財調査センター

岩手県教育委員会

宮城学院女子大学キリスト教文

化研究所

財団法人茨城県教育財団

筑波大学歴史･人類学系

筑波大学歴史･人熱学系

埼玉県立さきたま資料館

埼玉県立さきたま資料館

駒津大学考古学研究室

駒深大学考古学研究室

東京都埋蔵文化財センター

東京都立大学人顛史調査グループ

Will学院大学文学部史学研究室

財団法人君沖郡市文化財ｾﾝﾀｰ

財団法人香取郡市文化財ｾﾝﾀｰ

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総風土記の丘

財団法人怖岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人師岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人櫛岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人飾岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人櫛岡県埋蔵文化財調

査研究所

静岡市立登呂博物館

長野県教育委員会

名古屋市博物館

名古屋市博物館

名古屋市博物館

名古屋市博物館

名古屋市博物館

名古屋市博物館

三亜県埋蔵文化財センター

坂田郡社会教育研究会文化財

部会

坂田郡社会教育研究会文化財

部会

財団法人京都府埋蔵文化財調

査研究センター

財団法人京都府埋蔵文化財調

査研究センター

財団法人京都府埋蔵文化財調

査研究センター
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文献名

京都府埋蔵文化財情報第86号

背陵第108号

青陵第1”号

青陵第110号

葦火97.98号

葦火99号

葦火100号

葦火101号(VoU7,No.5)

葦火102号

葦火総索引集(創刊号～100号）

大阪府立近つ飛鳥博物館館報7

アスカデイア･古墳の森Vol.16

アスカデイア･古墳の森V01.17

ひようごの遺跡43号

ひょうごの過跡44号

ひょうごの過跡45号

年報津山弥生の里第10号

(平成13年度）

自然科学研究所研究報告第27号

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報

第27号

岡山大学埋蔵文化財調査研究ｾﾝﾀｰ報

第28号

出雲地方における前方後円墳の出現

とその時代

隠岐に召すままｽぺｼｬﾙ最終号3

オロチのいぶき(特別号)尾原ダZ,建設

予定地内の遺跡

青木遺跡調査概報林木バイパス発掘

だより瑚刊号

斐伊川放水路発掘調査概報｢斐伊川

放水路発掘物語｣PARr8

ドキ土器まいぶんNo.13

ドキ土器まいぶんNo.17

ドキ土器まいぶんNo.18

ドキ土器まいぶんNo.19

ドキ土器まいぷんNo.20

古代文化研究第10号

石見銀山ニュース第3号

まいぶんえひめNo.28

まいぷんえひめNo.29

湯築城だより1号

湯築城だより2号

学内発掘20年の歩み

山口大学埋蔵文化財資料館収蔵考古

資料

シンポジウム韓国考古学の新世紀

三遺跡交流こどもﾌｫｰﾗﾑ記録集

姉妹過跡

夜須町親子歴史教室

まいぶん久留米創刊号

太宰府市史中世資料編

宇土市史研究第23号

熊本博物館館報No.14

ふるさと古代発見展

一原田久保過跡の調査一

ミュージア迭知覧通信第4号

南日本文化第35号

発行所

財団法人京都府埋蔵文化財調

査研究センター

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立楓原考古学研究所

奈良県立梱原考古学研究所

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

兵服県教育委員会埋蔵文化財

調査事務所

兵廊県教育委員会埋蔵文化財

調査耶務所

兵叩県教育委員会埋蔵文化財

調査耶務所

津山弥生の里文化財センター

岡山理科大学

岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター

岡Ill大学埋蔵文化財調査研究

センター

島根県敦育委員会

島根県埋蔵文化財調査センター

胤根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

局根県埋蔵文化財調査センター

島根県埋蔵文化財調査センター

島根県古代文化センター

濁根県･大田市･温泉津町･仁

摩町教育委員会

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

湯築城資料館

湯築城資料館

山口大学埋蔵文化財資料館

山口大学埋蔵文化財資料館

九州大学大学院人文科学研究院

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

夜須町教育委員会

久制米市埋蔵文化財センター

太宰府市

宇土市教育委員会

熊本市立熊本博物館

鹿児島市立ふるさと考古歴史館

ミュージアェ,知覧

鹿児島国際大学付属地域総合

研究所



文献名

鹿児島大学総合惜報処理センター

広報2叩3N0．16

鹿児島大学総合研究博物館

NEWSLETTERNo.2

鹿児島大学総合研究博物館

NEWSLETTERNo.3

鹿児島大学総合研究博物館

NEWSLETTERNo.4

鹿児島大学総合研究博物館

NEWSLETTERNo.5

鹿児島大学総合研究博物館

NEWSLETrERNo､6

座児島大学総合研究博物館

NEWSLETTER

琉球大学考古学研究集録第3号

調査報告番

ユカンボシC2週跡･オサツ2遺跡におけ

る考古学的‘閲交

梅川4遺跡における考古学的調査一大

楽毛l遺跡調査報告番II

祝梅排水路離備耶業に伴う事前調査

柳之御所過跡

岩手の洞穴過跡

岩手県内遺跡発掘調査報告書

(平成10年度）

岩手県内過跡発掘調査報告書

(平成11年皮）

岩手県内遺跡発掘調査報告書

(平成12年庇）

岩手県内遺跡発掘調査報告識

(平成13年度）

岩手県内遺跡発掘調査報告書

(平成14年度）

岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

(平成13年度）

柳之御所遺跡

柳之御所遺跡一第52次発掘調査概報一

国見山鹿寺跡

塚週跡

鳩岡崎上の台過跡

蛭川遺跡

立花南過跡

向遺跡

黒岩宿巡跡

黒岩城跡

森下遺跡

水沢遺跡群範囲確認調査

胆沢城跡

町屋敷遺跡

手形山南過跡

高田B遺跡

今市遺跡

若林城跡

中在家南遺跡(第3．4次)･押口過跡

(第3次)発掘調査報告書

八木Ill緑町過跡ほか発掘調査報告諜

姥久保過跡Ⅳ

姥久保過跡11I

お茶の水貝塚

一三楽病院若購寮地区一

市谷本村町過跡

発行所

鹿児島大学総合愉報処理センター

鹿児島大学総合研究博物館

鹿児島大学総合研究博物館

鹿児烏大学総合研究博物館

鹿児島大学総合研究博物館

鹿児島大学総合研究博物館

鹿児胤大学総合研究博物館

琉球大学法文学部考古学研究室

千歳市教育委員会

千歳市教育委員会

釧路市埋蔵文化財調従センター

刈川町教育委員会

花巻地方振興局花巻農村雛備

Blf務所・(財)岩手県文化振興

ﾘf業団埋蔵文化財センター

岩手県教育委員会

岩手県教育委員会

岩手県教育委員会

岩手県教育委員会

岩手県教育委員会

洛手県教育委員会

財団法人岩手県文化振興ﾘ業

団埋蔵文化財センター

岩手県教育委員会

瀞手県教育委員会

北k市立埋蔵文化財センター

北上市立埋蔵文化財センター

北上市立埋蔵文化財センター

北上市教育委員会

北上市教育委員会

北上市教育委員会

北上市教育委員会

北上市教育委員会

北上市教育委員会

水沢市教育委員会

水沢市教育委員会

水沢市教育委員会

秋IⅡ市水道局･秋、市教ff委

員会･駒鴻大学考古学研究室

仙台市教育委員会･宮城県通

路公社

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会

東京都南部住宅建設ﾘ務所

東京部南部住宅建設邪務所

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター
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文献名

西台後藤田遺跡第3地点

多摩ニュータウン週跡

多摩ニュータウン週跡

多摩ニュータウン辿跡No.20-480遺跡

多摩ﾆｭー ﾀｳﾝ遺跡No.200遺跡

多摩ニュータウン遇跡No.939遺跡111

局屋敷遺跡

内藤町遺跡

尾張藩上屋敬跡遺跡Ⅸ

尾張藩上屋敷跡遺跡X

尾張藩上屋敷跡過跡XI

富士見池北週跡

武蔵国分寺跡関迎遺跡

弁天町遺跡

方南雌遺跡C地点

吉祥寺南町1丁目遺跡O地点

真人原遺跡111

大塚町遺跡2

日野駅北駐輪鳩述投に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告i'F

根形台遺跡群11

犬ヶ久保遺跡

坂畑南遺跡

秋元城跡I

中尾遺跡群II

蔵波砦跡

吉原遺跡

高部宮ノ前II遺跡･Will甚太山遺跡

II地区

主要地方道成HI小兄川鹿島港線

織幡ササノ倉遺跡Ⅱ(過物篇）

神崎カントリークラブ埋蔵文化財調査報

告沓I

竜谷城跡II

多古台遺跡群II

神奈川県埋蔵文化財調査報告44

稲荷山貝塚

原口遺跡11I

原口遺跡Ⅳ

佐原城跡遺跡

上ﾉ町遺跡

杉浦平太夫邸跡第3地点

正覚寺やぐら群

川尻中村遺跡

大北横穴蕊郡

池子遺跡群Ⅸ

道志導水路関巡遺跡

南原遺跡

比奈窪中屋敬横穴墓群

恒武西宮遺跡II･笠井若林遺跡

勝田井の口遺跡

西の谷遺跡

大平過跡II

中原遺跡･宮裏遺跡

藤守遺跡

下石田原田遺跡発棚調査報告書

御幸町遺跡発掘調査報告茜遺物編

西洞遺跡発掘調査報告瞥

拓南東遺跡発掘調査報告番

長塚古墳･澗水遺跡発掘調査報告番

受贈図書

発行所

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京師埋蔵文化財センター

東京部埋蔵文化財センター

東京肺埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センﾀｰ

ﾙ〔東部埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

武蔵野市教育委員会

真人原遺跡発掘調査団

お茶の水女子大学

日野市

財剛法人君津郡市文化財センター

財Ifl法人君津郡市文化財センター

財団法人君津郡市文化財センター

財団法人君津郡市文化財センター

財M法人君津郡市文化財センター

財団法人君津郡市文化財センター

財団法人君津郡市文化財センター

財剛法人君津郡市文化財センター

財剛法人君津郡市文化財センター

財n法人君津郡市文化財センター

財、法人君津郡市文化財センター

財l釧法人君津郡市文化財センター

財団法人香取郡市文化財センター

神奈川県教育委員会生涯学習

文化財課

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財間法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財間法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財Ⅲ法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財Ⅲ法人かながわ考古学財団

財団法人かながわ考古学財団

財団法人締岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調

従研究所

財Ⅲ法人静岡県埋蔵文化財I閥

在研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所

財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所

財剛法人静岡県埋蔵文化財鯛

査研究所

沼沖市教育委員会

澗泳市教育委員会

沼津市教育委員会

沼沖市教育委員会

沼測1市教育委員会



受贈図書

文献名

東畑毛遺跡発掘調査報告謹

尾崎遺跡発掘調査報告御

埋蔵文化財発掘調査報告沓

岩井戸岩陰遺跡

後平茶臼古墳･後平遺跡

上ヶ平週跡II

深橋前週跡

太江遺跡･寿楽寺廃寺跡

藤田坂週跡

徳山陣屋跡

南青柳遺跡･南青柳古埴･大平前遺跡

保別戸古墳群

野笹遺跡11･赤池4号古墳

名古屋大学加速器質風分析計業繍報

告書(XIII)

国指定史跡小長曽陶器窯跡

市内遺跡調査報告川合K窯跡

内田町遺跡

粟生城跡

一般国道23号中勢通路埋蔵文化

財発掘調査概報XⅣ

粥見井尻遺跡発掘調査報告書

宮山遺跡(第2次)･大久保城跡

宮川用水第二期地区埋蔵文化財発

掘調査概報11I

近畿自動車道尾鷲勢和線(紀勢～勢

和間）埋蔵文化財発掘調査概報III

金塚遺跡･金塚横穴墓群･山村遺跡発

掘調査報告

権現坂遺跡

山室遺跡発掘調査報告

城堀遺跡発掘調査報告

真名井神社裏包含地発掘調査報告

神田遺跡･屋瀬B遺跡発掘調査報告

勢武谷経塚

石薬師東古墳群･石薬師東遺跡

(第14次)発掘調査報告

川島遺跡群(第1次)発掘調査報告

惣作遺跡(第2次)発捌調査報告

惣作遺跡発掘調査報告

中薦遺跡(第2次)発掘調査報告

天花寺丘陵内過跡群発掘調査報告111-2

発シA遺跡

発シA遺跡一第2次調査－

堀田第3～5次調従

埋蔵文化財発掘調査擬報111

埋蔵文化財発掘調査概報V

埋蔵文化財発掘調査概報Ⅵ11

野篠里中遺跡発掘調査報告

野田塚･野田遺跡

里前遺跡発掘調査報告

里前遺跡発掘調査報告

六大A遺跡発掘調査報告

伊勢町第23.24.25次

岡の宮遺跡I

出川南遺跡ィ

川西開田遺跡V-三im沢川左岸遺跡IⅡ

百瀬遺跡Ⅳ

平田北遺跡Ⅵ

清水島II遺跡･中名II週跡･持田I遺跡

発掘調査報告

石名田木船遺跡発掘調査報告

中山中遺跡発掘調査ﾚポート

能越自動車週関迎埋蔵文化財包蔵地

調査報告

発行所

沼津市教育委員会

沼津市教育委員会

沼津市教育委員会

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐I'll県文化財保護ｾﾝﾀー

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

財団法人岐阜県文化財保護ｾﾝﾀｰ

名古屋大学年代測定総合研究

センター

財団法人瀬戸市埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ

瀬戸市教育委員会･財団法人

瀬戸市埋蔵文化財センター

財団法人瀬戸市埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ

三亜県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三頭県埋蔵文化財センター

三璽県埋蔵文化財センター

三m県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化!＃センター

三璽県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三頭県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三頭県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三頭県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三亜県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三頭県埋蔵文化財センター

三璽県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

松本市教育委員会

松本市教育委貝会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委貝会

松本市教育委員会

002

2002

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査'1f務所

財団法人南山県文化振興財団

埋蔵文化財調在り$務所
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文献名

埋蔵文化財捌査概要一平成13年度一

京都大学櫛内過跡調査研究年報

1997.1998年度

野山遺跡群Ill

下永東方遺跡

居伝遺跡

栗谷遺跡群

菅田通跡

西坊城週跡

長谷寺

坪井･大福遺跡

東大寺三社池

奈良県遺跡調査概報1997年度

(第三分冊）

奈良県辿跡調在概報1998年度

(第一～三分冊）

東但馬遺跡

平城戒左京四条三坊十一坪発掘調

査報告沓

多野寺遺跡

-1980～1982年度発掘調査報告書一

墳丘のない蕊の探査研究

鬼虎川遺跡第22次調査概要報告

瓜破遺跡発掘綱査報告II

大阪市内における稲鮮･日本石造物調

査報告

大阪城跡V

長原･瓜破遺跡発掘調査報告XⅥ11

艮原遺跡東部地区発掘調査報告V

長原遺跡発掘調査報告Ⅸ

長原遺跡発掘調査報告Ⅵ11

南住吉遺跡発掘調査報告Ⅱ

大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-

1999.2㈹0年度一

大阪城跡V

平成14年庇(財)八尾市文化財調査研

究会事業報告

客坊寺跡西縁部の中・近世遺構

入佐川遺跡小野川放水路次号に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告(Ill)

年ﾉ神遺跡

年ﾉ神古塙群-Ill陽自動車道建設

聯業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

iQXXXVI-

梅田古墳群1－播但連絡道路(5期事

業)に伴う埋蔵文化財調査報告沓II日

下部過跡発掘調査報告群

まるやま遺跡II

塩壷遺跡

貝谷過跡一山隅自動車道関係埋蔵

文化財発掘調査報告謹唖VIⅡ一

五反田週跡県立ｺｳﾉﾄﾘの郷公園

整備邪業に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告轡

荒田神社典遺跡

住吉宮町過跡第33次調査

上石遺跡

西山B･C古墳群

大年山過跡･大年山古墳一山陽自

動車遺述設砺業に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告凹睡Ⅸ－

佃遺跡

発行所

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

京都大学埋蔵文化財研究ｾﾝﾀｰ

奈良県教育委員会

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立樋原考古学研究所

奈良県立柵原考古学研究所

三宅町教育委員会奈良県立

柵原考古学研究所

平城京左京四条三坊十一坪発

捌調査会･奈良大学考古学研

究室

兵服県多可郡中町教育委員会

奈良大学文学部考古学研究室

天理大学考古学研究室

大阪府教育委員会財団法人

東大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人大阪市文化財協会

財団法人八尾市文化財調査研

究会

財団法人東大阪市文化財協会

兵廊県教育委員会

兵蹴県教育委員会

兵脈県教育委員会

兵雌県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵叩県教育委員会

兵Mi県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵叩県牧育委員会



文献名

的場遺跡･上ﾉ段遺跡一(国)175号

特殊改良第一極事業に伴う発掘調査

報告惑一

宝林寺北遺跡11

北口町遺跡

薬師前遺跡発掘調査報告書

深江北町遺跡第9次

淡河木津遺跡第1次･第2次発掘調

査報告密

日輪寺遺跡発掘調査報告書

日轄寺遺跡第4次～第7次調査

兵庫県指定有形民俗文化財

沢の鶴大石蔵発掘調査報告書

野瀬遺跡

特別史跡姫路城跡

一お城本町地区市街地再開発事業に

伴う発掘調査概報一

TSUBOHORI姫路市埋蔵文化財調査

略報

沼E遺跡I

美作国分跡

今岡廃寺

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報XⅥ

屋敷古墳群･鋤崎古墳群･足頭古墳

群･長廻古墳群･海部城跡･杓子観

音･古墳群･杓子観音･遺跡

御崎谷･遺跡

一海軍望楼の官舎跡の調査一

増補改訂島根県遺跡地図･(石見編）

田中谷遺跡･塚山古墳･下がり松過

跡･角谷週跡

東船遺跡一旧石器時代から近代ま

での複合遺跡の調査一

馬場遺跡･杉ヶ桃遺跡･客山墳墓群・

連行遺跡

石見銀山

石見銀山(他昌寺跡）

加茂岩倉遺跡

下山遺跡(2)

一縄文時代週櫛の調査一

貝谷遺跡

小丸遺跡

上野･過跡一弥生後期集落及び鍛冶

関連過跡の調査－

神原･遺跡－1”7年の調査結果一

橿原遺跡(2)一自然科学分析編一

殿淵山遺跡･獅子谷遺跡(1)

一週櫛･遺物編一

島根県出雲市古志本郷遺跡IV-放

れ山横穴墓群･只谷間府･上沢･遺跡

(分析縞）

堤平過跡

馬場遺跡発掘調査報告書

白石大谷･遡跡･惣三堀遺跡掘田ヶ

谷遺跡･地蔵院遺跡･熊谷遺跡

青銅器埋納地調査報告杏K銅鐸編）

発行所

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

神戸市教育委員会

姫路市教育委員会

姫路市教育委員会

津山市教育委員会

津山市教育委員会

大原町教育委員会

広島大学大学院文学研究科

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

周根県教育委員会

島根県教育委員会･大田市教

育委員会

島根県教育委員会･大Ill市教

育委員会

胤根県教育委員会･加茂町教

育委員会

国土交通省中国地方整備局・

鳥根県教育委員会

国土交通省中国地方整備局・

島根県教育委員会

唾l土交通省中国地方雛伽局

局根県教育委員会

日本道路公団中国支社･烏根

県教育委員会

国土交通省中国地方整備局・

島根県教育委員会

国土交通省中国地方繁備局・

島根県教育委員会

'五l土交通省中国地方整備局・

励根県教育委員会

日本道路公団中国支社･島根

県教育委員会

国土交通省中国地方整備局出

雲工事事務所･島根県教育委

員会

日本道路公団中国支社･囲根

県教育委員会

日本道路公団中国支社・局根

県教育委員会

島根県埋蔵文化財調査センター・

島根県古代文化センター
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文献名

弥生時代の磨製石器

史跡松江城整備ﾘ‘業報告謹

ニツ縄手遺跡発掘調査報告書

シアケ遺跡発掘調査報告書

石見銀山遺跡総合調査概報(2)

妻木晩田遺跡

淀江町内遺跡Ⅵ11

農学部遺跡1

幸の木遺跡

祝谷西山遺跡

大久保遺跡･大久保1号墳

中城跡底なし田･遺跡元城跡

土居窪遺跡2次･祝谷畑中遺跡･祝谷

本村遺跡2次

土居山遺跡

東峰遺跡第2.4地点高見I遺跡

湯築城跡第5分冊

道後町遺跡

伊台惣部遺跡

桑原地区の遺跡Ⅳ

愛媛大学埋蔵文化財調査室年報

-1995.1996年度－

愛媛大学埋蔵文化財調査室年報

-1997.1998年度一

太宰府政庁跡

堂畑遺跡I

流川地区遺跡群

宝満山遺跡群･洲ﾉ田遺跡111

原東遺跡一原東遺跡第2次調査

松門寺A遺跡

西新町遺跡Ⅳ

船越高原A遺跡11I

楠木過跡群

福岡県埋蔵文化財発掘調査年報

一平成12年度一

コﾉﾘ遺跡一第3次調査報一

井尻B遺跡10

－井尻B過跡第16次調査の報告一

井相田D遺跡一第1.3次調査ー

吉武遺跡群XⅣ一飯盛･吉武圃場整

備事業関係調査報告密8－

久保園遺跡2．席田青木遺跡4－空

港線関係埋蔵文化財発掘調査報告書

元岡･桑原遺跡群1－第2次調査の

報告

下山門敷町遺跡一下山門敷町遺跡第

3次調査報告一・下山門乙女田遺跡一

下山門乙女田遺跡範2次調査報告

五十川遺跡一第5.6.7.8次調査の概要

高畑週跡一第18次調査一

潟臓館跡12

－平成11.12年度発掘調査報告書一

鋤崎古墳1981～1983年調査報告

鋤崎古墳群3B-5号墳の調査

西新地区元恋防塁発掘調査報告書

受贈図書

発行所

島根県埋蔵文化財調査センター・

島根県古代文化センター

松江市教育委員会

松江市教育委員会

伯太町教育委員会

温泉津町教育委員会･仁摩町

教育委員会･大田市教育委員

会･島根県教育委員会

淀江町教育委員会

淀江町教育委員会

香川大学埋蔵文化財調査室

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財澗

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

財団法人愛媛県埋蔵文化財調

査センター

松山市教育委員会

松山市教育委員会

愛媛大学埋蔵文化財調査室

愛媛大学埋蔵文化財調査室

九州歴史資料館

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

禍岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会



受贈図書

文献名

大原D遺跡3－大原D遺跡群第5次･第

6次調査報告一

那珂30一那珂遺跡第75次調査報告一

那珂31

一那珂遺跡第77次．78次調査報告一

那珂32－那珂遺跡第73次調査報告一

内ヶ磯窯跡2

萩ﾉ尾古墳

田島A遺跡一第3.4.5.6次調査報告

博多80-御供所疎開跡地道路関係埋

蔵文化財発掘調査報告評一

博多81

一博多遺跡群第100次調査の概要一

博多82

一博多遺跡群第115次調査の報告一

博多83

一博多遺跡群第127次調査の概要一

博多84

一博多遺跡群第122次発掘調査報告勘一

博多85

一博多小学校建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書一

麦野A遺跡

一麦野A遺跡群第10次調査報告－

箱崎11

－箱崎遺跡第16次調査報告－

箱崎12

－箱崎過跡群第17次･第23次調査報告－

箱崎13-箱崎遺跡第21次調査報告一

板付市周辺遺跡調査報告書第23典

板付周辺遺跡調査報告番第24集

板付周辺遺跡調査報告書第25集

飯倉C過跡3第5次調査

彼坪遺跡I

福岡外環状道路関係埋蔵文化財調査

報告－14－

野方平原遺跡

一第1次･第2次調査の報告一

有田･小田部第37集

立花寺B遺跡2

－都市高速道路5号線建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告智一

ホリ遺跡

案内遺跡

永岡過跡

貝元遺跡1

山家地区史跡整備調査報告I

柴田城峯畑遺跡第7次調査

袖ﾉ木遺跡

太宰府条坊跡

太宰府条坊跡

大曲り遺跡II

蝿古野1号墳

峯畑遺跡

堀池遺跡11

老松神社古墳群

大保西小路遺跡2

横隈仕解田遺跡

欄隈十三塚遺跡I

横隈十三塚遺跡2

横隈上内畑遺跡3

横隈上内畑遺跡4

横隈上内畑過跡6

花立山古墳群1

干潟遺跡6

干潟猿山遺跡

三沢ヶ浦過跡4

発行所

橘岡市教育委員会

福岡県教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

柵岡市教育委員会

綿岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

縞岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

禍岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県教育委員会

綿岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

筑紫野市教育委員会

小祁市教育委員会

小祁市教育委員会

小郡市教育委員会

小那市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小那市教育委員会

小郡市牧育委員会

小部市教育委員会

小郡市教育委員会

小郎市教育委員会
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文献名

三沢ハサコの宮遺跡''’

三沢古賀遺跡3

三沢寺小路遺跡2

三沢北中尾過跡1地点

三沢蓬ヶ浦遺跡2

寺福童遺跡2

小郡官術周辺遺跡2

小郡若Ill遺跡6

小邪川原田遺跡11

小板井蓮桧遺跡

上瀞Ⅲ周辺遺跡

禍意山の上遺跡4

力武内畑過跡3

力武内畑遺跡4

外野過跡.荒木今宮脇遺跡

久制米市内遺跡群

久留米市埋蔵文化財調査集報Iv

金丸遇跡

櫛原侍屋敷遺跡

大l制遺跡

筑後国府跡

原ノロ遺跡

須玖ﾀｶｳﾀ遺跡

立石遺跡

高柵遺跡群111

粥ⅡI小生水遺跡

三雲･井原遺跡II

三坂七尾週跡

神椛横畠過跡

神在藤瀬家住宅

飯原I"]口遺跡

蔵持境遇跡

萩浦天神社裏古墳

潜塚古墳'’

三池災治監跡II

黒崎観世音塚古墳

大Ⅲl遺跡

Ⅲ隈柿添遺跡

田隈‘|'屋敷過跡

梅林過跡第3次調査

塚口遺跡

大野城市の文化財第34集

山田西巡跡群Ⅲ

宗石遺跡群

徳政宮ﾉ上遺跡

迫加過跡’

八ヶ坪遺跡

三並宮ﾉ前週跡.本宮遺跡.鎌瀬遺跡

城山遺跡群Ⅳ

赤坂古嫡群I

曽根田前田遺跡I

暫根Ⅲ前ⅡI遺跡111

惣利過跡I

大坪過跡11

大木巡跡Ill

中原遺跡

磯坂古墳群11

梨子木過跡

広間地区遺跡

吉井中学校遺跡遺櫛編吉井中学校

改築に伴う埋蔵文化財発掘調査

吉井町週跡群屋部西文蔵遺跡

吉井町遺跡群千年地区遺跡群千

年小森遺跡･千年西田遺跡

宇野地区過跡群Ⅳ一福岡県築上郡

斬吉海村所在遇跡群の調査一

発行所

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教ff委員会

小郡市教育委貝会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郎市教育委員会

小郡市教育委員会

小那市教育委員会

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

久留米市埋蔵文化財センター

春日市教育委員会

春日市教育委員会

春日市教育委員会

前原市教育委員会

前原市教育委員会

前原市教育委口会

前原市教育委貝会

前原市教育委員会

前原市教秤委員会

前原市教育委員会

前原市教育委員会

前原市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大牟田市教育委員会

大野城市教青委員会

大野城市教育委興会

宗像市教育委員会

那珂川町教育委員会

那珂川町教育委員会

那珂川町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

吉井町放育委員会

吉井町教育委興会

吉井町教育委貝会

吉井町教育委員会

新吉富村教育委員会



文献名

東北アジアにおける先史文化の比較考

古学的研究

権現原過跡椛現原遺跡2区

一弥生時代災藩の調査一

権現脈遺跡椛現原遺跡2区

一弥生時代災落の調査一

佐賀市埋蔵文化財確認調査報告謀

-19”年度一

佐賀市埋蔵文化財確認調査報告杏

-1999年度一

上和泉遺跡群・上和泉遺跡9区

一佐鴛市久保泉工業団地関係埋蔵文

化財発掘洲査報告識15-

上和泉遺跡群・上和泉遺跡9区

一佐鴛市久保泉工業団地関係埋蔵文

化財発掘調在報｛Vi!H5-

石土井遺跡・':ﾉL郎過跡

石土井週跡．lをﾉL鄭遺跡

増田遺跡群・

一増田遺跡4.5区の調査－

徳永遺跡群Ⅵ徳永遺跡20区

一佐賀市久保泉i:業団地関係埋蔵文

化財発掘調査報告#13-

徳永遺跡群ⅥI徳永遺跡21区

一佐賀市久保泉正業団地関係埋蔵文

化財発掘調従側告10}14－

徳永遺跡群VIII徳永遺跡3区･上和

泉遺跡8区一佐鴛市久保泉工業HI地

関係埋蔵文化財発掘調査報告勘16-

徳永過跡群Ⅸ徳永遺跡7.16区

一佐賀rli久保泉[業団地関係埋蔵文

化財発掘調査報告LM7-

徳永遺跡群X徳永遺跡13.19区

一佐賀市久保泉正業団地関係埋蔵文

化財発掘調査報告神18－

徳永遺跡群XI徳永遺跡17区

一佐賀市久保泉i:業団地関係埋蔵文

化財発掘調在削告11}19-

平尾二本杉過跡1-1区の調査－

平尾二本杉辿跡II-2～6区の調査一

佐志中通過跡(2)

川頭過跡

天神ﾉ元遺跡

唐津市内遺跡確縄調査(18）

安国寺過跡･原遺跡ほか

原遺跡岨井l地区･原遺跡平原l地

区･原遺跡七郎丸1週跡

国史跡安IEI群集蒲遺跡

飯塚遺跡

上城遺跡

中殿週跡

原の辻過跡

原の辻過跡

原の辻遺跡一低地溜め池設悩エリド

に伴う緊急発棚捌査報告書一

特別史跡脈の辻遺跡一原の辻遺

跡記念物保存修理に伴う発掘調査一

特別史跡原の辻遺跡一青銅製権

に関する自然科学分析の成果報告一

特別史跡金IⅡ城跡環境整備基本計画

概要杏

矢立山古噛群発掘綱在概報(2)

沈目遺跡

先史琉球の生業と交易

屋散遺跡

柿迫過跡･他衆寺遺跡

枯木ヶ迫遺跡

発行所

ﾉL州大学大学院人文科学研究院

佐賀ili教育委員会

佐例市教育委員会

佐n市教育委員会

佐賀ili教育委員会

佐賀市教育委員会

佐u市教育委員会

ffctt市教育委員会

m市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀ill教育委員会

佐倒市教育委員会

佐賀市教育委員会

fttt市教育委員会

佐fl市教育委員会

佐n市教育委員会

佐側市教育委員会

佐鴛市教育委員会

mm市教育委員会

}’1榊市牧育委員会

Wi*市教育委員会

店津市教育委員会

1*1東町教育委員会

1*1東町教育委員会

m東町教育委員会

'且|東町教育委員会

久住町教育委員会

久住町教育委員会

陳の辻遺跡保存等協搬会

及崎県芦辺町教育委員会

及崎ﾘﾊ芦辺町教育委員会

及崎県芦辺町教育委員会

及崎県芦辺町教育委貝会

遜Iﾘ勘町教育委員会

厳脈町教育委員会

城i櫛町教育委員会

熊本大学文学部

桝崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター
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文献名

上ﾉ原遺跡

蔵座村過跡

長薗原遺跡

東九州自動<llitt<都農～西部間)関連

埋蔵文化財発掘洲在報告沓11

束九州自動巾遡関係埋蔵文化財発掘

調査概要報告rtn

内城跡

南学原第1遺跡･南学原第2遺跡

白ケ野第2･鋪3週跡

白ケ野第2･第3遺跡.この原第1遺跡

迫内遺跡

別府原遺跡･西ケ迫遺跡･別府原第2

遺跡

母智丘谷遺跡･M1旧1週跡･嫁坂遺跡

本城跡

木脇遺跡

宮崎県文化財年報11I

西都原100号埴

西都原古墳群

横市地区遺跡群江内谷遺跡･坂元

B遺跡･加治屋B遺跡(第1次調査）

横市地区遺跡群肱穴過跡(1)/今房

遺跡/馬渡遺跡(第1次）

下久玉遺跡第9-10次調査

桑原遺跡

志和池村古埴・9号城

大浦遺跡

大久保第2遺跡

大島畠田過跡

池ﾉ友遺跡(第1次‘淵在）

天神遺跡第2次･I|'町過跡第3次調査

平峰過跡

稲荷下過跡11

小岡丸地区遺跡群

草刈田遺跡

干迫遺跡｢I｣概喫･純文時代遺構

干迫遺跡｢I1-1｣縄文I-.器1

干迫遺跡｢II-2｣純文1名器2

干迫遺跡｢Ill｣抑文時代石器ほか．付篇

干迫遺跡｢Ⅳ｣写典図版

九日田遺跡･供礎之元過跡･前原和田

過跡東九州自助IIi巡建設(末吉IC

～国分icmi)に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告醤I

計志加里遺跡ノL州新幹線鹿児局

ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

親告杏II

高井、遺跡MSttlOJJ姶良バイパス

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

諜

今里遺跡一南九州西回り向勤車道

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

杏Ⅳ一(伊集院IC～市来IC)

滞国寺跡･梅落過跡九州新幹線鹿

児島ルート遮投に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告課Ⅳ

出水平遺跡

諏訪免週跡

鰐冶屋‘鳴場週跡ノL州新幹線鹿児島

ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告香111

池之頭遺跡-itiﾉL州西回り自動車

道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告普III-(伊集院IC～市来IC)

受贈図書

発行所

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎ﾘ,↓埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎肌埋蔵文化財センター

寓崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県教育委員会

宮崎蝋教育委員会

淘崎県教育委員会

宮崎ﾘ!↓部城市教育委員会

宮崎叫郁城市教育委員会

海崎県郁城市教育委員会

寓崎県都城市教育委員会

宮崎県都城市教育委員会

窟崎県都城市教育委員会

宮崎県都城市教育委員会

宮崎県都城市教育委員会

宮崎蝋都城市教育委員会

宮崎県郁城市教育委員会

宮崎県都城市教育委員会

宮崎蝋えびの市教育委員会

宮崎県えびの市教育委員会

宮崎県えびの市教育委員会宮崎県えびの市教育委員会

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児胤ﾘI↓立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児HJ県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

腿児局県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児局県立埋蔵文化財センター

鹿児Kl県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター

鹿児胤県立埋蔵文化財センター



受贈図書

文献名

茶屋ﾉ元遺跡､鐙･安原遺跡､宮野脇

遺跡､小松遺跡､前市野原遺跡､東下

原遺跡九州新幹線鹿児島ルート建設

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告密I

小倉畑遺跡一般国道10号姶良バイ

パス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告宙(I)

松尾城跡

本御内遺跡

鹿児島市遺跡分布図

原田久保遺跡

武遺跡E地点

名山遺跡

春日町遺跡B地点

伊作城跡

発行所

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島市教育委員会

鹿児島市教育委員会

鹿児島市教育委員会

鹿児島市教育委員会

鹿児島市教育委員会

吹上町教育委員会
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文献名

外圃遺跡

宮ﾉ上遺跡

健昌城跡

立山B遺跡

常盤原遺跡

｢仲覚兵術顕彰事業｣調査報告書

田平下遺跡

楠川城跡

立切過跡

志喜屋武当遺跡

ヤッチのガマ･カンジン原古墓群

円覚寺跡一週跡確認調査報告鋤一

浦添ようどれI

大里城跡一都市公園計画に係わる緊

急確認発掘調査報告宙(2)

発行所

松元町教育委員会

鹿児島県吉田町教育委員会

姶良町教育委員会

大崎町教育委員会

鹿児島県郡山町教育委員会

ミュージアム知覧

財部町教育委員会

鹿児島県上屋久町教育委員

鹿児島県熊毛郡中種子町教育委‘

鹿児周県知名町教育委員会

沖縄県立埋蔵文化財センター

沖縄県立埋蔵文化財センター

浦添市教育委員会

沖縄県大里村教育委員会

委員会

育委員会

員会

ンター

ンター



埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に,鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会(以

下「委員会」という｡）を置く。

（審議）

第2条委員会は，本学の施設計画を円滑に行うため

埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1)学長

（2）各学部長，附属図書館長，医学部附属病院長お

よび歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き，学長をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

（議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の出席を

もって成立し，議事は出席委員の3分の2以上をもっ

て決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者

を出席させ，意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査を行な

うため，埋蔵文化財調査委員会（以下「調査委員会」と

いうo)を慨く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等の選任に

関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に関するこ

と。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規定する調

査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は，次に掲げる委員をもって組織

し，学長が任命する。

(1)各学部の教授，助教授，識師の中から選任され
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た者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は2年とし，委員に欠

員が生じた場合の補欠委員の任期は,前任者の残任期

間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き，前項第1項第

1号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し，その議長となる。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席をもっ

て成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，委員以

外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

（調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の調査に

関する業務を行うための埋蔵文化財調査室(以下｢調査

室」という｡）を置く。

第14条調査室は，次の業務を行なう。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必要な職

員を置く。

2室長は,本学の考古学に関する教官の中から委員

会が推薦し，学長が任命する。

3室長は,調査委員会の定める方針に基づき調査室

の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし，再任を妨げ

ない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化財

に関する専門知識を有する者を調査委員会が推薦し,学

長が任命する。

6主任は,室長の命を受けて調査室の業務を処理す

る。

7職員は，調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，事務局施設部

において行なう。

1

2

付則

この規則は,昭和60年4月18日から施行する。

この規則の施行後最初に任命される委員及び室長の



任期は,第9条第2項及び第15条第4項の規定に

かかわらず，昭和62年3月31日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則(昭和51年

1月22日制定）は，廃止する。

付則

この規則は、平成9年4月1日から施行する。

･鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会(平成12年4月1日

現在）

委員長

委員

石田忠彦（鹿児島大学副学長）

辰村吉康（法文学部長）

中山右尚（教育学部長）

井上政義（理学部長）

永田行博（医学部長）

納光弘（医学部付属病院長）

大工原恭（歯学部長）

井上裕喜（歯学部附属病院長）

矢野利明（工学部長）

下川悦郎（農学部長）

上田耕平（水産学部長）

荒井啓（連合農学研究科長）
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山口建太郎（事務局長）

岩本義男（学生部長）

石田尚治（附属図書館長）

･鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員(平成14年4月

1日現在）

委員長辻尾昇三（工学部教授）

委員本田道輝（法文学部助教授）

日隈正守（教育学部助教授）

竹内亨（医学部教授）

田中卓男（歯学部教授）

古川一男（理学部教授）

松元光春（農学部助教授）

中村啓彦（水産学部講師）

新田栄治（調査室長併任法〕

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長（併）法文学部教授新田栄治

主任（併）法文学部助教授中村直子

(併）法文学部助手新里貴之

技術補佐員寒川朋枝

技術補佐員松本益幸（王力明）

法文学部教授）



付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘調査

付編l郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

A

B

1.調査にいたる経過

鹿児島大学では，郡元団地に位置する中央図杏

館の増築を予定している。増築予定地は，第1次

調査に，中央図書館の南側(A地点.),第2次調査

として，図書館の南西側(B地点),北西側の隣接

地点(C地点)である。周辺部では,1975年調査の

釘田第1地点')において，古墳時代後半期の住居

跡が20基以上検出された。また,1980年の中央

図書館工事の際には，多馳の遺物が出土していた

らしく，辿物の一部が図書館職員によって保管さ
01伽1

らしく，辿物の一部が図書館職員によって保管さ一一

れていた2)。
Fig.26調査地点配圃図(S=1/400)

本地点においても，良好な状態で遺跡が包蔵さ

れている可能性が高く，発掘調査を実施した。2次調査は，中央図書館を挟んで南北に分かれ,A地

今回の報告は，整理作業期間の都合上，第1次調査の点に西接した部分をB地点，北側をC地点としている。

A地点と，第2次調査B-C地点のうち,B地点のみを報また,A地点検出の住居跡(SK4)の北・西の拡張部の調

告し,c地点は,3次調査，｡E地点とともに次号に譲る。査も行われた(Fig.26)。B・C地点の調査は，同時並行

して行われ，遺構などは，調査の都合上，連続番号が両

2.調査体制地点にまたがって付けられている｡そのため,今回の報

調査は下記の体制で行った。 告における遺構欠番は,c地点に属するものである。

Tab､5鯛査体制B地点は，東西方向はA地点に準ずるように，連続番

号としたが,A地点西壁を基準に西方向へ改めて5m

メッシュのグリッドを設定し，東から西に5，6とした。

したがって,A-B地点の境界である4の東西長は,5m

ではなく，4.249mである。また，南北方向は,A地点

とは異なり,c地点を見通して，南から北へa-cとした。

3層上面からは，土坑1基(SKI)が検出された。4層

上面からは,A地点の続きで，溝状遺構(SD1-3)が検出

された。また,浅い落ち込み(SK2)も検出されている。5

屑上面では，直線状に伸びる溝状遺構(SD5-7),浅い落

ち込み(SK11),多数のピッ1,群を検出した。A地点の

拡張部では,A地点の住居跡(SK4)や土坑(SK6)の，そ

3.調査の経過れぞれの続きと，ピット群が検出されている。これらの

A地点は,5mメッシュでグリッドを設定し,東から西調査を完了し,5層地山を検出して，調査を終了した。

1̂-4,北から南へA-Bとした(Fig.26)。

表土掴は,重機によって除去し,プライマリーな層で4.層位(Fig.27-32,Tab.6．7,PL.4-8)
ある2層以下より手作業による掘削を行なった｡掘削は基本的に,A地点とB地点の土層は整合的であり，対

層ごとに遺構を確認し，写真撮影・実測・測埜・遺物取応している。5枚の層に大別され，それぞれが内容物や

り上げを行いながら進行した。3層上面では土坑が2基若干の色調の相違で，さらに細分されている。

(SKI-2),4a層上面では満状遺構2条(SD1-2),4b1層は，表土層や大学造成時の撹乱屑である。2層は，

層上面では，土坑1基(SK3)が確認されている。5層上中近世以降の水田層である可能性がある。3層は，時期

面では，住居跡(SK4)1軒と土坑3基(SK5-7),ピットが不明の水田層である。4層は，古墳時代後半期を中心

群が検出されている。調査は5層上面までを掘り下げ，とする遺物包含層で，最も遺物量が多い。5層は粗砂の

地山として検出，確認した時点で終了した。屑で地Illであり，基本的に遺物を含まない。
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

’ 3－A4-A

伽

⑥
の
⑧
⑨
⑩

Fig.27A地点北壁(S=1/60)
Tab､6A地点基本土層

用序色鯛･内容 性格など

1用 安土･客土

2．脳蕊淵10YR5/2)ｼﾙﾄ質砂軽石含む遺物包含厩

2b層蕊鵬10YR5/2)ｼﾙﾄ質砂軽石含む遡物包含厩
3a層灰黄褐色(loYR6/6)シルト質砂． 通物包含層.上面よりSK1.2検出

3b層明黄褐色(lOYR6/8)シルト質砂.軽石含む．遺物包含層．

3c層にぶい黄概色(lOYR5/2)シルト質砂．遺物包含層．

3‘閣茜協雛(柵%漢;螺鮮含週物包含厩

"周儒駕曲蕊/2)砂質ｼﾙﾄ粒子が綱か遺物包含厩上諭よりsD雌2検出
4b府黒褐色(5YR3/l)砂質シルト． 適物包含層.上面よりSK3検出

4c層褐灰色(7.5YR4/1)粗砂混じりシルト．遺物包含層．

5層にぶい歯栂色(lOYR7/4)粗砂． 上面よりSK4-7･ビｯﾄ群検出．

I 4-B ’ 4-A

2

Fiｺｰ28『S＝1ノBr

’l-B 2－B

6m

①明黄褐色10YR6/6.軽石を含む．2b届と3a届土の中間色．3届に近い．
②5a届土．4層土をブロック状に含み,3層土を基調としている．
③にぶい褐色7.5YR5/3.軽石含む．

④にぶい黄橿色10YR7/4.粗砂層．軽石．

⑤⑱に類似．⑬より砂質．黄色味が強く，色が濃い
⑥炭の層．

⑦細かい白砂届を避澗とした炭との混土．

⑧黒色7.5YR2/1,砂混じり。炭．
⑨細かい白砂層を基調とした炭との混土

⑩オリーブ褐色2.5Y3/3暗炭層．

⑪砂と4b層の混土．基澗は5層土．

⑫にぶい黄褐色2.5YR6/3.シルト質砂．軽石小粒を含む．
⑬浅黄色2.5YR7/3.粗砂．軽石粒・礎を含む．Fig.30A地点南壁(S=1ﾉ60)
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査
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Fig.29A地点東壁(5=1/60)

’’
4－B3-B

6m
3a

5m

⑭明黄褐色2.5Y6/8.粗砂層．軽石小粒を少し含む．
⑮黒褐色10VR3/I.シルト質砂．下部は砂質．
⑯lb層土と砂との混土．
⑰2履土を基調としたカクラン．3届土・5層土をブロックで含む．
⑬オリーブ褐色,2.5Y4/6を基調とする．明黄褐色10YR6/8をブロック
状に含む．シルト質砂．軽石を含む．

⑬’灰褐色,7.5YR5/2を基調とするシルト髄砂．東側ほど褐色を榊びる．
⑲SI)2の埋土．浅黄色2.5Y7/3粗砂を避洲とする．明黄褐色,2.SY6/8粒
を含む．経石を含む．

⑳SD2の埋土．明黄褐色,2.5Y6/8粗砂を錐澗とする．軽石粒,2cm大の
磯を多く含む．上部に，浅黄色2.5Y7/3粗砂ブロックを含む．

埋土②黒褐色10YK3/1.シルト質砂．埋土上部より砂質．
PL.6A地点南壁
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

0
0

7m

6m

1

Fig.31B地点西壁(5=1/60)

PL7B地点西壁

2

4a

4b

5

6－b

①オリーブ褐色,2.r,viiiシルト質砂.5mm～[cm大の
軽石を含む．

②黄灰色,2.r)Vr.iシル|､質砂．

③明褐色7.:.v:.sからにぶい黄燈色10YR6/-1.樹痕．
④褐色IOYIMAIシルト質砂.Sl)5埋土．
⑤オリーブ黒7.5Y3/1シルト質砂.SD5埋土．
⑥にぶい黄褐色iovRi/:iシルト質砂.Sl)5埋土．
⑦明灰褐色,2.5Y5/2を遮澗として，4a・4b層をブロック
状に含む．

0 3m
I 「

Fig.32B地点北壁(5=1/60)

Tab.7B地点基本土層

層序色調･内容 性格など

1層 表土･客土

2層耀騨YR6/1)ｼﾙﾄ質砂"－1cm大の遺物包含脇

’

3層：瀞雛:鰐蝋皐じりｼﾙﾄ質遡物包含曝上両よりSKI検出

6-al6-b

PL.8B地点北壁

4．腰溌獣YR3/1)質ｼﾙﾄ締叢りよい鉄遺物包含層上爾よりISK2.SD1-3検出
4b層黒褐色(2.5Y3/1)砂質シルl､．

5層褐灰色(lOY剛/1)粗砂．

遺物包含層．

A地点の(SK4)の続き,上而よりSD5-
7,SKI1，ピｯﾄ群桧出．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

5．遺構・遺物

5-1.A-B地点l層(表土･出土地不Iﾘ1)出土遺物

(Fig.33;rab.8,PL.l1-12)

l脳出土遺物は,重機で表土届を除去した後,撹乱部分に

残った遺物を中心に採集されている｡また,調査時に出土し，

調査地点や層位が分からなくなった遺物もここに含めた。

遺物は，弥生時代中期，古墳時代，近世の遺物が含ま

れ(Fig.33).ほかにも近･現代の遺物が出土している。こ

の一帯の遺物の包蔵状況を反映している(PL､11)。

、釜＝Oz
一
一

1 8

／〃
¥,-

9

2

－－－

3

_入ﾉー言
ヂダヂ

､－
4

三 ’
／

、
／ f

､
←帝テア

13〆

、 ／
〆

、ノ
12ヅ

10cm0、

Fig.331層遺物(5=1/3)

で 憲司総

霜萄重

度必●

PL.9A地点表土掘削

PL.11近・現代の遺物
PL.1OB地点表土掘削
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

職
匹岳．J両Z

霞麺
齢

Ｉ

5
4

7

6

睡脆

I
1113

PL.121層出土遺物

Tab.81層出土遺物観察

胎土恥屑

地点種別器種部位 色調 澗整 備考砂粒の

多さ
混和材

lSK？入来Ⅱ式鍵’二1織部外而:にぶい黄概に類似10YR7/4.内而・磯:白色粒･赤色粒.粗砂:角2内面:ハケ(I).
A器肉:にぶい椎に額似7.5YR7/4.閃石･石英．砂:石英．細砂：

鼎色粒･角IRI石？

21古城鯉口縁部内･外面:にぶい黄禍10YR5/3.器肉:黒禍粗砂:白色粒．細砂:石英･白2外面:ヨコナデ．内面:ヨコナデ．

B2.5Y3/2.色粒･鼎色粒．

3？征貰式翌口縁部外而:にぶい淡褐に類似I0YR5/3.内而・砂:黒色粒･白色粒.細砂;黒4外面:ヨコナデ．内面:鉄分付務の貼付突榊1条．
？器肉:鉄分付藩のため不明．色粒･透明粒．ため不明．

4表採古境蕊脚台外而:にぶい黄概に類似10YR7/3．内面：磯:白色粒．粗砂:石英･白色2内･外面:粗いヨコナデ．

2次調査にぶい黄侭に類似10VR7/1．器肉:にぶい粒．砂:角閃石･石英.細砂：
黄侭に類似I0YR7/3．照色粒･透"1粒．

51古墳壷？口縁部外而:にぶい柾に類似7.5YR6/1.内面農に細砂:黒色粒･透明粒．3外面:ハケ{i)→ナデ(1).
Aぷい黄柾10YR7/4.器肉:灰黄:2.5V72．内面:丁寧なヨコナデ．

61弥生か壷底部外面:にぶい黄樋10YR7/3.内面:明黄掻磯:角閃石･石英．4内･外面:ハケ．内面:ハケによる底径7.0cm・

A古墳10YR6/8.器肉:灰黄褐10YR6/2.打ち込み痕多．
7？弥生？壷胴部外面:浅伐に類似2,r,V7:;.内而:浅黄に粗砂:白色粒．砂:角閃石．1外而:ヨコナデ．内面:剥離．羽釜状把手つき．

八頻似:2.5Y7/4．器肉:にぶい黄燈に類似細砂:鼎色粒．
l0YR7/3．

81古臓高杯脚部外伽:赤侶2.5YR1/6.内面;鉄分付務のた細砂:無色粒〈極少)．1外面:ミガキ．内而:飲分付端の外面:赤色顔料塗布．
Aめ不m.器肉:没茂撞I0YR8/3.ため不明．

9表採東原式*lt口縁部内･外【fii:にぶい哉侭に類似10YR7/3．細砂:黙色粒･透明粒．l内･外面:ヨコナ気

2吹酬壷器肉:洩伐椎l0YR8/3．

101鯛蒙焼土瓶蓋軸:略赤禍に類似5YR3/2.光沢あり．素地：砂;蝋色粒･白色粒．3外面;施軸．内面:無軸．近世．苗代川系．
Aにぶい批禍に類似I0YR5/3．径fa.6cm).

111薩摩焼土瓶脚部軸:鉄軸(にぶい赤褐i5YRl/1-黒.不透明砂:鼎色粒･白色粒．4内･外面とも施軸．近世．苗代川系・

A軸.光沢あり.素地:にぶい黄橿10YR6/3．

121薩摩焼播鉢口縁部内･外i耐:灰10Y4/1.素地:灰褐i5YR42．砂:白色粒．細砂:透明粒．1内･外面とも施軸.ただし口縁上而18世紀．苗代川系・
Aは軸が拭き取られる(拭き残し部分

が線状に残る)．

131薩摩焼播鉢底部軸:暗禍7.5VR3/3.素地:提:2.5YR6/6．磯:白色粒．砂;白色粒･鼎色3外面:ハケ(-).底部まで軸垂れ・近世・苗代川系・
B 粒．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

5-2.A-B地点2層出土遺物(Fig.34-36.Tab.9-
1I.PL.13-15)

2屑以下は,ブﾗｲﾏﾘーな職であ鰐古銭 銭径孔径銭厚重最備考
り,現代の大規模な撹乱は受けていな192a永暦通商21mm/21mmfimin/(>mm1mm2.40侭初卿16‘17年滴朝初期.背面:無文．

い｡A-B地点における2脳出土の遺物は，弥生時代_古戦Tab.l0石器
大学構内遺跡において,古墳時代後半期を中心とする集落跡でもとき

時代の土器小破片や,須恵器,ほかに中世の中国青磁・白おり黒曜石の破片や剥片が出土することがある｡帰属時期は不明である。

い｡A-B地点における2脳出土の遺物は，弥生時代-古噛

時代の土器小破片や,須恵器,ほかに中世の中国青磁・白

磁,備前焼描鉢,近世以降の薩摩焼,肥前磁器などが認め

られる。また，土錘や,古銭の出土もあった(Tab.38)。

遺物の出土litからすれば，近世代のものが多く,2W

の形成時期は，この時期に近いと考えられる。しかし，

青磁などの中世陶磁器も出土していることから,近隣に

中世の迩物包含層や生活域が存在する可能性もある。

2屑は，土壌プラント･オパール分析によれば，鮫も

イネの含有股が高く，水田であった可能性が高いが，ヨ

シなどが検出されていないため,水Illのような湿潤な畷

境にあったかは不明な部分もある(付編2参照)。

三コ⑤,8
5cm

■＝，=1

手 16

=T=5

Fig.34A地点2a層出土遺物(5=1/3),(19)は5=1/2

6

14
ﾏF固＝一

17

一

恥層材衝最大長(cm)最大幅i(rin)澱大厚(cm)重量U)
252b趣ケ水産2．351．951．1。1.32

20 21

Zダ
23

聖
24

22 ロ 10

20

21

2
23

L

24 25

PL.13A地点2a層出土遺物 PL.14A地点2b層出土遺物
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

く霞
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聯
28
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一匡一

~ラク
28

10cm0

Fig.36B地点2層出土遺物1(5=1/3)

26は，須恵器の大蕊の頚部破片であ

る.小破片のために，時期は不明．突帯

下位に横位の櫛描波状文を施す．

2

PL.15B地点2層出±遺物

Tab.l1A-B地点2層出土遺物観察
胎土No.層

地点種別器菰部位 色澗 調盤 備考砂粒の

多さ
混和材

l42a青磁肌？口縁部

A(稜花）

l52a染付筒碗胴部
A

l62a薩摩焼鉢口縁部
A

l72a薩摩焼土瓶掩

A

182a土錘
A

軸:不透明(風化か？).明緑灰に顛似101内･外面とも施軸．

GY7/1.光沢少ない．索地:白色．

軸:透明紬.光沢あり.全体に細かい貫入1内･而とも施』紬.外而:文様あり．

が認められる.素地:灰白I2.5Y8I.内面:屈曲部に線状の文様．

紬:黒に類似5V2I.若干光沢あり．素地：砂:黒色粒.細砂:白色粒．1内･外而とも施軸.ただし口縁上面

灰褐に類似7.r)VHl::.は紬が拭き取られる．外而:無軸

部位あり.2条の凹線．

軸:黒10YR2/I.光沢あり.不透りI軸．素2外面のみ施軸(口縁端部上半ま

地:赤I0R5/6.で).
内･外面･器肉:にぶい黄惟10VR7/I.砂:角閃石．細砂:.'l'色粒･白7

色粒･透明粒．

近世．肥前系．

18世紀末～19世紀初．

肥前系．

近世．苗代川系．

近世.苗代川系．

庇径:14.2mm、

中心孔:‘1.5mm

一部欠損．

202b古城礎脚台内･外而:にぶい黄椛に類似10YR7/I．器砂:角閃石･無雲母･石英．細

A肉;浅黄樋10Ⅵ18/3.砂:黒色粒･透明粒．
212b古噴遊底部鉄分付着のため不明．粗砂:白色粒･石英．砂:白色

A粒･黒色粒･石英．細砂;熱色

粒･透明粒．

222b青磁碗脚部透明軸g灰オリーブ5Y5/3..光沢あり.全面
Aに細かい貫入が認められる．素地:灰白に

類似2.5Y8/2．

232b染付Ⅲ？口縁部軸:灰白I2.5GV8/1.不透明軸‘光沢あり．

A素地:灰白5Y8/1．

242b白鯛離？111？1ｺ縁部軸:透明潮lが非術に沖く施紬される.光沢あ

八り.細かい貫入が全而に認められる．素地：

灰白2.5Y8/2．

262須恵器大尭頚部内･外面:灰に類似lOYl/l.器肉:灰に類細砂:黒色粒．
B似l0Y6/1．

272青磁椀？口繊部軸:オリーブ灰に類似5GY6/1.素地:灰白細砂:黒色粒･白色粒．
Bに類似5Y7/1.

282青磁皿？口縁部紬:明緑灰に類似7.5GY7/1.透明軸.光沢細砂:無色粒．
B(輪花？）あり.全体に細かい貫入が認められる．

素地:灰白に類似7,5Y7/1．

292白磁Ⅲ口織部紬:灰白に類似10Y8/1.不透明紬．光沢あ細砂:黒色粒．

B(輸花？）り．素地:灰白N8/0‘

302礁際焼IIIl口縁部利ll:ilOVIM/4．不透明Ifill.光沢少ない．細砂:照色粒･白色粒．
B素地:灰l0Y6/1．

312薩摩焼土瓶口縁部軸:オリーブ黒5Y3/1.不透明軸．あまり光砂:白色粒．細砂:無色粒･白

B沢がない．素地:赤禍uiim;．色粒．

322鯛撃焼急須底部軸:鮫肌．光沢あり.灰5V5I．素地8灰細砂:無色粒･白色粒．

Bオリーブ5Y4/2．

4内･外而とも丁寧なナデ

5鉄分付薪のため不明．

l内外面とも施軸． 中世．中国産．

内･外面とも施軸.口縁端部にI府青肥前系

灰色5liGl/lのライン(内･外而とも,).
下端部で一部素地が露胎．

１
１

外面:ヨコナデ．内而;剥藩が

著しい．

内面:僅かに貫入が鵠められる．

内･外面とも施軸．

内･外面とも施紬．

櫛描波状文．

中世中国産，

１
１
１

中世．中国産.内面

名文様あり(草花？)．

I内･外面とも施紬，

I内･外而とも施軸．

1口縁内面:ヨコナデ．

内･外面とも施軸．
l内･外面とも施軸．

中世一中国産．

近世．

加治木･姶良系，

近世．苗代川系

19世紀.髄門司，
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

5-3.A-B地点3屑上面検出遺椛(Fig.37-40,Tab.
12.PL.16-23)

3層上面検出遺職は,A地点において,土坑2基(SKI-

2),B地点において,土坑1基(SKI)が確認されている。

A地点SKIは，検出面からの深さが9-10cm.埋土

は,2b屑土で，灰黄色2.5Y6/2シルト質砂。パミスを

含む｡壁面の様子から(Fig.29;A地点東壁参照),遺構で

はなく，自然の層の落ち込みである可能性が高い。

A地点SK2は，推定径約0.6-1.0mの楕円形で，深さ

9.5-1Ocmを計る。埋土は,2b層土で，灰競色2.5Y6/

2シルI､質砂。パミスを含む。(Fig.39)。

B地点SKIは，推定径約0.93-1.0mの楕円形で，深

さI3-15cmである。埋土は，黄灰色2.5Y6/1シルl､質

砂0.5-1.0cm大のパミスを含む(Fig.40)。
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Fig.37A．B地点3層上面検出遺構配置図(5=1/200)
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PL.16A地点SK1検出状況

5

PL､,17A地点5K1完掘状況

5cm0

Fig.38At{b5K菟土土謡(5=1/3) PL.18A地点5K1出土遺物

典型的な笹貫式蓮である.突帯貼り付けの際につまんだ指頭圧痕

が，突帯上に明瞭に残る．

Tab.l2A地点5K1出土遺物観察

胎士No./(4
一晒烹一諏別器概部位 色澗 調整 陥考砂粒の

多さ
泥､】材

33SK1筏衡式襲口縁部外面:渦lOYR4/6．内面:柾7.5YR6/6．器鰯:白色粒．棚砂･魚閃石

A肉弓灰白2.5Y8/2．・石英･白色粒．細砂:蝋色

粒･透明粒．

3外而:ハケ（｜）．内面:ハケの打絡縄突緋1条．

ち込み痕あり．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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PL.19作業風景1
6.伽1

一旬

鐘
50cm0

L2念麓膝Fig.39A地点5K2(5=1/20)
~
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Ｊ
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』
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ご

ロ
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－ －
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、L【 同

PL.20作業風景2

（
I

Lら I

6.1m

PL.21B地点5K1断面
断面の形状も不整形であり，浅く，底面に凹凸がみられる．こ

のことも自然な落ち込みか,樹根の可能性があると考えられる．

0 50cm

Fig.40B地点5K1(5=1/20)
断面は見通し．

PL.22B地点5K1検出状況 PL.23B地点SKI完掘状況
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

5-4.A-B地点3胴出土遺物(Fig.41.42,Tab.l3,

PL.24-25)

3層出土遺物は，古墳時代後半期の遺物が中心に、わ

ずかに1点,I厳摩焼(苗代川系)の羽釜資料が含まれてい

る(Tab.38)。この資料は,2層形成段階における，何ら

かの落ち込みによるものであると考えられる。

Kr』 ’

－－」

Ｊ
一
一

35

45

P 毒
一一

40

36
』

1ー

、 46
－－

一

1一
郡

刀41

4737

､ノ
弓

I （、/、
"－－ 42

4838

矛＝43
49

、、

孔
融

39 １
１0cm0

Fig.41A地点3層出土遺物(5=1/3)

45

PL.24A地点3層出土遺物
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

35は，謹棺の口縁部資料であるが，近年，鹿児島県内

での出土例が増加してきている。口縁部上部平坦面の長

さは，約6.5cmで，さほど大きな灘ではない。

36．37は,弥生時代中期に属すると考えられるが,つ

くりが雑である。

38－43，45－48．50は，古填時代のもので，翌(38‐

43.50)，鉢(77)，高坪(46)，肘(48)などがある。

42の脚部内面の突起は，いわゆる「舌型｣3)に属する

資料で，やや,低い。古墳時代後半期に散見されるもので

ある。IIは全形が不明であるが,立ち上がりのしっかり

としたとした厚みから，弧であると判|断した。40の脚部

の接合部に突帯を巡らせて力II帥するものも，多くはない

が，散見されるものである。

50

崖々 、__………
05cm(5=1/3)

Tab.13A．B地点3層出土遺物観察

N"a層
一

地点種別器種部位 色調

353須玖式謹棺口縁部外而:栂に斯似5YR6/6．内面･器肉

Aい伐栂に顛似I0YR7/3．

363弥生斐口絃部鉄分{､噸･摩滅のため不明．
A

にぶ

373弥生喪I|縁部外伽:にぶい慨に顛似7.5YR7/4．内面:に

Aぷい伐催に類似IOVK(vI.器肉:浅戯侭
IOYR8/‘1．

383古墳饗1ｺ縁部内･外mi:にぶい椎7.5YR6/4.器肉!にぶい

A針掘lOYR7/‘1．

393古墳餐胴部内外Ifii:鉄分付･精のため不明．器肉:にぷ

Aい伐椛lOYR6/3．

103古墳謹脚台付近内外面:洩茂侭I0YR81.器肉2浅黄侭7.5
A¥HS/¥.

113古墳鍾底部外側:明俄褐10VR6/(>．内而:明黄禍lOY
AR6/8．器肉:鉄分付蒜のため不明．

423古墳婁底部外而;伐恨I0YR8(i.内而:灰黄侭lOYR6/2
A器肉:灰白lOYR8/2．

433古墳護脚台付近外in:洩伐10YR8/3．内而:明黄控に頚

A似II)VK7...鴨肉.m¥H66,
4．13弥生か壷底部外而:Iﾘ1出描lOVKG/li．内而･器肉;黄禍
A古城IOYR5/6．

．153古城薦i杯か11縁部外耐:Iﾘj赤禍に煎似2.5YR5/6.内而:にぷ
八鉢い茂俺に煎似I0YR7/I．器肉:にぶい黄

2.5Y6/3．

，163古墳高杯脚部外而:出禍10YR56．内面:黄禍lOYR5/8．
A器肉:灰臼lOYl《8/2．

‘173古城鉢口縁部鉄分付将のため不明．
八

‘183古墳鮒底部外面:赤10H5(i.内而:にぶい黄侭に類似

A10NR7/I．器肉:淡黄2.5Y8/3．

493薩摩焼羽釜鰐内･外而:蹄赤禍i2.5VK:i:;．素地:t22.5
AYR6/6.

503b古墳襲脚台外面:洩出栂7.5YR81.内面:鉄分付着の

Bため不明．器肉:浅出侭10YR8/4．

胎士

混和材

磯･柵砂:石英．砂:石英･霊

母．細砂:霊母･透明粒．

磯:鼎附石･石英．棚砂･砂：

角IX順･石英･r1色粒．細砂：

無色粒．

机砂:,','.↓色粒･I'l色粒．砂:m
!''!石･石英･I‘1色枕．細砂:M1

色粒．

粗砂:にI色粒．砂:角閃石･朽

英．細砂:Bl色粒．

砂:黙色粒･白色粒．細砂:無

色粒･透Iﾘ1粒．

砂:角I"順･打英．細砂:鼎色

粒．

磯:石英･白色粒･灰色粒．棚

砂･砂:角閃蘭･石英･白色粒．

細砂:胤色粒．

机砂:石英．砂:角閃荷･石英

細砂:照色粒．

机砂:石英．砂:,'ll色粒･石英

細砂:黙色粒．

砂:角閃禰･禰英･白色粒．細

砂:鼎色粒．

細砂:M1色粒．

PL.25B地点3b層土器

砂粒の

多さ

調整

5口膳部(内外面)ヨコナデ．全体に搬入品

剥落が著しい．

5鉄分付務･摩滅のため不明．

備考

3外而:ハケの打ち込み痕.)躍滅．

内耐：ユビオサエ.1暇滅．撞合痕あり

2外而:ヨコナデ.内而:ヅーデ(－、）

3内外･面:粗いハケ(、)．

l外面:ヨコナデ･ナデ(－)．内1m：接合痕あり．

粗いナデ．三角突僻1条

l外【繭:ナデ．内面:摩滅．

6外面:ナデ．内底而:ハケ→ナデ

‘I外而:摩滅‘内面:ヨコナデ．

2内面:ユビオサエ．

l外而&ミガキ(ただし鉄分付精のた
め不Iﾘl脈)．内而:ヨコナデ．

帆砂:角I"l(..砂:伽閃間･灰4外面:ハケ(－)．内而ｵナデ(I)
色粒．細砂:鼎色粒．→ヨコナデ．

鉄分付職のため不lﾘI.2鉄分付符のため不明．

外面:赤色餓料塗布

内面;顔料が指頭状
に戒る．

外而:赤色顔料溌布

砂:角閃石･禰英．細砂:烈色

粒･透明粒．

砂:白色粒．細砂:白色粒･鼎

色粒．

粗砂:石英．砂:/i閃石･石英・

灰色粒．細砂:肌色粒･透明粒

1外面2ミガキ(鉄分の付稲により不IﾘI外面:赤色額料塗布．

暗)．内面:鉄分付新のため不明．底径(5.6cra)
2内･外而とも施紬．19世紀以降.苗代川系

3外面:ナデ．内而:ナデ･ユビオサエ

5-5.A-B地点4屑上面械出遮柵(Fig.43-50.Tab.

14-18,PL.26-41)

A地点における4a層上面検出辿構は,SDl-2,SDla-lb

があり，これらは北西-南東方向に伸びている。また.4b

層上面検出遺構SK3は,推定径約0.9-l.lmの楕円形で，

性格不明である｡B地点では.SD1-3.SK2が検出されて

おり.SK2は浅い方形状の落ち込みであるが,住居跡で

あるという確証がなかった。

A地点のSDl=SDlb=SD2は,方向性から考えて，同一の

遺柵である。A地点SD2=SDlaも同一遮柵に属するもの

と考えられる。これらの埋土には,粗砂や細砂が多量に含

まれ，また,肩の平面形状も凹凸が著しく，人為的なもの

とは考えにくい。また,B地点において検出されたSD1*&

Sl)8も同一方向にあるとすれば，約5m幅の河川があった

か,湿地における浅い自然流路の可能性力稿い｡断面形状か
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付縞1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘謂査
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

らみると(PL.28).

2鰯土の堆積時に，

削平されたように，

上部がなくなって

いる。しかし，付編

2にあるように，3

Mの土壌プラン

ト・オパール定量

分析では、かなり

亀

PL.26A地点5D1検出南側
の戯でイネ・ヨシ

が検出されており,水田の可能性があ

る。しかし，その周辺には他の遺購は

認められていない。

「 PL.27A地点5D1完掘ｌ
‐
‐
‐

1

51

5cmPL.28A地点5D1断面

Tab.l4A地点SD1出ナ＋器観察

0
PL.29A地点5D1出急十十器

Fig.44A地点5D1出土土器(5=1/3)

恥層
地点種別器種部位

胎士

色調 調整砂粒の

多さ

備考混和材

51SI)l古城翌口縁部鉄分付肴のため不明．
A

52SDl古噛渠脚台外面:明黄禍ilOYR7/6.内面:鼎褐2.5Y
八3/2．器肉:浅黄催I0YR8/3．

細砂2蝋色粒･透明粒．

Ⅷ砂･砂:角閃石･石英.細砂：

鵬色粒･透明粒．

l外面:ナデ．内而:ナデ･ユピオ･サ

エ・

I内･外而:ナデ．

貼付突描の接合痕あ

り．

底径(9.0cm)．

撚
一

鑑

～渇ロ■一

且』
･
上吟

探聾

PL.32A地点5D2断面

認 ←

竜
一

学画
グ

PL.31A地点

5D2完掘

F、｡

■
ユ
ー

ＬＦ
座

L■

（
Ｊ
戸
韮

一
一
一
５

届

司総M寵圭ｰ Fig.45A地点SD2

出土土器

(5=1/3)

PL.30A地点5D2検出

Tab.l5A地点5D2出士士器観察

PL､33A地点5D2出

十十器0

恥．層
一

地点種別器種部位
胎土

色鯛 調整 備考砂粒の

多さ
混和制

53SD2弥生か翌底部外面:明黄禍lOYR6Ai.1ﾉ噸I.-IPI出禍lOYR
A古噛6/8．器肉:鉄分付藩のため不Iﾘ1．

雛･棚砂:灰色粒．砂:角閃石‘1内･外而とも剥落.外imオハケの

.石英．細砂:蝋色粒．打ち込み痕あり．
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PL.34B地点5D1-2検出状況

PL.36B地点SD2出土石器

付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

B地点SD2において，作業台石らしき石器の破損品が

出土している(54)。片面に膳面があり，片面は自然面の

ままで，加工痕らしきものは見当たらない。

出土状況からは，時期判断が困難であるが，遺跡の性

格から，弥生時代あるいは古噴時代に属するものが,後

世の流路による削平であらわれたものとみなしたい。

PL.35B地点SD2

完掘

Tab.16B地点5D2出土石器観察

No.層材質最大長(cm)股大te'Kcm)盤大原(cm)重量(g)備考
54SD2卸石安111岩25．111.81．81350作業台

4

0 10cm

Fig.46B地点SD2出石器(5=1/3)
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

55

05cm
－

Fig.47B地点5D3出土遺

物(5=1/3)
PL.38B地点5D3出土

遺物

PL.37B地点5D3完掘状況

Tab､17B地点5D3出士士器観察

恥届
一

地点種別器種部位

胎士

色調 調整砂粒の

多さ

備考
捉和材

55s､3古填鍾脚台内･外面･器肉:樋7.5YR6/6．
B

棚砂:石英．砂:角閃石･鼎色】内･外面:ヨコナデも

粒･白色粒．

鋤
二

一
一
一

Ｅ
岸
“
の

、
Fig.48B地点SK2

(5=1/100)

深さ2-3cm程度し

かなく，土層の落ち

込みである可能性が

高い．

｝
Fig.50A地点4b層上面検出

5K3(5=1/50)
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PL.39B地点SK2完掘 ■声.毎夕一

｡P

,・・・齢‘
雛p電型母？鍵 r■

一

PL.41A地点4b層上面検出5K3完掘

Tab､18B地点5K2出土石鑑観察

長さ2cm程度の石鑑であり,技法的に縁辺部の剥離が粗<,
大雑把である.本調査区の出土遺物の状況から判断すれば，
弥生時代中期ごろの遺物ではないかと考えられる．

34Fig.49B地点SK2出土石鑑
5cm (5=1/2)

＜二＞

0
－

M………
恥廟材質最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm)重最(g1
34SK2ホルンフエルス化した頁岩21．50．410．85
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

5-6.A-B地点4層出土遺物(Fig.5l-56.Tab.19-28.

PL.42-49)

4屑は,A-B地点において，雌も遺物の出土量の多い屑

である｡出土遺物は5層上而で検II',される遺構の時期に近

いものと判断されるが,遺物に弥生時代中期-古墳時代後

半期という時期l隔がある。

弥生時代の遺物も少なくない｡弥生時代中期前半新段階

の入来Ⅱ式土器は,小破片が多いものの,口唇部を平坦に

し.凹部を形成する特徴と、口縁部上端が水平もしくはわ

ずかに上下に傾く特徴から，比較的容易に認定される

(56.57-59,81.84-117-126)。また，口縁部上端がやや

上傾していることから,入来II式よりも,やや後出すると

考えられる一群があり(58-82-83-127).そのほかにも中

九州系の黒髪式系統土器(85)や,北部九州の須玖式系統の

土器片も出土している(89)。また，系統不明の資料(60.

86)も存在する。

特筆すべきは,入来II式段階の大喪(120-121-125)と，

鼠
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A地点4a層出土遺物(5=1/3)Fig.51

41



付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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PL.42A地点4a層出土遺物

一の宮式段階の蕊(127)の出土であろう。前者は，大粒

の雲母を胎土に混入しており,鹿児島湾沿岸部の主要な

胎土ではない。大隅半島や指宿地域，瓶島地域，大隅諸

島地域に顕著な胎土である｡ほかにも(56．58．81-117-

123-124-129)などは,大粒の雲母を混入しており，日

常的な地域間交流の一端をあらわしている可能性が高

い。教育学部キャンパスにあたる郡元団地M・N-4-5区

(サークル棟建設地)の調査では,山ノロ式土器が多量に

出土しているが，その大半に雲母を混入する‘')。

後者の一の宮式護は，「絡縄突帯」・「中実脚台」・「口

42
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齢
】

烈 一，七

W

口”ザ』．．〃

､、

幸

縁部の内面への張り出し」・｢黒褐色｣・｢粗造jなどで,特

徴付けられる土器であるが5)，その系譜など不明な部分

が多い。近年では，北麓遺跡において，入来II式段階か

ら絡縄突帯･黒褐色･粗造などの特徴を持つことが知ら

れており6)，少なくとも鹿児肪市域では，このような特

徴は，弥生時代中期中葉ごろから現れていることが分

かってきている。本遺跡出土資料は，口縁部の屈曲部が

短いことや,内面への突出がないことなどから，型式学

的には,典型的な一の宮式郵よりもやや古手であり，入

来II式よりは，後出であろうと考えられる。



付煽1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘調査

Tab.19A地点4a届出士士器
叱届

一

地点種別器種部位 色調

564a弥生狸11級部外面:にぶい赤褐5Ⅵ《5/’1．内Ihi:鉄分付粉

八のため不明．器肉:明が褐2.5Ⅵ《5/6．

574a入来、式蝿11総部内･外面:明褐7.5YR5/6．鼎肉:栂7.5Yl《

A6/6．

584a入来11式兜11絃部内･外面:洩茂2.5Y7/3．器肉:l犬5Y‘1/1．
A

594a入来Ⅱ式兜11緑部外面:灰禍7,5YR‘1/2．内､i:にぶい出禍IO

AYR5/3.器肉:鉄分付柵のためｲくlﾘ1．

604a弥生現か鉢11総部外面:にぶい赤褐5YR‘1/3．内【hi･器I&I:鉄

八分付荷のため不明．

61．1a古蛎蝿1-1絃部外面:にぶい尚禍に顛似lOYI《5/,1．内Ihi：

八にぶい樋に顛似7.5YR6/･I、器肉:鉄分付

粉のため不明．

62伽古噛寵11緋部外面:灰黄褐に顛似loYI《5/2．内1m:Iﾘl黄

A褐lOYR6/6．器肉:灰IfIIOYI《8/2．

634a縦貫式兜11靴部外面:にぶい黄出に顛似lOYR5/‘1．内mi：

八浅蛍に賦似2.5Y7/3．器肉:灰I‘IlOYR8/2.

6‘1‘1a古城寵11絃部～外面:にぶい黄柵loYR6/‘1．内1m:灰オリ－

A胴部上半ブ5Y5/2．器肉:淡蛍2.5Y8/,1．

65．1a笹貫式提11絃部外面:鉄分付蒲のためf明．内1m:灰黄に

八甑似2.5Y7/2．器肉:灰I‘12.5Y8/2．

66‘1a古城蝿？I』絃部外面:灰5Y6/1．内Ihj:鉄分付柵のためイミ

A明．器肉:灰白lOYR8/1．

67．1a古頃礎脚台外面:にぶい黄侭に顛似lOYR7/‘1．内【ii；

八にぶい黄概に類似lOYR7/3．器IAl:にぶい

栂7.5YR7/‘1．

68“古噛蝿脚台内･外面:灰白lOYR8/2．器|Al:灰5Y5/1．

A

694a古喰艶脚台外面:にぶい蛍概に顛似IOYR7/‘1．内而：

A淡黄に類似2.5Y8/‘1．器肉:脈''1に顛似

2.5Y8/2．

704古噛現脚台外面:にぶい栂に顛似7.5YI《7/‘1．内､i:に

Aぶい栂に類似7.5YI《6/‘1．器肉:灰5Y5/1．

71‘1a笹貫式蝋胴部外面:にぶい黄禍に顛似lOYl(5/･1．内面・

A器肉:鉄分付務のためｲくlﾘ1．

72‘1a笹貫式鎧胴部内･外面:にぶい黄概に顛似lOYI《6/･1．器

A肉:灰に類似5Y4/1．

734a古城冊杯脚部外面:明赤褐に顛似2.5YR5/6．器肉:灰

A黄2.5Y6/2．

744a古噛曲杯脚部外面:赤loR4/8．内1m･淵肉:鉄分付将の

八ため不明．

75‘1a古城聞杯？脚部外而:にぶい赤描2.5YR‘1/4，内Ihi:にぶい

八亦褐5YR5/3．器肉:酋灰2.5Y5/1．

76？古噛曲i杯脚部内･外面:黄禍lOYR5/6.赤色緬糾:灰亦

A2.5Y‘I/2．器肉§鉄分付符のため,1く明．

77‘1a占峨鉢か商11絃部外面:にぶい赤禍2.5YR･I/‘1．内Inj:淡黄

A杯2.5Y8/3．器肉:灰白lOYR8/2．

784a古墳州1-1織部外面:にぶい黄概に顛似lOYI《6/‘1．内的i・

A器肉:鉄分付蒲のためｲ急Iﾘ1．

794a古噛川服部止半外面:にぶい樋7.5YI《7/‘1．内1m:にぶい蛍

A椛に類似lOYR7/4．器lAl:鉄分付柵のため

不明．

Tab.20A地点4a層出土石包丁

胎土

混和材

蹄:石英．判l砂:肌盤Iﾘ･角閃

石･石英･白色粒．砂:M1裳I歌

･角閃石･白色粒．細砂:肌色

粒･白色粒．

棚砂:角閃石･石英･M1色粒．

砂:角閃石･I坐I色粒･赤色粒．

磯:白色粒．Wl砂:111色粒･肌

雲母．砂:照雲母･肌色粒･''1

色粒．細砂&鼎色粒･'91色粒．

磯:灰色粒．Wl砂:灰色粒･I‘1

色粒．砂:角閃石･ｲi災．細

砂:叫色粒･透Iﾘ1粒．

磯:赤色粒．籾砂:IqI色粒･灰

色粒．砂:石英･M1色粒．細

砂;叫色粒･白色粒．

粗砂:白色粒．砂:ｲj英･1M色

粒．細砂:熱色粒．

砂粒の

多さ

調整 備考

5外面:剥落．内1m:鉄分付粉のため接合痕あり

不明．

7摩滅のため不lﾘ1

5外面:ヨコナデ．内I力j:へラ状Ⅲ典

による調盤痕．

2外面･口唇部:ヨコナデ

2内･外面:ヨコナデ

2内･外面･口唇部:ヨコナデ

棚砂･砂:角閃禰･Yj英．細・1外面:ハケ(－)．剥蒋．内1m:ヨコ

砂:無色粒･透Iﾘ1粒．ナデ･ユビオサエ．

棚砂:石英．砂:剛H1ｲi･イi英3外面:胎土が外面側にかぶる．

細砂:鼎色粒･透明粒．内面:ハケ(一)→ナデ(一)．

机砂:角閃ｲi，砂:、閃ｲj・〈j‘1外面:鉄分{､I蒲･摩滅のためｲ<明．貼付突僻1条.ススの

英･白色粒．細砂:M1色粒．内面:-1~寧なナデ．付朽．

砂:打英･蝋色粒．細砂:肌色2外面:鉄分付肴のためｨく明．内伽：

粒･透明粒．1~寧なナデ･ユビオサエ．

砂･細砂:黒色粒．2外面:ヨコナデ．内揃:鉄分{.I粉の

ため不明．

磯:灰色粒．籾砂:ｲj英･I‘1色．I外面:ナデ(－).明瞭に縦が残る．接合痕あり.底径(8.8c､）

粒･灰色粒．砂:角閃ｲj･ｲi英内面:非常に丁寧なナデ．

･白色粒．細砂:透明粒．

細砂:M1色粒．2内･外面:鉄分付滴･摩滅のため接合部で剥落．

不明．旺径(12.2cm)．

磯:白色粒･鵬色粒．Ⅷ砂:ｲi2外而:ナデ(－、)．摩滅．内Iii：

英．砂:角閃ｲi･ｲj災．細砂：丁寧なナデ．

蝋色粒．

砂:角閃ｲj･ｲi英･白色粒．細2外面:ナデ（｜）･端部はヨコナデ．

砂:照色粒･透明粒．内面:ハケ(－)･ヨコナデ．ハケの

打ち込み痕あり．

棚砂:禰英･白色粒．砂:イj英．6外面:ヨコナデ．内噸:鉄分付桁輔広突術にハケによる

細砂:黒色粒･透Iﾘ1粒．のため不明．刺突文(／1接合痕あり

砂:黒色粒･fi色粒.I外而:ヨコナデ．内仙i:剥藩．椛広突補にへうによる

沈線(、).接合痕あり．

細砂:透明粒．l外面:ミガキ(－)．外面:赤色顔料塗布．

砂:黒色粒．細砂:透Iﾘ1粒．l鉄分付埼のため不明．外面:赤色顔料塗布．

底径(9.9cm)．

机砂:黒色粒．砂:伽閃ｲi･ｲ』2外面:粗いミガキ．内而:ナデ(一)．外面:赤色顔料壌布．

英．細砂:黙色粒．

砂:角閃ｲi･ｲi英．細砂:I‘I色2外面:ミガキ．外師:赤色顔料溌術．

粒･透明粒．

細砂:黙色粒･透明粒．l外的i:ミガキ(一)．内I、:1．寧なナデ.刻間突術1条(／)．

外面:赤色顔料塗布．

粗砂:白色粒．砂:仇閃ｲj･ｲ』2内･外面:ナデ(一).内面にハケの

英･白色粒．細砂:肌色粒･透打ち込み痕あり．

明粒．

粗砂:石英．砂:角閃ｲi･ｲi英’3外面:ナデ．内面:細いナデ･ユビオ

白色粒．細砂:M1色粒･透IﾘIサエ.粘土の貼付痕あり．

粒．

叱層材最大長(cm)最大輔(cm)雌大(cm)重量(g)＃考
804aホルンフェルス化した貝岩4‘1.‘10.‘113．6孔掻:0.25cm，半欠

弥生時代後期に属する資料の存在はないが,弥生時代

終末期ごろの特徴を備える土器片は認められる(87.88)。

B地点4b層では，弥生土器が比較的まとまって出土

しており,弥生時代包含層の存在を窺わせる。ここでは，

弥生時代終末期-古墳時代前期に属する中津野式の台付

鉢(131K>古式土師器系土器(132)も出土している。台

付鉢(131)は，胎土に黒雲母の混入がみられる。古式土

43

師器系土器(132)は,底部形態は不明であるが,口縁部や

球胴形状の特徴から，布留式並行ごろの時期が与えられ

るものである。そのなかでも，口縁部の傾きや口唇部の

つくりから，古墳時代前半期に位置づけられるものでは

ないかと推定されるが，布留式土器を忠実に模したもの

ではないため，判断が難しい。器壁が成川式土器様式群

と比べて薄く，口縁部外面に暗文などを有する特徴から，



付縄1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘鯛査
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘調査
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付錫1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘鯛査

Tab.21A地点4b層出土遺物
叱届

地点穂別器種部位 色調

胎土

混和材

814b入来Ⅱ式尭口緑部内･外面:にぶい褐に顛似7.5YR5/4．器肉：碗:灰色粒．籾砂:白色粒．砂
Aにぶい栂7.5YR7/4．：鼎霊母･角閃石･石英．細砂：

肌色粒･透明粒．

82牝入来ﾛ式喪口縁部内･外面:にぶい黄栂に顛似lOYR6/4．器磯:灰色粒．粗砂:角閃石･石

A肉:にぶい黄椎に顛似lOYR7/3．英･白色粒．砂:角閃石･石英．
細砂:肌色粒･透明粒．

834b入来11式喪口縁部内･外面:にぶい禍に顛似7.5YR5/4.器肉：願:白色粒．粗砂:石英･白色
Aにぶい侭に類似7.5YR7/3．粒．砂:石英･鼎色粒．細砂：

肌色粒･白色粒．

844b入来Ⅱ式尭か鉢1ｺ縁部外面:にぶい樋に類似7.5YR6/-1.内面:に刺l砂:白色粒．砂:石英･無色
Aぶい樋7.5YR7/4．器肉:にぶい樋5YR7/3．粒･白色粒．細砂:黒色粒･白

色粒．

854b照盤式系翌口縁部内･外面･器肉:淡黄2.5Y8/3．籾砂･砂:石英.細砂:透明粒．
A

864b弥生聾口縁部～外面:にぶい黄椛に類似lOYR5/3．内面･器粗砂:石英･白色粒．砂:灰色

A胴部上半肉:にぶい褐に類似7.5YR5/4．粒．細砂:!W色粒･白色粒･透

明粒．

874b弥生蔓口縁部内面:オリーブ黒7.5Y3/1．外面･器肉:鉄砂:石英．細砂:照色粒･透明

A分付蒲のため不明．粒．

884b弥生兜か鉢口縁部外面:にぶい檀に類似7.5YR6/4．内面:に砂:石英･灰色粒．細砂:黒色

Aぷい黄櫨に類似lOYR7/4．器肉:灰5Y4/1．粒．

894b須玖式堂胴部外面:明赤禍2.5YR5/6．内面:ffi5YR6/6.fil砂:石英･黒霊母．砂:照霊

A器肉:灰白lOYR8/2．母･白色粒．細砂:黒色粒･透

明粒．

904b弥生壷底部外面:にぶい黄禍に類似lOYR5/4，内面：磯:白色粒．粗砂:石英･白色

Aにぶい燈に類似7.5YR6/4．盤肉:にぶい粒．砂:灰色粒･白色粒．細

捜5YR7/4．砂:白色粒･鼎色粒．

914b弥生か喪口縁部外面:灰5Y6/1．内面:にぶい黄鯉に顛似粗砂:赤色粒･肌色粒．砂:角

八古頃l0YR7/4．器肉:浅黄樋IOYR8/3．閃石･石英．細砂:鼎色粒･透

A 明粒．

924b恢興式喪口縁部外面:浅黄に頚似2.5Y7/3．内面:にぶい幽磯:白色粒･粗砂:白色粒･灰

A柾に類似l0YR6/3．器肉:浅黄樋7.5YR8/4．色粒．砂:石英．細砂:無色

粒･透明粒．

934b古墳曳口縁部外面:にぶい黄柾l0YR7/3．内面:浅菌に砂:角閃石･石英･白色粒．細

A類似2.5Y7/3.器肉:灰白10YR8/2.砂:黒色粒･透明粒．

94化弥生か壷か鉢に1縁部外面:栂7.5YR6/6.内面:洩黄2.5Y7/3．砂:肌色粒．細砂:黒色粒･透

八古墳器肉:にぶい栂7,5YR7/4．明粒．

954b古墳尭か鉢口縁部内･外面:にぶい栂に類似7.5YR6/4．器肉籾砂:白色粒．砂:石英･黒色

八：浅黄栂7.5YR8/6．粒．細砂:無色粒･透明粒．

964b古境捉脚台外面:にぶい褐7.5YR5/4．内面:にぶい柾磯:白色粒．砂:石英．細砂：

A7.5YR6/4.器肉:にぶい檀7.5YR7/4．肌色粒･透明粒．

974b古境要脚部外面:にぶい黄樋に頻似lOYR7/4．内面：粗砂:灰色粒･黒色粒．砂：

Aにぶい黄栂に類似l0YR6/4．器肉:浅黄角閃石･白色粒．細砂:黒色

樫l0YR8/4．粒．

984b古墳受底部付近外面:にぶい栂に類似7.5YR7/4．内面:柾磯:灰色粒．粗砂:灰色粒･白

Aに類似7.5YR7/6．器肉:灰白に類似lOYR色粒．砂:白色粒･角閃石･石

8/2．英．細砂:肌色粒･白色粒．

994b古域壷胴部鉄分付蒜のため不明．砂:石英･黒色粒．細砂:黒色

A 粒．

lOO4b椛貫式壷阿部外面:にぶい黄柾lOYR7/4．内面:にぶい籾砂:白色粒･赤色粒．砂:石

A燈7.5YR6/4．器肉:灰白lOYR8/2．英･白色粒．絹砂:黒色粒．

lOl4b笹衡式壷刑部外面:にぶい黄栂に類似lOYR6/3．内面:に磯:灰色粒．粗砂:石英･白色

Aぷい黄橿に類似lOYR6/4．器肉:にぶい黄粒．砂:角閃石･無色粒･灰色

提に類似lOYR7/2．粒．細砂:照色粒･透明粒．

lO24b古墳？商杯杯部外面:にぶい褐7.5YR5/4．内面:灰に顛似細砂:透明粒．

A7.5Y4/1．器肉:鉄分付君のため不明．

1034b古頃商杯脚部鉄分付藩のため不明．細砂:無色粒･透明粒．
A

lO44b弥生か商杯脚部外面:にぶい黄栂に類似lOYR7/4．内面：砂:角閃石．細砂;黒色粒．

A古城暗灰黄に類似2.5Y5/2．器肉:灰黄2.5Y6/2．

105化古墳商杯脚部外面:にぶい柾に類似7.5YR7/4.内面:洩細砂:鼎色粒･透明粒．

A黄橿7.5YR8/3．器肉:灰白lOYR8/2．

lO64b古墳財底部外面:浅黄燈に顛似l0YR8/3．内面:にぷ砂:角閃石･石英．細砂:黒色

Aい黄橿に類似lOYR7/4．器肉:蹄灰黄に粒･透明粒．

類似2.5Y5/2．

Tab､22A地点4b層出土鉄器

此大cm刃>a(cm)大(cm血吐is)備考
lO74b7．04．5不明.袋部で約1.8cm、110‘39完形品．鯖膨れが著しい．

Tab.23A地点4b層出土石器

此大c、大一[cm)大(cm)砿哉考
l084bホルンフェルス化した頁岩2．051．80．40．95一部欠扱．
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砂粒の

多さ

調整

2外面:ヨコナデ．内面:ナデ･ユピ

オサエ．

2外面:ナデ･ユピオサエ．内面:ユ

ピオサエ･ヨコナデ．口唇部:ヨコ

ナデ．

2内･外面･口唇部:ヨコナデ．

備考

内面側に突出部を貼

付．

2外面･口唇部:ヨコナデ.内面:ユビ

オサエ.胎土がかぶる．

2内･外面:ヨコナデ．

2外面:ヨコナデ．内面:ハケ(、)・

ヨコナデ．ハケの打ち込み痕．

2内･外面:ヨコナデ．口縁部のゆがみが若
しい、

4外面:ヨコナデ．内面:丁寧なナデ．

4外面gヨコナデ．内面:ナデ．M字状突締．外面:赤

色顔料繊布．

2内･外面:ハケ（｜）一ナデ.ただし旺径(7.6cm)．

調整具は異なる．

4外面:ナデ．剥落が暮しい、内面：

ナデ.口唇部:ヨコナデ

2外面:ナデ･ユピオサエ(－).内面：貼付突榊1条．

ナデ･ハケの打ち込み痕(一)．

2外面:ハケ(、).外面側に胎土がススの付璃．

かぶる.内面:ナデ(－)．

3内･外面:ヨコナデ．

2外面:摩滅のため不明．内面:ユビ

オサエ．鉄分付務･摩滅が若しい、

4外面:ナデ（｜)･娼部はヨコナデ．

内面:ナデ．

3内･外面:ヨコナデ．

2外面:ハケ（｜）少(一)→ナデ（｜）．接合痕あり．

剥落あり.内面:ハケ（｜）一粗いナ

デ(－)･ケズリ．

2外面:摩滅のため不明．内面:鉄刻目突術(／)．

分付荘のため不明．

3内･外面:ナデ．幅広突帯.3条一組の

沈線(／、)．

3内･外面:ヨコナデ．幅広突帯.沈線(／、)．

l外面:ヨコナデ． 脚が接合部で欠落．

l鉄分付藩のため不明．外面:赤色顔料撞布．

2外面:ハケ(一)→ヨコナデ.内面：

ヨコナデ．

l外面:ヨコナデ．内面:ナデ.内･外

面とも摩滅が著しい．

l外面:丁寧なナデ.摩滅.内底面：底径4.5cm・

ハケ打ち込み痕が明瞭に残る．



付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

113
I

」 109

戸

"－－
110

114

115

111

－丁元
Fig.53B地点4層出土土器

(5=1/3)

1160 5cm
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PL.44A地点4b層出土鉄斧X線写真
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X線写真でも錆膨れの著しい様子が分かる．ソケット部

は密着せず，離れている．
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PL.45B地点4層出土土器

Tab.24B地点4-4a層出土土器

115
罰

PL.46B地点4a層出士士器

No・層

地点甑別器弧部位

胎士

調盤色調 備考砂粒の

多さ
混和材

1094古喰謹口縁部外面:洩出に顛似,2.5Y73．内面:にぶい此磯:赤色粒．粗砂;角閃石･荷

B侭に顛似IOYlW'1．器肉:浅黄侭I0YR83．典．砂:角閃石･白色粒．細
砂:透明粒．

1104古城尭口縁部外而:淡茂2.5Y83.内面:浅黄2.5W/3．磯:石英･黒雲母･白色粒.R]
B器向:にぶい戯2.5Y6/3.砂:石英･肌雲母･黒色粒．砂・

細砂:照雲母･黒色粒．

111‘1椛側式術胴部内･外l力i:にぶい陶惟に煎似lOYR7/‘1．冊帆砂:打英･に1色粒･無色粒．

B肉:洩戯慨10YR8/4.砂:禰英･白色粒･赤色粒‘細
砂;1ｺ色粒，黒色粒･透明粒．

1124古城鉢口縁部内･外ffi:にぶい出25Y6/3．器肉:淡黄2.5砂:im<'-打英．細砂:透Iﾘl
I IY83．粒．

Il34a弥生鉢か蝿口縁部外棚;:にぶい倒催ioyi;7i.内而:にぶい棚砂:赤色粒･黒色粒･白色粒．

B歯披に顛似lOYHliI.器肉;灰白10YR8/2．砂:角閃石･石英･白色粒．細
砂:照色粒･透明粒．

ini,,,vm究脚台外m::にぶい伐椛に顛似10YR6/4.内lii・帆砂:石英･黒色粒･白色粒．

B器肉:鉄分付杵のため'ド明．砂:角閃石･石英．細砂:無色

粒．

1154a,'r欄蝿脚台外而:Iﾘ1鮒Mに顛似lOYRlv6i.内Sn:lﾘl戯帆砂:鼎色粒．砂:ｲf英･鼎色

B褐に斌似in',k,|i.器肉:浅黄侭に顛似粒･白色粒，細砂:無色粒･透
IOYR8/3．ｻﾘ1粒．

116la,Vlfl蹄杯脚部外面;にぶい街俺に甑似I0YR7/3．内閲．剛･棚砂:石英．砂:角閃荷･ｲi

B器肉:洩岱樋に斌似10YR83．典･白色粒．細砂:黒色粒．

2外面:ヨコナデ･丁寧なナデ．内而

ヨコナデ･丁寧なナデ.口唇部:ヨコ

ナデ．

5内･外面:剥落のため不明．

｜外1m:輔広突併．内1m:剥蒋．幅広突補にへう状工

具による刺突文(、)．

2外面:丁寧なナデ．内1m:帆いナデ，

l外面:ナデ.内面;へラ状工具の粗い

澗整痕．

I外面gヨコナデ．接合部で剥薄．

3外1m:ナデ(－)‘ 接合部で剥蒋．

3外面:ハケ(、)一ﾐガキ（｜）．内

面3ナデ（｜）．

47



付網1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査
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PL.47B地点4b層遺物'(1)

搬入品であると判断される。しかし，産地不明である。

古墳時代の在地土器である成川式土器は,認,壷,鉢，

高坪，増などがあり、郷は、大まかに，前半期と後半期

の特徴を持つものとに分けられる。

すなわち，前半期：口唇部を平坦に面取りし，閲状に

開くもの,緩やかに開くもの(61-62-91-93-94-109-

110-134-135)と，後半ﾘﾘ]:口唇部断面形状が，舌状に

丸みを帯び，直状になるものや，やや内蛮気味になるも

のなどである。これらは突帯や口縁部に指頭圧痕を明瞭

に残し，粗雑な感を受けるものである(64.65.66.92.

95-138．139-140)。しかし，笹貫式を中心とする成川

式後半期の饗などは，個体差と捉えられる変異のI胴が大

きく，小破片でそれと確実に判断するのは難しい。

壷は，｜隔広突帯の大きさや施文などで分類される。突

帯|幅は，約l-5cm間であり.5cmi隔の突帯はやや少なめ

である。突帯上の施文は，へラ状工具による斜位の沈線

文(71-72-99-111).ハの字の沈線文(100-101)などが

あり,竹管工具による刺突文などは今回得られていない。

鉢は，認定できるものは少なく，時期の判断できない

ものである。高坪もまた，時期の判断が難しい。鉢と高

杯の区別は，口縁部小破片の場合，困難な場合が多い。

増も全形が窺える資料が少なく，口縁部資料もほとん

どないが.(106)の底部資料などは，平底であることか

ら，古墳時代後半期である可能性が高い。

また,時期不明の土器(152)も出土している。一応,口

縁部として図化したものの，その確証がない。ill0.8cm

前後の半裁竹管状工具か叉状工具で，2本を対にした沈

線文を縦位に施している。

4層出土石器は，石包丁，石繊と石材剥片がある。

石包丁(80)は,謙手･小型の直刃資料である。また,刃

部が刃引きされ，刃縁は残っていない。薄手・小型であ

ることから，かなり使い込まれたのち，砥ぎ直しの段階

で破損したものか,何らかの垂飾品に再利用したものか

もしれない。片面から空け損じた孔も認められる。

石簸(108)は，頁岩製であるが.B地点SK2出土のも

のと大差ない。

石材剥片(153)は，図の下方にした部分に，剥離面が

顕著であるものの,全体の形状から磨製石嫉の未製品で

ある可能性もある。この赤色の頁岩は,1983年の理学

部車庫の調査7)においても磨製石嫉として出土している

が，帰属時期は断定できない。

鉄斧(107)は，袋状鉄斧の完形品である。現状から判

断できる範囲で所見を記すと，刃部がやや幅広となる平

面形かバチ形のもので，刃部の厚みが,0.5cm前後であ

ろうと推定されるが，錆膨れが著しく、表面の観察はほ

とんどできない。袋部は，完全に閉じず,1.3×2.0cm

径の袋部をつくりだし,小さな木柄に装着するものであ

ることが分かる。類似資料は，全国的に見ても早い時期

には弥生時代後半ごろに出現し全国的に分布するもの

の,古墳時代の後期ごろには型式変化するようである8)。

これから考えると，本遮跡の遺物量から推定される占地

の中心時期とは異なることになる。
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査
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工ab､25B地点4b層出土遺物(1)
恥層

一

地点穂別器種部位 色調

付縄1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘調査

胎

混和材
砂粒の

多さ

調整 備考

ll7化弥生兜I:1縁部外面:にぶい禍7.5YR5/4．内醐･器肉:に藤:石英･白色粒．棚砂:石英・5外面:ヨコナデ･ナデ(－)．内面：三角突帯1条．

Bぷい燈に顛似7.5YR6/‘1．黒雲母．砂:角閃石･1M裳母．丁寧なナデ．

白色粒．細砂:M1霊牡．

ll84b入来Ⅱ式曳口縁部外面:にぶい黄禍lOYR5/‘1．器肉:にぶい黄磯:白色粒．Ⅷ砂:M1色粒．2外面･口唇部:ヨコナデ．口縁部上面が若干く

B樋に類似lOYR7/4．砂:角閃石･ｲi英･白色粒．細ぽむ．

砂:黒色粒･透明粒．

ll94b入来【I式兜11織部外面:褐灰に類似lOYR，1/1．内lhi:にぶい粗砂:灰色粒．砂:('¥閃石･布2外面:ハケ(I)→ヨコナデ．内而：
黄褐に類似lOYR5/3．器肉:にぶい出柾英･赤色粒．細砂:lM色粒．Bユビオサエ･ヨコナデ．口唇部:ヨコ
IOYR7/3．ナデ．

l204b入来II式大喪11緑部外面:にぶい黄椎に顛似lOYR6/‘1．内面：磯:石英･鼎霊祉･'41色粒･灰色5外面･口唇部:ヨコナデ.内面:ユビ内面側に若干胎土が
B燈に緬似7.5YR7/6．器肉:略灰出2.5Y粒．粗砂:石英･M1霊Iﾘ･白色オサエ･ヨコナデ．突出する．

4/2．粒．砂:ｲi英･出雲母･白色粒

・黙色粒．細砂:M1裳叶。「I色粒

121北弥生大艶口織部外面:栂7.5YR6/6．内Ihi:にぶい黄に顛似磯:石英･白色粒･灰色粒．帆5外面･口唇部:ヨコナデ.内面:ユビ

B2.5Y6/4．器肉内:黄灰に馴似2.5Y5/1．砂:角閃石･禰英･肌裳fﾘ･白色オサエ･ヨコナデ．

器肉外:灰黄に顛似2.5Y7/2．粒．砂:石英･M1色粒･I‘1色粒

細砂:黒雲母？・白色粒･M1色粒

l224b弥生喪にI総部内･外面:にぶい樋に顛似7.5YR6/‘1．器肉粗砂:角閃石･石英･白色粒･赤2外面:ヨコナデ．

B：灰白lOYR8/2．色粒．砂:角閃石･ｲi災．細砂

：白色粒･Ml色粒．

l234b弥'k礎11織部外面:にぶい黄椛に顛似lOYR6/‘1．内面：磯:石英･黙霊Iﾘ．Wl砂:ｲ『英・‘1外面･口唇部:ヨコナデ．

B欠撹．器肉:にぶい黄に顛似2.5Y6/3．白色粒．砂:灼閃ｲ『･I‘I色粒．

細砂:無雲母･蝋色粒．

l244b弥生翌胴部外面:にぶい黄褐に顛似lOYR･I/3．内“磯:石英･1M霊蹄･灰色粒．Ⅷ‘1外面:ヨコナデ．内面:ﾅｰヂ．三角突帯2条．

Bにぶい黄禍に頑似lOYR6/3．器肉:鉄分砂:黒雲母･白色粒．砂:角閃

付若のため不明．石･熱雲母･内色粒．細砂:鵬

雲母･里色粒．

125‘1b弥生大聖服部外面:にぶい蛍椛に顛似lOYR6/側1．内面：磯:石英･無色粒．Wl砂:ｲi英・5外面:ヨコナデ．内面:ナデ(、)．M字状突補1条．

B樋に類似7.5YR7/6．器肉:灰出2.5Y7/2．黒雲母･白色粒･胤色粒．砂：

角閃石･照裳母･'41色粒．細

砂:熱雲母？・白色粒．

l264b弥生喪1－1緑部～外面:にぶい赤禍5YI《5/4．内､i:灰黄褐磯:灰色粒．Wl砂:伽閃ｲj･ｲ』3外面:1二I縁部:ヨコナデ･ユビオサ外面胴部上位に1条

B胴部に類似lOYR‘1/2．器I炎】:にぶい戯慨lOYR英･灰色粒･rl色粒．砂:ｲ『英エ.胴部…ハケ（｜）･ユビオサエ．の沈線.ススの付泌．

7/3．・角閃石･白色粒．細砂:白色内面:n縁部…ハケの打ち込み口径(31.4cm)．

粒･照色粒･透Iﾘ1粒．痕･ヨコナデ･ユビオサエ．服部

…ハケ(、)･ユビオサエ･ナデ．

l274b－－の宮式究口緑部～外面:にぶい褐に顛似7.5YR5/3．内面：磯:白色粒．Ⅷ砂:ｲi英･白色2外面:ハケ(I).内耐:11織部…絡蝿突帯2～3条・

B（古)？胴部にぶい樫に緬似7.5YR6/･1．器肉:洩幽栂粒．砂:角閃石･石英．細砂：ユビオサエ･ヨコナデ．胴部:ハケススの付若．

7.5YR8/3．無色粒．（｜）･ナデ．口径(21.3cm)．

l284b弥生艶脚台外面:にぶい黄に頻似2.5Y6/3．内面:暗磯:白色粒．棚砂:石英･I'l色4外面:ハケ（｜）(／)一ナデ・剥藩白色粉末の付着範囲

B灰黄に顛似2.5Y5/2．器肉:樋5YR6/6．粒．砂:禰典･M1色粒．細砂：が著しい底面:ハケ→ケズリ．が認められる．

無色粒．底径6.0cm・

l294b弥生兜脚台外面:にぶい黄概に顛似IOYR6/4．内面：陳:黒雲母･白色粒.ffl砂:鼎5外面:ハケ(-Ml)一ナデ･ハケの黒雲母が目立つ・

Bにぶい黄樋に顛似lOYR6/3．器肉:にぶい雲母･石英･白色粒．砂:M(裳打ち込み痕.内而:ハケの打ち込み底径6.5cm・

黄褐に類似lOYR5/‘1．母･白色粒．細砂:胤裳〃･M1痕･ナデ．

色粒．

I304b弥生噸庇部外面:にぶい柾に顛似7.5YR6/‘1．内面:に礎:無色粒．柵砂:ｲ了英･I'l色‘1外面:ハケ(－)一ナデ(－)（｜）一底径(4.5cm)．

Bぶい黄樋に頑似lOYR7/‘1．器肉:にぶい黄粒．砂:角閃石･石英．細砂：ミガキ．内面:ハケ(一)．

栂に類似lOYR7/3．黒色粒．

l314b中沖野式台付鉢胴部下､f外面:にぶい黄侭10YR7/･I・内面:灰黄禍粗砂:雲母．砂:ｲj英･霊母･白5外面:ハケ(、)（｜）・内面:摩滅が

B～脚部lOYR5/2．器肉:にぶい蛍椛lOYR7/･I．色粒･無色粒．細砂:白色粒。著しい．脚部内面:ヘラ状工具によ

鼎色粒．る粗い整形痕･ナデ．

l324b古式土師艶’二1縁部～外面:にぶい黄概loYR7/4．内im:にぶい砂:角閃石･石英．細砂:無色2外面:ミガキ(ー)･横沈線1条･内而：ススの付若・
B器系服部黄樋lOYR7/3．器肉:浅黄柵IOYR8/3．粒･透明粒，ミガキ(－).口唇部:ヨコナデ．
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付謁1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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Tab.26B地点4b層出土遺物(2)
恥．層

一

地点種別器樋部位
胎土

色調 調整砂粒の

多さ

伽考混和材

133.1b弥生か翌11緑部内･外面･器肉:にぶい黄柾に顛似10YR7/I.fil砂:角閃石･石英．砂:角閃
B古墳石．細砂:透明粒．
13‘14b古墳喪11緑部外面:暗灰髄2.5Y4/2．内面:灰黄に馴似棚砂:禰英･白色粒･無色粒．

B2.5Y7/2.器肉:灰白2.5Y8/2．砂:角閃禰･石英．細砂:黒

色粒･透明粒．

135．ib古噛受、緑部外面:にぶい黄侭IOYR6/4．内面:にぶい願:禰英．粗砂:石英･黒色粒．

B栂に顛似7.5YR7/4．器肉:にぶい出椛砂:角閃石･石英．細砂:角閃
lOYR7/41.《i･側色粒．

I364b古墳喪側絃部鉄分付藩のため不明．Ⅷ砂:角閃石･石英･灰色粒．

B砂:M1色粒．細砂:黒色粒・

透lﾘ1粒．

l374b古墳礎11微部内･外而:洩黄栂lOYR8/‘1に赤く彩色か？磯:白色粒．粗砂:角閃石．

B(外面:|25YR6/6.内面:明赤悩5YR5/6.）砂:Ml色粒．細砂:黒色粒・

器肉:洩黄燈lOYR8/4．透明粒．

138北笹貫式聾口紘部外而:灰オリーブ5Y5/2内面:灰オリーブⅧ砂:石英･蝋色粒･白色粒．

B5Y6/2.器肉:灰白2.5Y7/1．砂:ｲ英．細砂:透明粒．

l394b古頃鉢か翌［I緯部外面:にぶい黄燈lOYR7/･1．内面:浅黄柾砂:角閃石･赤色粒･白色粒．

Bに顛似lOYR8/4．器肉:浅黄侭7.5YR8/6．細砂:鯉色粒．

I404b古墳艶服部外面:灰に顛似5Y4/1．内面:にぶい黄樋制砂:石英･黒色粒．砂:角閃

Bに顛似lOYR7/4．器肉:黄灰2.5Y5/1．砺・石英絹砂:照色粒･透明
粒．

3外面:ナデ.内面:ハケ(－)一ナデ．

口幡部:ヨコナデ

2外価:ナデ(－)(、)．内面:ナデ

（－)．

3外面:ヨコナデー（｜）一(／)．

内mi:ハケ(、)一ヨコナデ．

三角突併1条.ススの

付新．

3外仙i:ナデ．内面:ナデ．

3外im:ユビオサエ･ナデ(、)．内面：

ユビオサエ･ヨコナデ．

2外､i:ハケ(、)一ナデ.内面:ナデ.絡縄突併1条。

2外Ini:ハケ(－)→ナデ.内面:ナデ．

‘I外而:ハケ（｜）一ナデ．内面:ハケ絡縄突幣1条．

（、)一ナデ．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査
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PL.49B地点4b層出土遺物1(2)

Tab.27B地点4b層出土遺物1(2)
Na厨

一

地点種別器種部位
胎土

色調 調整 備考砂粒の

多さ
混和材

卜1141）古墳翌脚台外而:にぶい黄機10YR7/4．内而:にぶい

B競惟に顛似10YR7/1.器肉:筏黄概l0YR

8/‘1．

心l24b古墳拠脚台外而:灰黄2.,5Y7/2.内而:にぶい蛍描lO
BYR7/･I，器肉:樫5YR7/6．

蹄:灰色粒．粗砂:角閃石･石

英･灰色粒．砂:角n石･石英・

白色粒．細砂;黒色粒．

Ⅲ砂:f'l閃石･石英･白色粒・

灰色粒．砂:角閃石･石英．

細砂:i色粒･透明粒．
雛:白色粒．粗砂:石英･白色

粒．砂:角閃石･石英．細砂：

肌色位･透明粒．

蹄:灰色粒．岨砂:石英･白色

粒．砂:角閃石･石英．細砂：

叫色粒．

簾:灰色粒．粗砂:白色粒．

砂:伽閃石･石英･白色粒．

細砂:肌色粒･透明粒．

‘l外而:犀滅により不明．内面:ハケ

（一)･ナデ．

‘1内･外而:ナデ(一)‘

l434b古墳墾脚台外而:にぶい慨に類似7.5YR6/･'・内面:明

B出棚に類似IOYR7/6．器肉:浅蛍樋lOYR
8/3．

l4M4b古境喪脚台内･外面;にぶい黄橿lOYR74・器肉:灰白

BlOYR8/2．

‘l外而:ヨコナデ．内面:ナデ(－）

（／)．

外而:ハケ(－)一・ナデ．内面:ナ

デ．

3

ﾙI54b古墳壷底部外而:明赤禍2.5YR5/6．内面;燈に顛似

B7.5YR6/6．器肉景明赤禍2.5YR5/6．

3外面:板状工具による鯛整（）→

ナデ（）．内而:ヘラ状工具による

調整（）一ナデ（）･ユピオサエ．

‘l外而:ハケ'(I)-･ヨコナデ．内面：
ナデ．

底面;製作時の敷物

(？)の圧痕あり.値か

に上げ底.中央部をく

ぼませる.底径(8.0c側

l464b古墳蛍口縁部外1m:洩黄燈に類似loYR8/4．内而･器肉

B内:にぶい蝋に頑似7.5YR7/‘1．器肉外:灰

白lOYR8/2．

1‘17‘lb古墳高杯？［.縁部外而:Iﾘ1赤禍2.5Y5/6．内而:明赤禍に飯

B似2.5YR5/6．器肉:浅黄樫lOYR8/3，

l484b古墳高杯脚部外1)11:にぶい赤禍2.5YR41．内面:洩茂栂

Bに類似l0YR8/4．器肉:浅黄燈に瀬似10

YR8/3．

ll94b古墳商杯脚部外而:催に類似2.5YR6/6．内面2浅黄蛭

BlOYR8/3．器肉;淡黄に類似2.5Y8/3.

150‘lb古墳高杯脚部外而:オリーブ黒:5Y3/1(スス付輔による色

B側か？)．内面:にぶい燈に類似7.5YR

6/‘1．器肉:にぶい赤禍5YR5/‘1，

l514b古墳鉢脚台外而;Kf;r.YK7li.内面:楢7.5YR7/6.器
B肉:にぶい慨5YR7/4.

152‘1b？口縁部内･外面:にぶい黄極に類似lOYR6/‘1．

B器向:灰苗2.5Y6/2．

蹄:蛭石･石英．棚砂:角閃石

･石英．砂:角閃石･石英･赤色

他．細砂:鼎色粒．

細砂:照色粒･透明粒． ）一ナデ．内面；

）．

内面:ナデ(一、）

内･外而:赤色顔料鑓

布．

外面:赤色顔料竣布．

内面に指頭状に戯料

がつく．

外面:赤色飯料漁布．

外而:ミガキ（

ナデ(、)→（

外而:ミガキ．

６
■

佃砂;棚色粒･白色粒．砂:黒

色粒･赤色粒．細砂:透明粒．

細砂:MA色粒･透明粒． l外而:ミガキ（？）

蹄:白色位．阻砂:石英･白色

位．砂冒角IMI石･石英．細砂：

鼎色粒･透明粒．

砂:角閃石．細砂:黒色粒・

透Iﾘ1粒．

蹄;石英･赤色粒．粗砂:石英・

白色粒．砂;角1%1石･白色粒．

細砂:胤色粒･透明位．

2外面:鉄分付静のため不明．接地

部外面が盛り上がる．内面ニヨコナ
デ．

2内･外而:ヨコナデ．

5内･外而:ナデ． 外而:縦沈線2条でl

対？

Tab.28B地点4b層出土石器

Na屑材厩一最大長(cm)賎大幅i(cm)溌大厚(cm)重還<g)備考
l534b紫赤色頁岩3．3‘1．80．610.55剥片
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘鯛査

5-7.A｡B地点5層上面検出遺構(Fig.57-68,Tab.29

-35,PL.50-82)

A-B地点における5層上面検出遺櫛は，住居跡1基

(SK4),土坑4基(A地点SK5-7,B地点SK11),満状遺構

3基(B地点SD5-7),多数のピット群がある。

住居跡(SK4)(Flg.58)

A地点の住居跡SK4は，平面全体の形状が,突出部の

ある円形住居である。住居全体の推定径は，約5.5-6m,

深さ0.5-1.Omを計る。南東方向に突出した掘り込みが

あり，深さが約0.4-0.45m程度ある。いわゆる「柄鏡型

住居」と呼称されるものである。この突出部は，一般的

に,住居入口と考えられており，それを評価するならば，

南東方向に入口を持つ住居であった可能性がある。

竪穴内部のピットの分布は，西側に偏っており，小

ピット群の深さは,P-aが5-12.2cm,bが2.2-7.3cm,

c:7.7-12.7cm,d:3.6-6．3cm,e:11.8-15．1cm,f:8.9-

17.3cm,g:6-10.3cmとなっており，深さから判断する

と，どれも浅く，主柱である可能性は低い。しかし，い

わゆるベッド状遺構上にあるピット(P-a:22-35cm．β：

8.9-29cm)がやや深く，ピット底面の平面形状から，数

度の建直しをあらわす主柱の可能性がある。これは，住

居全形が不明であるので確言できないものの,対照的に

北側未調査部分にも存在する可能性があり，その場合，

計4本の主柱となる。支柱は判然としないが，竪穴外検

出ピットのうち,PA112．113などは,25cm前後で比

較的深く(Tab.34),配置からは，入口の庇を支える柱穴

と考える。その場合,PA115と対になっている可能性

がある。

住居内中央部には,屋内地床炉らしきものがあり，炭

が分布している。この炉は，住居が廃棄されるまでに，

少なくとも3度のつくり直しを行っていると考えられ，

厚さl-2cm程度の3枚の炭屑が確認できる。炭の分布

は，北壁に向かって薄くなり，拡張部(第2次調査)の北

壁には炭lはほとんど確認されない。

また，床面の土器片などは，その特徴から，古墳時代

後半期の壷と考えられ(165),この住居跡の帰属時期が

大雑把には推定できる。炭を基準に床のつくり直しを見

ると，炭2(床2)の段階に，中央炉付近に，赤色顔料の薄

い分布も確認されている。これは分析の結果，ベンガラ

であることが分かった(Fig.59,PL.55)｡ベンガラは,南

部九州の古墳時代後半期の高坪や財に多用されており，

住居内で塗布作業を行っていた可能性もある。

竪穴は,最初，中央部付近を最も凹面状に深く掘り下

げ，堀具痕を残したまま凹凸に粗く掘り込む。その上

に,10-25cm程度の厚さに土を充填してフラットに
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し，床面としている。

竪穴外壁に沿って，いわゆる「ベッド状遺構」といわ

れる段が形成されている。その段は，幅0.5-1.0m,高

さ約20cm前後である。

そのほかに，竪穴内壁の段隅部分と貼り床隅部に「壁

溝」が巡っており，内壁に板壁などをたてて，住居内を

保護していたと推定される。これは,地山に深く掘り込

んだものだけが認定されているので,検出面からの深さ

は極めて浅く,l-4cm程度が残存しているに過ぎない。

段上の住居土壁に接するものは,住居内部への雨などの

浸入から防御するものとして考えられるが,段下の貼り

床の板壁は，何の機能を果たしていたのか定かではな

い。

住居内出土遺物は，弥生時代-古墳時代のものまであ

るが,先述したように床面にあるものは,古墳時代後半

期土器である。遺物の接合状況からは,竪穴内部の埋土

のみで接合し，わずかに4b厨遺物との接合関係がみら

れる程度である。これは，住居廃棄の際に，一気に埋め

戻された結果ではないかと考える。

SK5.6(土坑）

SK5-6は,検出面で観察すると，平面形は不整形であ

り，底面は凹凸が著しく，掘り具痕を示していると考え

られる。深さ10-20cm前後でかなり浅い。このSK5.6は，

それ自体が独立して機能していたとは考えにくく，住居

跡とは切り合っていない状況から推して,住居竪穴の存

在を意識してつくられたものであろうと考えられる。ま

た，住居の入口付近の東西側に存在し，住居跡を全周す

るわけではない。

上屋櫛造を考えれば,SK4の住居掘り込みの突出部分

(入口)を覆い隠すような屋根の存在でなければならない

から,SK5-6は，屋根に隠れている部分になる。また，

屋根との接地部分は,空間として広い場所ではなく，日

常的に使用する空間ではないと考えられる。

SK4における壁溝の存在や,SK5．6が屋根に隠れてい

る可能性,そして遺物の接合状況などから，検出はされ

ていないものの,周堤の存在を想定したい｡周堤は直裁

的に考えれば,竪穴掘削段階において多量にでる廃土そ

のものでつくられ，竪穴を外周するものと考えられる

が,SK5-6は土堤製作の際にわずかに足りない土を追加

するために掘られた穴か,あるいは，住居廃棄の埋め戻

す際,周堤だけでは足りない土を掘った結果ではないだ

ろうか｡仮に土塁が想定できるならば,入口のピット(P

All1-115)の存在から,周堤は入口を開けた馬蹄形のも

のであると考えられる。



付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

＜ 両
｡

三
"画

邑
唾
ミ
ユ 舎響、

望
些

「 」可〆
ー

し／
q

I
’ L 十 ○口

|･言
~

⑦萱
や
唖
乏

癌
。

■

（
一

畷
純
国
璽

G」

＋

一
一

の

L
I

昔

苛
茎
の

＋
ユ

つ
い

【工

‘二三コ三沌畠居
醐
ユ

9
区．

:画壷

LO

dひ畠
（
縁

生
垂

くミ 鳶0
寺

十ロ
“
《
一
重

匡

O畠
＠
口
の

扇

｡畠
副
堅
氾
唾
画

ー

ト
ロ
の

尉
竺

⑥車

〔口

‐

空 色｡

Fig.57A-B地点5層上面検出遺構(5=1/120)
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

A地点拡張部(第2次調査)の北壁

‘lb：極暗褐色7.5YR2/3シルl､髄砂
埋土②：黒褐色10Yli31シルト質砂
⑦：炭と白砂層の混土
⑧：黒色7.5YR2/1砂混じり炭；炭2に対応
⑨：⑦に類似
⑩；暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂混じり炭；炭3に対応
⑪：地山層を基調に⑩層がブロック状に混じる
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Fig.58A地点5K4-6(5=1/50)
遺構:黒色ラインは5届上面検出,赤色ラインは住居の掘り込みラインと，より下位のレベルより検出されたもの．

遺物:黒;遺構出土,赤;2．3屑出土,緑;4．5層出土.■;古戦時代在地系土器,□;古墳時代外来系土器,▼;弥生時代在地系土器,△;弥生時代外来系
土器,●;弥生時代か古墳時代土器,｡;その他無文胴部など,＋;石器
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

PL.50A地点SK4-5-6検出状況(第1次調査） PL.51A地点5K4-5-6掘り下げ状況(第1次調査）

ﾛﾔ'＆里
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璽
田｡■
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劃

畿、碑
PL.53A地点5K4床面2検出状況(第1次調査）PL､52A地点5K4床面1検出状況(第1次調査）

1k
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桓

PL.54A地点5K4床面2赤色顔料検出(第1次

調査） Ｊﾊﾇー ｰー ｰー …色■一ロー■｡－

回．60kcV〉<0.00keVフj－ソル=0《0.00keV》=0

Fig.59赤色顔料X線分析スペクトル
（鹿児島県立埋蔵文化財センター提供）

JEOLJED－2001

試料名:kadaima旧UN2220

経過時間：121.34秒

有効時間:i00.0o秒

測定日：94年10月22日

測定時刻：12時03分06秒

フルスケール:8K

PL.55赤色顔料電子顕微鏡写真（鹿児島県立埋蔵文化財センター提供）

この赤色顔料は,酸化第二鉄CeA)のいわゆる「ベンガラ」であ
る.鉄細菌由来のパイプ状粒子栂造が見られる．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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PL.56A地点5K4床面検出壁溝(第1次調査） PL.57A地点5K4床面遺物出土状況(第1次調査）

PL.585K4北壁観察による炉のつくり直し(第1次調査）
当時の炉の大きさは現状では判然としないため，炭の分布範囲

から，中心部などを推定するほかない.SK4では最も炭の厚い部分

を炉の中心と捉えている.また,SK4には,鹿児島大学構内遺跡郡

元団地の古斌時代後半期に顕著な埋設土器が残されていない.ある

いは元来なかったのかもしれない．
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58



付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査

。

、
]■

PL.64A地点5K4拡張部床面検出(第2次調査）

PL.63A地点5K4拡張部(第2次調査）

PL.65A地点5K4拡張部完掘(第2次調査）

鶴Iご霧
’ 154

一
一

《

ノ

155 PL.67A地点5K4北壁(第2次調査）

-鰯
154

10cm0
－，－－－4

Fig.605K4出土石器(5=1/3)

Tab.29SK4出土石器観察

恥届材質最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm)重量(g) 側考

15‘lSK‘1(埋士2）紫赤色頁岩5．63今･’0．610.87図ド綿に剥離が認められる

Tab.305K4出土軽石製品観察 目

No屑最大長(cm)最大幅iO.m)最大厚(cm)iRI.Ug) 側考

l5592-4SK‘I7．15‘82‘416.38術円形.下半部欠仙.没･典而

に2条の凹部をつくる． 155

PL.685K4出土石器
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付縄1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査
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Fig.61A地点SK4出土遺物(S=1/3)
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A-B地点)における発掘調査
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PL.69A地点5K4出土遺物
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

Tab.31A地点5K4出土遺物観察
恥層
一

地点種別器種部位 色調

胎土

混和材

156SKI入来II式現凹縁部内･外面･器肉gにぶい黄禍に類似10YR5/3.礎:黒雲母･赤色粒．粗砂:肌

八雲母．砂:鼎雲母･鼎色粒．

細砂:黒雲母･照色粒･白色粒．

I57SK‘1入来11式礎iJ縁部外面:にぶい褐7.5YR5/3.内面:にぶい提磯:黒色粒．籾砂:石英･白色

A5YR6/4．器肉:にぶい催7.5YR7/4．粒．砂:角閃石･石英･撚霊母

（剛士I)白色極細砂:無色粒･白色

粒･透明粒．

I58SK‘1照盤式究口縁部外而:浅黄侭に類似10YR8/3．内面;にぶ机砂:角閃石･石英．砂:角INl

Aい批惟に類似10YK7/1.器肉:灰5Y-1/I.石･石英･赤色粒.細砂:無色

粒．

I59SK‘l弥生拠川3部外而:にぶい燈に顛似7.5YR6/1.内面:柾陳:赤色粒．籾砂:石英．砂：

八に顛似5YR6/6.器肉:黄撞に額似l0YR角閃石･石英･白色粒．細砂：
8/6．無色粒･白色粒．

KiOSKI中沖野式巌底部外而;にぶい黄催に類似I0YR6/3.内面：磯:白色粒･灰色粒．机砂:内

八際滅のため不明．器肉:にぶい侭に類似色粒．砂:石英･IL1色粒'A色

(ffl1-2)7.,5YR7/I．粒．細砂:鼎色粒･透明粒．

KilSKIi|i原式蝿jI1部外面:にぶい侭に類似7.5YR6/I.内而:燈帆砂:白色粒･赤色粒．砂:石

A5YR6/6.器肉:侭に類似5YR6/6.英･無色粒，細砂:鼎色粒･透
明粒．

I()2SKIMM式蝋1.1紬部外面:明赤掲i5YR5/6.内面禍10Y1M/-I.$:黒色粒．机砂;角閃禰･白
八器肉:にぶい褐i7.5YK5/'l.色粒･赤色粒．細砂:石英･白

（M1土2）色粒．

163SKI古噛鹿11縁部外面:蹄灰批2.5YI/2.内面:にぶい催に類粗砂:角閃石･赤色粒．砂:禰
八似,-.;ViK71．器肉:にぶい黄笹に類似lOY英･鼎色粒．細砂:赤色粒･黙

R7/4.色粒･透明粒．
l“SIく4古城蝿底部外而:にぶい黄侭に類似10YR6/I．内面：磯:白色粒．粗砂:角IRI石･石

八にぶい黄侭に類似I0YR6/3.器肉:柾7.5英･白色粒.砂:角閃石･石英．
YR7/6.細砂:黒色粒･透明粒．

l65SK‘l姫腺式奥胴部外面:にぶい褐7.5YR5,I.スス付着．内面磯:灰色粒･赤色粒.机砂:石

A:浅蛍に類似2.5Y7/3.器肉:にぶい黄掻英･灰色粒･白色粒･赤色粒．

10YR7/I．砂:石英･黒色粒．細砂:無色
粒･透明粒．

l66SK‘1古城提脚台外面:にぶい蛍樋I0YR7/1.内面:にぶい砂:角閃石．細砂:黒色粒．
A椎に甑似t.^k:i.器肉:浅黄燈lOYR

“1土2）8/3.

167sK‘i古峨髄刷部外而:にぶい黄俊in',i;:.;．内面:にぶい黄礁･粗砂:白色粒.砂:角閃石・

A(哩土1)|iilOYR5/3．器肉:にぶい黄燈10YR6/3.白色粒.細砂:照色泣･透明粒

l68SK‘l縦側式逝胴部外面:にぶい黄褐10YR5/3.内而:にぶい磯:灰色粒･白色粒．粗砂:角

八黄樋lOYR6/3．器肉:灰白IOYR8/2.にぷ閃石．砂:角閃石･鼎雲母．黒

い燈v.;V.i::i.色粒．細砂:黒色粒･白色粒．

l69SK‘I古城蔽胴部外而:洩伐燈10YR8/I.内面:灰茂2.5Vli:.．磯:石英．棚砂:角閃石.石英

八器肉:浅黄権に類似I0YR8/3.砂:石英･角閃石･白色粒.細
（埋土I)砂:黒色粒･透明粒．

l70SK4弥生か澗杯脚部外而:lﾘl赤禍2.,5VR5/6．内面:にぶい褐7.5砂:白色粒．細砂:拠色粒･透

八古城YR5/4.器肉:にぶい黄樋10YRti/3.明粒．
（jm士2）

砂粒の

多さ

調盤

3外而･口唇部:ヨコナデ．内面

ヨコナデ．浅いユビオサエ．

‘1外而･口唇部:ヨコナデ．内而

ユピオサェ･ヨコナデ．

備考

I外而;ヨコナデ．内而:ユビオサエ・ススの付着・

ヨコナデ．口径(27隼4cm）

2内･外而:ナデ(一） 三角突帯1条.ススの

付若．

‘l外而:ハケ(伽か)．内･外而とも

｝暇滅が将しい、

2外而8ヨコナデ･ナデ．内而:ヨコ三角突{＃1条刻目(／）

ナデ･ナデ(／)．中に布側圧痕.ススの
付狩．

3外而･ロ暦部:ヨコナデ.内面:ハ三角突僻1条．ハケに

ケ(一)→ヨコナデよる刻IK/)を施す．

〕外1m:ヨコナデ･ユビオサエ

内面･口唇部:ヨコナデ．

〕内･外而:ハケー･丁寧なナデ(－)．接合部で脚台が欠落

内而底部にユピオサエ．

2外而:ナデ(一)．内而:ナデ．内・絡抑突併1条

外而:ハケの打ち込み痕あり．

2外而:丁寧なナデ(、)･ヨコナデ．

内而:ヨコナデ.ハケの打ち込み

彼あり．

3外而;ヨコナデ．内而:剥蕗．幡広突併.沈線(／、）

2外而:ミガキ(、)･ヨコナデ．スス

付蔚．内而:ハケ(／)･ナデ(、）

・ユピオサエ．ハケの打ち込み痕

あり．

2外而:ヨコナデ(一)（｜).内面：
ナデ(－)(／)．

l外面:ヨコナデ．内面:ハケ(一）

一・ヨコナデ．

幅広突僻.沈線(／、）

胴最大径(』120cm)．

三角突併1条.刻目(、）

中に布目圧痕.刻伺は

上下2方向から施す．

一て戸ノー一
171

、
1720

Fig.62A地点5K5出土造

5cm物1(5=1/3)

母71鰯，
PL.70A地点SK5出土遺物

SK4内の遺物は，弥生時代中期の入来II式謹(156-

157),中九州系黒髪式到(158)などがあり，古填時代前

半期の東原式郷(161-162),後半期の笹貫式難(163-

165),笹貫式壷(167-168)などがある。

また，石器としては，赤色の頁岩製の石材剥片がある

が，これは4b屑出土類似資料(153)と同様に,磨製石鍬

の未製品である可能性がある。軽石製品(155)は，両面

に幅1cm前後，深さ約0.4-0.6cmの溝が掘り込まれた

ものであるが，用途不明である。

SK5からは,黒髪式(171)と中空脚台(172)が出土し，

ピットからは，古墳時代後半期笹貫式変(173)や，蕊の

中空脚台が出土している(174)。

Tab.32A地点SK5出土遺物観察
恥屑

一

地点種別器種部位 色調

胎土

混和材
砂粒の

多さ

澗整

I71SK5照撰式幾口縁部内･外而:淡黄:2.5Y8/3.器肉:黄灰2.5YI/I.砂:角n石･石英．細砂:黙色‘l内･外而gヨコナデ．
八 粒･赤色粒．

172SK5弥生か現脚台外而:柾7.5YR6/6．内面･器肉:にぶい黄禍粗砂:石英･白色粒．砂:角閃2外而;ハケ(I)･端部はヨコナデ
八古峨10YR5/I.石．細砂:照色粒．内而:ハケ(一)→ヨコナデ．
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘調査

土坑:(SK7)

SK7は，平面形が馬蹄形状の凹地で，埋土が円形に

巡っている｡検出而からの深さは,10-30cmで比較的浅

い。埋土は，中央部から外周部というように，変化して

おり，外周部に向かって下層になる。しかし，中央部に

も地|｣Iの黄色砂屑が上がり，土屑の逆転現象がみられ

る。このような形状と埋土の土坑は,風倒木の可能性が

考えられる。風倒木の場合，倒木の根側が，土屑が大き

く逆転していることが考えられるから，催ﾘ木方向は,南

東方向であることが推定できる。

迩物の出土は，ほとんどない。
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●吾fq

議一．漁-.-．‘､“
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PL72A地点5K7検出(一部既掘）
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Fig.63A地点SK7(5=1/50)
>

霧
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鍵

『
矧

査
夢
や三雲

寵
ｐ
Ｆ
型

ロ日

=̂=5S=0̂Fig.64A地点ピｯﾄ18出PL.73A地点SK7
完掘

173土遺物(5=1/3)
05cm

Fig.65A地点ピッ
ト68出土遺

物(5=1/3)

内底面に打ち込

み痕とよぶ刷毛目

の始点が観察され

る．

4

0 5cm

PL.74A地点ビット18出土遺物

Tab.33A地点ピット出土遺物観察

74PL.75A地点ピット68出土遺物

N'o・屑
一

地点種別器種部位
胎士

色澗 調整砂粒の

多さ

備考混和材

I73i>jll8惟典式猟il縁部内･外ffii:浅黄侭10YR8/3.器肉:灰白10棚砂.m石．砂:角m訂･石
AYR7/I．英，細砂;鼎色粒･透Iﾘ1粒．

17‘”il68占城艶脚台外1.11･内aq:ffi7.5YR6/6,器肉:浅黄侭10机砂･砂:/'im石･石英･白色粒
AYRK/3細砂:M1色粒･白色粒．

1内･外而:ナデ(－） 絡細突併1条．

1外Ill::工具によるナデ(-).内Iii：底径(9.6cb),
ハケ･ハケの打ち込み痕あり．
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付縞1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘調査

Tab.34A-B地点ピット深さ一覧
ビｯﾄ脳長径(c、）短径(c、）検出レベル(c、）赴深レベル(C、）深さ（c、）ビｯﾄ脳長径(c、）短径(c、）検出レベル(c、）最深レベル(c、）深さ（c、）
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A，B地点)における発掘調査

B地点には,3条の満状遺構(SK5-7)と土坑1基(SKI1).

そして，多数のピッl､群が確認できる。

と考えられるSK5-6の配置と，住居跡に近いという関

連性があるようにも見受けられる。埋土は.4b層土に

類似しており，黒褐色5YR2/2のシルト質砂である。

溝状遺構(SD5-7)

澗状遺構は全て直線的に伸び

ている。SD5は，北西一南東方

向で，検出された長さは約

8.5m.検出面からの深さ20-

25cmである。SD6は,北東-南

西方向で，長さ約6.7m,深さ

20-25cm,SD7は,東西方向で，

長さ約4.2m-深さ10-20cmで，

SD6に切られる関係にある。

これらの溝の断面形状はU

字形であり，共通している。ま

た，検出l隔も50-80cm間に

あって類似しており，ある程度

の同時性を推し録ることがで

きる。埋土は単純であり，埋土

の_上部は4b層，下部は，地山

5;画の黄色粗砂層と4b層土の

混土である。3条ともに特に著

しい傾斜もなく，水流の痕跡も

認められない。SD6からは

(l'ig.68).古墳時代前半期の特

徴をもつ護口縁部(175)と，古

墳時代後半期の高坪(177).古

職時代の壷が出土しており

(176).帰属時期は判然としな

い｡溝内遺物はほとんどが小破

片のみであり，遺物が意図的に

廃棄されているような様子も

認められない。

これらの特徴から，この3条

の瀧状遺構は,何らかの区画溝

であると考える。しかし，住居

などを囲うなどといった状況

も判断できず,ピット群との有

機的関係性も分からない。

土坑(SK11)

検出面から判断して，推定

径約0.9-2.0cmの長楕円形状

を呈した土坑である。性格は

不|ﾘ1であるが,A-B地点全体の

遺榊配悩状況(Fig.57)からみる

と.A地点住居跡(Slvl)に伴う

:13●●

／●

6

鼎侶色,r,VR22,粒子が細かく軟らかい．

桂石細粒を少し含む.上部は鉄分のため
褐色を帯びる．
にぶい黄橿色10YR6/4砂混じりシルト．

惟石粒が①より多い．①が少し混ざる．
M蝿色,5VI!22.粒子が細かく軟らかい．
継石細粒を少し含む．上部は鉄分のた
め褐色を帯びる．
埋土③と砂との混士．

０

②
③

I

‐
〒

P27

0}BP2I

●
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⑤BP22

BP23

、・

智娠綱醐“
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（8P41

■
■
■
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Fig.66B地点遺構配置図(5=1/80)
遺構:黒色ラインは5層上面検出,赤色ラインはより下位のレベルより検出されたもの．

遺物：黒;遺構出土,赤;2．3層出土,緑;4．5層出土．

■;古斌時代在地系土器,□;古墳時代外来系,▼;弥生時代在地系,△;弥生時代外来系，
●;弥生時代か古墳時代土器,｡;その他無文胴部など,＋;石器
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Fig.67B地点SK11断面(5=1/40)

PL.76B地点5D5検出

一一一

壷二

PL.77B地点5D5断面

PL.79B地点5D6完掘
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PL.78B地点5D5完掘

PL､80B地点SD5．6-7完掘
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画
壷
■

一
一

雫爾驚
一
一
》

・
且

〃
175

75

176

PL.82B地点5D6出土遺物

5cmロ

Fig.68B地点5D6出土遺物(5=1/3)，舜爵竃
『
４－
句

『
４－
句

PL.81B地点5D7完掘

Tab.35B地点5D6出土土器観察
恥層

一晒頁一種別器種部位
胎士

色調 調整砂粒の

多さ

備考
混､1判

175s､6占噴

B（埋士I)

l76SD6古城
B

翌口縁部外irniiii.灰出2.5Y52.内ffii;にぶい黄橿

I0YR7/4.器iF*l:洩出柵l0YR8/4．

髄細部外ffii:にぶい出脳lOyro/'1.内1m:明褐7.5
YR5/6，淵』:l:にぶい怖7.5YR7/,1．

帆砂:赤色粒．砂:角I'l石･石

英．細砂:鼎色粒･透明粒．

磯:石英．棚砂:f'lll(.-打英
白色粒･赤色粒．砂;ｲ『典･黒

色粒．

砂:角I"!石･石英．細砂:無色
粒･透明粒．

4内･外面･口唇部:ヨコナデ．

3外mi:ヨコナデ．内而:剥落， 帆広突｛|1条．ハケに

よる刻目(、)．

177s【〕6古填高杯口緑部外1m:にぶい此惟に噸似loYR7/‘I・内面・
B器肉:浅伐慨に噸似IOYR8/‘1，

l外面:ヨコナデ･ナデ(、)．内而：

ヨコナデ．細かいハケ(／)一ナデ．

5-8.A-B地点5屑出土辿物(Fig.69-70.Tab.36-37.

PL.83-84)

I
5屑出土遺物

はわずかであ

り,4b屑からの

落ち込みや紛れ

込みによるもの

と考えられる。

(178)は,A地

点出土の，輝石

安山岩製の石材

と考えられる資

料である。裏面

の左下端に打点

をもつ。

(179)は，口

唇部を面取りす

るという，古墳

時代前半期ごろ

の特徴をもつ誕

口縁部である。

10cm0

Fig.69A地点5層出土石器(5=1/3)

Tab.36A地点5層出土石器観察

Na層材質最大長(cm)殿大幅;(cm)最大厚(cm)重量(g)備考
1785蝿石安山岩19．615．72．71085両側而とk面に剥離而あり．
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Tab.37B地点5層出士十器

恥層
一

地点種別器種部位

178
PL.83A地点5届

出士石器

色調

"－万
0 5cm

Fig.70B地点5層出土土器

(5=1/3)
口唇部を面取りすると

いった古墳時代前半期の

特徴をもつ．

胎士

混和材
砂粒の

多さ

調整

PL.84B地点5層

出十十器

備考

9

1795古城狸口縁部外面:黄禍に類似2.5Yr,:..内面:にぶい黄帆砂･砂:石英．細砂;透明粒:.2内･外面･口唇部:ヨコナデ．
H2.5Y6/3.器肉:燈7.5YR7/6．

6°まとめ

A-B地点の調査では,5層上面において，住居跡1基

と，満状遺櫛3条，性格不明土坑1基，多数のピット群

が検出された。これらの有機的関係性は，明らかにでき

なかった。また，正確な時期の判断が困難であるが，出

土迩物の瞳的な把握から(Tab.38),古墳時代後半期ご

ろの時期が推定された。しかし，遺構内や4層包含層中

に弥生土器や古墳時代前期ごろの遺物が混じるため,近

隣には，それらの良好な包含層の存在も推定される。

4a-3b屑は，タケなどが検出されており，キビなどの検

出もあるとされる。この時期の稲作は,畑作が想定され

ている(付編2参照)。

また，正確な時期を判断することはできないが,4層

上面において，溝状遺構3条と性格不明土坑2基が検出

されている。これらの溝は，粗砂や小牒を含み，水の流

れていた様子が，埋土から確認される。また，平面形態

の凹凸もまた，それを支持するものである。しかし，こ

れが人工的なものであるか，自然のものであるかは,遺

椛そのものの形態からは判断できなかった｡これらを紐

う3a層は，土壌プラント・オパール分析によって，多

澱のイネが検出されており，また，ヨシの検出から，湿

潤な環境が復元され，水田の可能性が示唆されている

(付編2参照)。3層土と溝状遺構の埋土は異なるが，水

田へと取水する溝の存在も否定できない。

2層土は，中近世ごろの時期が与えられるが，プラン

ト・オパール分析によれば，イネの検出が最も多い。

迩物は，古墳時代後半期を中心とし，この地点がその
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時期の活動が主となっている様子をうかがい知ることが

できる。ほかにも，弥生時代中期，弥生時代終末期～古

噴時代前半期ごろの遺物の出土もみられる。

弥生時代中期

この時期の遺構は確認されていない｡古墳時代後半期

の遺物が中心となる4層に混在している状態である。大

きくは，弥生時代中期前半（新）と中期後半（古）の二

時期に分けられそうである。入来Ⅱ式段階の土器は，

認，大蕊，小型饗などがある。壷は出土していない。い

わゆる「一の宮式」と呼ばれる灘も確認されており，こ

の口縁部に類するものも少なくない｡土器胎土の肉眼観

察によると，大謹などには大粒の黒雲母が混入してお

り，他地域からの持ち込み品である可能性が示唆され

る。また，搬入品と見られる須玖式（認棺・壷？)，黒

髪式（灘）も認められ，地域間交流の一端が窺える。本

遺跡において確認されたタイプの翌棺は,近年散発的に

出土しており，金峰町下小路遺跡9),吹上町入来遺跡10)

山川町成川遺跡'1),鹿児島市北麓遺跡12)万之瀬川採集

品131などで確認されている。

打製石嫉や剥片石器も出土しているが,本来はこの時

期に帰属するものであると考えられる。

弥生時代終末期～古墳時代前半期

この時期の遺構も判然としない。中津野式の難・壷・

台付鉢のほかに、東原式の饗・壷などが見られる。ほか
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にも古式土師器とよばれる布留式並行期の土器も一個体

確認されている。個体数としては，非常に少ない。

布留式並行の劃は,畿内布留式そのものではなく，や

や変容しているように見える。しかし，南九州の成川式

土器様式と比較すると，薄手であり，器面調整も整調で

ある。また，暗文を施すという観点からも，南部九州産

ではなく，持ち込み品である可能性が高い。

古墳時代後半期

5層上面で検出された遺構は，住居跡の配置と，互い

に切りあっている直線的な溝の配置には,特に有意な関

係性を読み取ることはできなかった。

本調査地点の北東部に位置する釘田第1地点I4)jp総

合教育研究棟(総合教育研究棟{文系総合研究棟1:1999-

2000年度調査;未報告)15)また北西部に位置する理学

部周辺'6)の,住居跡が幾重にも切り合っている状況とは

異なっている。居住域の占地する密度の違いは，一般

に，生産域と居住域の違いなど，環境的な状況によるも

のと判断されるが,本調査地点がそれに対応するか,結

論は3次調査を含めた次号以降に譲りたい｡いずれにせ

よ，本調査地点は，古墳時代後半期ごろには，居住域と

してはあまり利用されていない土地には間違いない。

A地点における笹貫式段階と考えられる柄鏡型の住居

跡(SK4)は，比較的珍しい例である。いわゆるベッド

状遺櫛と呼ばれるステップが竪穴側面の掘り込みに沿っ

て作り出されており，その上面には深い土坑が認めら

れ,形態とその深さから判断すれば,主柱穴であると考

えられ，未発掘部分にも同様に存在するとすれば，4本

の主柱建物であるかもしれない｡竪穴の外側には，いく

つかの柱穴が存在するが,これが支柱であるのかは判断

ができなかった。

床面･ベッド状辿櫛上にも壁満が認められる。SK4に

近接する浅い土坑SK5-6は,SK4と切り合うことはなく，

独立している。また，入口と考えられる掘り込み突出部

と壁満,そして屋根の想定からは,土堤の存在とSK5.6

の存在が関わっているものと判断し,土堤をつくる際の

掘り込みであるか,住居廃絶の際の掘穴であると判断し

た。

住居床面の製作工程は，まず粗く掘り込み（凹凸のま

ま)，その上に貼り床をしてフラットな床面を作り出し，

その上で地床炉を設けている。また，炉は，住居中央部

に位置し，3度のつくりかえがみられるが，鹿児島大学

構内遺跡郡元団地に顕著な埋設土器は残されておらず，

現状では,設樋していたのかは,明らかにできなかった。

直裁的に考えるならば,南東部に位置する掘り込みの

突出部が住居入口として認識できるが,その場合,南東
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部にむけて入口をつくりだしていると考えられる｡大学

構内遺跡の他地点の住居跡は方形が多く，入口も判然と

しないものがほとんどであるが，今回の調査の,A地点

SK4の入口の方向を根拠とした場合,方形住居跡もまた，

そのほとんどが南東部に一辺をもち,住居軸にはほとん

ど大きなズレはない。したがって，可能性として，方形

住居の入口もまた，南東部側にあるように思われる。

中摩浩太郎氏'7)の一連の研究では,柄鏡形住居跡(II

A)は，東原式段階（古墳時代前期）から辻堂原式段階

(古墳時代中期）にかけての存在が知られているが，笹

貫式には認識されていない。しかし,IIBy,VIByタ

イプの住居跡は,方形掘り込みのなかに柄鏡形の掘り込

みを持つものであるが,VIByタイプは笹貫式段階に認

められている｡本調査区の柄鏡形住居跡(A地点SK4)の

帰属時期は笹貫式段階と考えられるが,HAの最終段階

のタイプと捉えるか,VIByタイプの地域的な変異であ

ると捉えるか，現在，結論は見出せない。郡元団地N～

T-7～10区(教育学部運動場)の発掘調査181でも，類似

した住居跡が検出されており,東原式～笠貫式段階の土

器が出土している。

SK4付近の遺物接合状況をみると,SK4以外とはほと

んど接合せず，掘り込み内部と上層の4b層とのみ接合

する(〔98〕は，住居内出土遺物ではない)。これは，住居

廃棄の際に，土堤などを破壊し，一気に埋め戻した結果

ではないかと判断する。4b層包含層そのものの遺物は，

最大15mは移動していることから判断すると(Fig.72),

SK4埋土中の遺物出土状況と接合状況は,単なる流れ込

みによるものではない可能性が高い。ちなみに比較的フ

ラットな層である2．3屑の遺物もまた，大きく移動して

いる様子が分かる(Fig.7I)。

B地点のSD5-7は，直線的な瀧であるが,遺物の出土

量も少なく，また,水の流れている様子も認められない。

したがって，何らかの区画をする満であると判断した。

A-B地点における遺物のほとんどが，この時期に帰

属するものである。瓢，壷，大壷，鉢，高坪，財が認め

られる。しかしながら，これらは小さな破片が多い。

土器は,特徴の明確なもののほとんどが笹貫式土器で

あり，翌は，直状あるいは内湾気味の饗で，一条の突帯

を貼付するものである｡突帯には貼り付けの際の指頭圧

痕が明瞭に残っている。壷は，いわゆる幅広突帯を胴上

半部に貼付するもので，突帯の沈線文などによる加飾

は，バリエーションがある。しかし，今回得られた資料

は,沈線文によるもののみで,竹管による刺突文などは

認められなかった。高坪は,坪部が碗状になるものが認

められ,増は平底資料が得られている。どちらも古墳時

代後半期の年代が与えられるものである。
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A・B地点)における発掘鯛査
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付編1郡元団地L-6区(中央図書館増築地A･B地点)における発掘鯛査

Tab.38A．B地点遺物出土状況
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付編2郡元団地L-6区(中央図書館増築地A地点北壁)におけるプラント・オパール分析

付編2郡元団地L-6区(中央図書館増築地A地点北壁)におけるプラント・

オパール分析結果報告

宮崎大学藤原宏志

先般当該遺跡で採取した土壌試料のプラント・オ

パール定戯分析結果が出ましたので､下記のとおり報告

致します。

記

プラント・オパール定量分析結果

同上図

1.成川式土器包含層(3-4層)から､多斌のイネ(Oryza

sativa)が検出された。検出量からみて、この地でイ

ネが生産された可能性が高いと判断される。

2．3価ではヨシ(Phragmites)が検出されており、湿

潤な堆穣環境であったと推定されることから､水田稲

作が営まれていた可能性が大きい。3bおよび4a層

Tab､39プラント・オパール定量分析結果

はタケが多く、比較的乾燥した堆横環境であったと推

定され､キビ族植物も検出されていることも合わせ考

えると、この時代の稲作は畑作を想定するのが自然と

思われる。

3.3a-4a層で検出されたイネのプラント・オパール総

睡から、これらの時代に生産されたイネ籾総壁(10a

あたり）を算出すると、約33.5t/10aとなる。当時の

年間イネ籾生産賊を約100kg/10aとすると約330年間

ほど稲作が行われたと推定される（ただし、当時の稲

作が穂刈であったと仮定して)。

匡匡L巨墨大学這跡↓＝毒、ナる

う・ラニ〆ト・オノ竜一ノレー垂分一析糸吉皐

宮崎大学農学部農作業管理学研究室

samplingblock[L-6】
samplinedate(2/17'93)

植物体乾重(t/10a.cm)
層名イネイネ籾キビ族キビ族種実ヨシタケ亜科ウシクサ族

I(0.sati.)(riceg.)(Pani．)(Pani・seed)(Phrag.)(Bamb.)(Andoro.）
－－－－＋一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

2I19.5036.83325．290ユユ.4840.0000.796ユ.799

I6.7152.3532.1440.9732.4353a6.7152.3532．ユ440.9732.4350．337ユ．089

3bI4.27ユユ.49613.2926.0360.0002.6152.477

4a-1Iユ.5350.53812.7435.7870．0003.5931.727

4a-2I3.0151.05626．80812.1730.0001.7581.453

4b-1I0.3140.ユユ05．2072.3640.0000．8191．985

4b-2I0．0000．0009.2864.2170.0000．183ユ.10ユ

5i0.0000.0000．0000．0000.0000.0870.000
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付綴2郡元団地L-6区(中央図書館増築地A地点北壁)におけるプラント・オパール分析

Fig.73プラント・オパール定量分析結果
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SUMMARY

Thisisthereportoftheai℃haeologicalexcavationsandsurveysinKagoshimaUniversity

KorunotoCampusconductedbyKagosh血naUniversityReseai℃hCenterforArchaeologyinthefiscal

year2002fromApril2002toMarch2003.Thisvolumealsoincludesthereportoftheexcavation,

andplantopalanalysisofsamplesfromAreaL-6carriedin1992to1993inKorimotoCampus.

ExcavationsinKorimotoCampus

Thecentermadethreerescueexcavationsin2002.OneistheexcavationofthesiteofFacultyof

ScienceBuilding(AreaJ-7.8)carriedfromMai℃htoOctober2002.Theexcavationrevealedthe

villagethatbelongedtothelateKofunperiod(6-7C)．Theexcavationofthisvillageuncovered

approximately80housesoverlapped,manypits,andaditch.UndertheKofimlayer,wefounda

largeditchcontainingartifactsoftheearlymiddleYayoiperiod.Thismeanstherewasavillageofthat

age.

AnotherexcavationwasmadeatthesiteinFacultyofEngineeringBuilding(J･K-9～11)Korimoto

CampusnexttoAreaJ-7．8carriedApriltoOctober2002.ThissiteisapaddyfieldintheearlyYayoi

tothe11̂century.

ThecenteralsoconductedarescueexcavationofthesiteinAreaH-12.13fromMarchtoAugust

2003beforetheconstructionofVentureBusinessLaboratory(VBL<).Eightancientriverswerefound.

Riversno.1to3belongtotheAncienttothemedievalperiods.Riversno.4to8arebelongingtothe

lateYayoitothelateKofunperiods.Wefoundabout40woodenpilesusedastheirrigationfacilities

inRiversno.4-7.AsampleofthepilewasdatedcalAD130byC-14dating.Therefoundmany

shards,astonereapingknife,arrowheads,andawhetstone.

SurveysinKor血notoandSakuragaokaCampuses

24surveyswereconductedbythecenterintwocampuses.ThesurveyatArea1-8-9and1*8～10

inKorimotoCampusrevealedthesamesituationasthatofAreaJ-7．8.Areas1-8.9and1-8～10

aresoimportanttorequirethefuturewideexcavationforthereconstructionofhumanactivitiesin

theYayoitoKofunperiodinthisregion.

Appendixi:ExcavationofAreaL-6inKor血notoCampus

Thecenterexcavatedthesite(AreaL-6)ofthecentrallibrarybeforeitsextensionfromJanuaryto

September1993.Theexcavationrevealedculturalremainsandartifactsinthesecondtothefourth

layersthere.Ahouse,threeditchesandmanypitswereexcavatedonthesurfaceoftheh丘hlayerof

thelateKofimperiod.Manysherds,stonearrowheadsandstonetoolswerealsofoundinthesame

layer.Thehousefoundheremeasuresabout6mindiameterand0.5*1.Omdeep.Afurnaceis

locatedinthecentralpartofthefloor.Redochreisdistributedonthefloor.Wealsofoundthree

ditcheswestofthehouse,andmanypitsintheexcavatedarea.TheirfunctionsareunknownThere

foundalotofsherds,andvariousstonetoolsincludingapumiceimplement,arrowheadsanda

reapingknifethatbelongtothemiddleYayoiandthelateKofimperiods.Asocketedironaxewas

alsocollectedhere.

Appendix2-PlantopalanalysisofthesamplesfromAreaL*6inKorimotoCampus

InAreaL-6inKorimotoCampus,we允皿dalotoftheplantopalsofrice(Oryzasativa)andthose

of艶』露、"巴sintheupperlayersofthelateKofimperiod.Inthelowerlayersofthesameperiod,we

foundalotoftheplantopalsofriceandthoseofbambooandPani.Paniseedswerealso允皿dinthe

samelayers.Accordingtotheplantopalanalysis,theycultivatedlandriceatfirstandthensiftedto
thewetricecultivation.
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